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序

この報告書は佐賀県教育委員会が国土交通省九州地方整備局佐賀国

道事務所の委託をえて唐津市教育委員会の協力のもと平成 13~ 17年

度に実施した西九州自動車道唐津道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

の報告です◇ 中原遭跡の5冊目で、西九州自動車道建設に係る文化財

発掘調査報告書では『仁田古墳群 I』につづく 9冊目にあたります◇

中原達跡は弥生～平安時代前期までの複合遭跡で、各時代において

重要な遭構・遼物が発見されました◇ 弥生・古墳時代では喪棺墓群、

墳丘墓、古墳、竪穴住居跡、掘立柱建物跡などが検出され、膏銅鏡を

はじめ青銅製品や鉄製品、石製品、木製品などの多くの貴重な遣物が

出土いたしました◇

今回の報告は中原遣跡の 11区~13区で調査した弥生～古墳時代の

埴墓群と出土品です◇ 弥生時代の土城墓、木棺墓には翡翠製の勾玉、

碧玉製管玉などが副葬されていました◇ また、古墳からは初期馬具や

人形土製品などが出土し、貴重な資料になりました◇

本書が今後の学術・文化向上に少しでも役立てば幸いに存じます◇

発刊にあたり多難な調査作業に従事していただいた地元の皆様、整理

作業に従事していただいた調査事務所の方々並びに埋蔵文化財の保護

に御理解いただきました佐賀国道事務所に対し、心より厚くお礼申し

あげます◇

平成23年3月25日

佐賀県教育委員会

教育長 川崎俊広



例 言
I, 本轡は西九州自動車道惣津ー浜玉道路建設に伴い平成 13~17年度に実施した麿津市原所在の中

原遺跡の発掘詞査報告轡であり、西九州自勃車道建設に係る文化財詞査報告書の第9冊である。

2, 発掘詞査は国土交通省九州地方整備局佐賀国道串務所の委託を受け、佐賀県教育委負会が主体とな

り癌津市教育委負会の協力を得て実挽した。

3, 本舎の執竿分担は目次に記す。 1章、 II章、 m章は『中原遺跡m』の同章をもとに加竿訂正した。

4, 報告書作成にあたっての整理作業の選物復元、遷物実測、製図、遷物写宴振彩、編集などは主に窟

津中原串務所で行い、一部文化財姿料室で行った。 また、写真現像焼付は唐津中原串務所で行った。

主な作業分担は次のとおりである。

遷物復元整理・・い••••浦田照千代・坂本直久・柔代ゆかり• 徳田まり子• 松本いつ子・三浦美智子・脇山

邦子・渡辺直美

遷物実測・製図••い••大面聖子・川原里美・菊池孝子・中島美佳・馬場葉・美浦あずさ

遷物写宴振彩・・・・・0・・小松譲

写宴現像焼付・・・・・・・・・市丸宮子・古藤宴理子

写宴整理・串務……池内理恵・辻美紀子・樋口令子・松本綾子

5, 遷構実測は一部作業員の補助のもとに詞査員が行い、 (I彬）埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

空中写宴は(1.)空中写真企回に委託した。遷構のデジタルトレースは（右）とっぺんに委託し、市川浩文が

編築した。遷物実測の一部を(I紺）埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

6, 発振詞査、遷物整理に際して下記の方々から指導・助言を得た。

武純一・桃崎裕輔・斉藤大輔（福岡大学）、定森秀夫（滸賀県立大学）、大賀克彦

7, 本舎の編集は市川浩文•吉野進ー・伊達I享一朗の協力のもと小松譲が行った。

(/1隕不同・敬称略）

凡 例
I, 遷跡の略号は下記のとおりである。

中原遵跡 (NAK) 

2, 遷構種別記号は次のとおりである。

SK: 土懐茎・土坑、 ST:古浜

3, 各遷構番号は（遷構種別記号一番号）で連番とした。本舎では発掘詞査時の遷構番号を原則的にそ

のまま用いた。遷構番号の下 4桁、 5桁は調査区を示す。

4, 本舎に掲載した遷物番号は挿図ごとに連番として本文中では挿図番号一遺物番号で表記した。写宴

図版遷物も同じである。

5, 本舎に用いた方位はすべて国土座標第1l系の座標北である。

6, 遷物および実測図の検索・照合のため、実測遷物全てに登録番号を付け表に付記した。

7, 遷構・遷物写宴、遺構・遺物実測図は佐賀県文化財調査研究姿料室に保管する。
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I . 調査の経過
1'調査に至る経過
西九州自勤車道は福岡県福岡市から前原市、佐賀県麿津市、伊万里市、長崎県松浦市、佐世保市を経

由して佐賀県武雄市に至り九州横断自動車長崎大分線と合流する総延長約 150畑“り路線であり、国土

交通省九州地方整備局佐賀国道串務所の串業である。本埋蔵文化財発掘調査串業はこのうちの胆津道路・

唐津伊万里道路・伊万里道路・伊万里松浦道路区間の約45.21皿（佐賀県分）を対象としている。

佐賀県教育委貝会文化課（平成21年度から社会教育・文化財課）は佐賀国道串務所から道路建設串

業の照会を受け、平成6年度から路線予定地の踏査および確認詞査を実愧した。文化財調査体制は問

発串業が広域かつ大規模であることから詞査主体は佐賀県教育委員会文化課とし、詞査対象地の当該教

育委員会からの峨負派達をうけた。これまでの本詞査は唐津市堂の前遺跡•井ゲタ遺跡・末広遺跡・梅

白遺跡・中原遺跡、窟津市浜玉町赤野遷跡・岩根遺跡・袈裟丸城跡・目頁古浜群・大江前遷跡・仁田古

坦群・矢作遺跡・下新田古浜群・大坂古浜群・窟津市汐井川古浜群・古回遷跡・寺ノ元遷跡・千々賀遷

跡・千田島1I遷跡がある。

このうち、刊行した発掘調査報告舎は 2000 年 3月に『堂の前遺跡•井ゲタ遺跡』、2003 年 3月に『梅

白遷跡』、 2006年3月に應津市浜玉町『大江前遺跡・目頁古坦群・赤野遷跡・袈裟丸城跡・岩根遺跡』

2007年3月に『中原遷跡 I』、 2008年3月に『中原遷跡1l』、 2009年3月に『中原遷跡m』、 2010

年3月に『中原遺跡[I/』『仁田古浜群 I』などがある。

中原遺跡の調査は本詞査串業以前に 2回の発掘囮査が実施されている。この2回の発掘調査地点は本

串業詞査区 II区~13区で躙烈できた。第一次詞査は 1965年 11月 II日~II月21日の第一次日

仏合同詞査として行われた。弥生前期～中期後半の喪棺茎 6基を朗査した。また、このとき検出した

石祖遷構は本串業で躙烈した汀11158前方後円袋の苺石であることが判った。

第二次詞査は 1986年4月~7月にかけて分譲住宅地造成に伴い窟津市教育委負会が実挽した。詞

査の結果、弥生時代中期の喪棺茎 3甚と古浜時代初頭の周溝茎 4甚と古浜時代中期の古浜周海を確認

した。本串棠発掘詞査は中原遺跡としては第3次調査になる力濤事業の詞査区の中に第一次、第二次

調査の詞査区が含まれる。

本調査に至る確詔調査は平成 9年 1月~3月にかけて実施した。確飽朗査担当は佐賀県文化課立

石泰久（企回調整主査）・家田淳一（主査）・中尾費治（詞査補助負）である。確詑詞査対象地は路線

内の宇木川以西から県道浜玉・相知線付近までである。佐賀国道事務所路線測点番号ではN0.480~ 

N0.540までである。 3mX40mを基本とする試掘坑を57本設定し重機による掘削を行った。この確

認詞査により梅白遷跡および中原遺跡の広がりを確認した。特に 36トレンチから弥生時代終末の土器

群が多量に出土したがこれは 2 区の SX246 にあたる。前述の第一次•第二次網査により中原遷跡は埋

蔵文化財包蔵地として周知化されていたが、中原遷跡周辺は路線のインターチェンジ部分に相当しその

開発面栢も 80000rrlを超える広大なものであった。平成 9年度の確詔網査により中原遺跡の範回が拡

大することが判り、小宇原、西丸田も含めて遷跡の範囲を拡大した。但し、第一次•第二次詞査地点は

住宅地であり住宅移転も進んでおらず確認網査をすることはできなかったが遷跡があることは判ってい

たので詞査対象地とした。また、この段階では古代の選構・遷物が出土することはほとんど想定してい

なかった。このような経過を得て中原遺跡の詞査対象面粗を約90000点とし平成 11年から本詞査に者

手した。

ー
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2, 調査組織

詞査主体佐賀県教育委員会

詞査協力 窟津市教育委負会

発掘調査（平成 13年4月~18年3月）

平成 13年度

総括 佐賀県教育委貝会 教育長 松尾正贋

佐賀県教育委貝会 文化課長 佛坂勝男

佐賀県教育委貝会 文化課参串 堤 悼文

佐賀県教育委負会 文化課副課長 天本洋一

佐賀県教育委負会 文化課副諜長 山口康郎

詞査総括 佐賀県教育委負会 文化課企回詞整主査 立石泰久

詞査負 佐賀県教育委負会 文化課指導主串 小松 譲

佐賀県教育委員会 文化課指導主串 井上倫生

佐賀県教育委負会 文化課啜託 辻村美代子

佐賀県教育委貝会 文化課嘱託 松浦 智

癒津市教育委貝会 文化課峨貝 内田孔明

庶務会計 佐賀県教育委貝会 文化課専門貝 天本茂春

佐賀県教育委負会 文化課主査 相川ミエ子

佐賀県教育委負会 文化課主査 島田一幸

佐賀県教育委負会 文化課主串 陶山 倭

平成 14年度

総括 佐賀県教育委負会 教育長 松尾正廣

佐賀県教育委貝会 文化課長 佛坂膀男

佐賀県教育委貝会 文化課参串 中固一次

佐賀県教育委貝会 文化課副課長 天本洋一

佐賀県教育委貝会 文化課副課長 山口康郎

罰査総括 佐賀県教育委負会 文化課企回調整主査 立石泰久

詞査貝 佐賀県教育委負会 文化課指導主串 小松 譲

佐賀県教育委負会 文化課主査 川副麻理子

佐賀県教育委負会 文化課啜託 松浦 智

佐賀県教育委負会 文化課啜託 松瀬京子

唐津市教育委貝会 文化課織負 内田孔明

庶務会計 佐賀県教育委貝会 文化課専門貝 天本茂春

佐賀県教育委貝会 文化課緊主査 野口佐智子

佐賀県教育委貝会 文化課主査 島田一幸

佐賀県教育委負会 文化i累主串 向山 優
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平成 15年度

総括 佐賀県教育委負会 教育長 松尾正廣

佐賀県教育委負会 文化課長 香月悼子

佐賀県教育委負会 文化課参串 中固一次

佐賀県教育委員会 文化課副課長 天本洋一

佐賀県教育委負会 文化諒副課長 川久保弘二郎

詞査総括 佐賀県教育委負会 文化課企回詞整主査 立石泰久

詞査貝 佐賀県教育委負会 文化課指導主串 小松 譲

佐賀県教育委負会 文化課主査 川副麻理子

佐賀県教育委負会 文化課嘱託 松瀬京子

佐賀県教育委負会 文化諒嘱託 谷洋一郎

康津市教育委負会 文化課織負 内田孔明

庶務会計 佐賀県教育委負会 文化課専門負 天本茂春

佐賀県教育委員会 文化課主査 野口佐智子

佐賀県教育委貝会 文化課主査 島田一幸

佐賀県教育委負会 文化課主串 坂口哀史

平成 16年度

総括 佐賀県教育委負会 教育長 吉野偕二

佐賀県教育委負会 文化諜長 初村健二

佐賀県教育委負会 文化課副課長 天本洋一

佐賀県教育委負会 文化課副課長 福山正啜

詞査総括 佐賀県教育委負会 文化課係長 立石泰久

調査貝 佐賀県教育委貝会 文化課指導主串 小松 譲

佐賀県教育委負会 文化課主査 川副麻理子

佐賀県教育委負会 文化課啜託 谷洋一郎

佐賀県教育委負会 文化課啜託 大島偕司

窟津市教育委負会 文化課峨貝 内田孔明

庶務会計 佐賀県教育委負会 文化課係長 中原吉朗

佐賀県教育委負会 文化課主査 野口佐智子

佐賀県教育委負会 文化課主査 島田一幸

佐賀県教育委負会 文化課主串 坂口崇史

平成 17年度

総括 佐賀県教育委負会 教育長 吉野倣二

佐賀県教育委負会 文化課長 初村俯二

佐賀県教育委負会 文化課参串 束中川忠美

佐賀県教育委負会 文化課副課長 松本説一

佐賀県教育委負会 文化課副課長 中村 信
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詞査総括

詞査負

庶務会計

佐賀県教育委員会 文化課主幹 西田和己

佐賀県教育委員会 文化課指導主串 小松 譲

佐賀県教育委負会 文化課主査 川副麻理子

佐賀県教育委負会 文化課啜託 谷洋一郎

佐賀県教育委負会 文化課啜託 大島偕司

佐賀県教育委員会 文化課嘱託 田中偕一郎

麿津市教育委貝会 文化課峨貝 美浦雄二

佐賀県教育委貝会 文化課係長 中原吉朗

佐賀県教育委負会 文化課主査 平尾和子

佐賀県教育委負会 文化課主査 黒木文好

佐賀県教育委員会 文化課主串 山口徹也

発振作業負 平成 13年度～平成 17年度

〔H13年度〕

育木淳一、阿賀野千知、安藤剛、碗口裕子、市丸和子、市丸クミエ、伊藤末司、伊藤正子、井上裳秋、

岩田桂子、岩田泰浩、岩村正、内山智子、浦津正美、大木烹明、緒方芸春、小栗三行、小副川初美、小

野尾千代香、片峠秋子、片峠節子、加茂春江、小石加奈子、古賀和江、佐伯明、佐伯ヨシ子、坂本ヱキヨ、

坂本直久、重カズヨ、田中フサ子、谷口やす子、堤怜子、手島茂一、戸野川一二、長想サッェ、中島康

子、中村静江、鍋島フミ子、野口洋一、野崎徳蔵、長谷川三男、馬場重治、藤瀬哲代、古川菩彦、増井悼、

松下一枝、豆田紀久子、三塩タチ子、森智恵子、吉岡俊雄、吉村百合子、米含幸一郎、脇山忠裟、脇山

ッタ子、脇山典子、脇山春雄、脇山マスエ、脇山英佐子、渡辺フサエ

〔H14年度〕

阿賀野千鶴、安胴瑚、市丸和子、市丸クミエ、伊藤末司、伊藤正子、井上裳秋、岩田桂子、岩村正、浦

津正美、緒方裟春、小栗三行、小副川初美、小野尾千代香、片峠秋子、小石加奈子、古賀和江、佐伯明、

佐伯ヨシ子、坂本ヱキヨ、坂本直久、重カズヨ、田中フサ子、谷口やす子、壊怜子、手烏茂一、戸野川

ーニ、中村静江、鍋島フミ子、野口洋一、野崎徳蔵、長谷川三男、馬場重治、藤瀬哲代、古川筈彦、増

井悼、松下一枝、豆田紀久子、三塩タチ子、森智恵子、吉岡俊雄、吉村百合子、米含幸一郎、脇山忠芸、

脇山ッタ子、脇山典子、脇山春雄、脇山マスエ、脇山美佐子

〔H15年度〕

阿賀野千鶴、安藤剛、市丸和子、市丸クミエ、伊藤末司、伊藤正子、井上裟秋、岩田桂子、内山消信、

浦津正美、緒方裳春、小副川初美、片峠秋子、小石加奈子、古賀和江、佐伯明、佐伯ヨシ子、坂本ヱキヨ、

坂本直久、重カズヨ、田中フサ子、谷口やす子、手烏茂一、戸野川ーニ、中村舒江、鍋烏フミ子、野口

洋一、野崎徳蔵、馬場重治、原直嗣、藤瀬哲代、古川善彦、増井博、松下一枝、豆田紀久子、三塩タチ

子、森智恵子、吉岡俊雄、吉村百合子、米含幸一郎、脇山忠裟、脇山ッタ子、脇山典子、脇山春雄、脇

山マスエ

〔H16年度〕

阿賀野千鶴、市丸和子、市丸クミエ、伊藤末司、伊藤正子、井上裳秋、岩田桂子、内山消信、浦津正美、

緒方裟春、小副川初美、片峠秋子、小石加奈子、佐伯明、佐伯ヨシ子、坂本ヱキヨ、坂本直久、重カズヨ、

谷口やす子、手島茂一、戸野川ーニ、中村静江、鍋烏フミ子、野口洋一、野崎徳蔵、馬楊重治、藤瀬哲
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代、古川善彦、増井博、松下一枝、豆田紀久子、三塩タチ子、森智恵子、吉岡俊雄、吉村百合子、米含

幸一郎、脇山忠栄、脇山ッタ子、脇山典子、脇山春雄、脇山マスエ

〔HI7年度〕

阿賀野千紐、石本雅生、市丸クミエ、伊藤末司、伊藤正子、岩田桂子、上野政喜、浦津正美、大谷即子、

緒方裟春、小副川初美、片峠秋子、川崎はつえ、川崎美登香、小石加奈子、佐伯明、坂本直久、重カズ

ョ、進藤英司、谷口やす子、中山博司、野口洋一、野崎徳蔵、橋本静夫、馬場重治、藤瀬哲代、増井博、

松下一枝、豆田紀久子、三塩タチ子、森智恵子、吉岡俊雄、吉村百合子、米念幸一郎、脇山忠裟、脇山

典子

室内整理作業平成 13年度～平成21年度

報告舎作成 平成 22年度

総括 佐賀県教育委負会 教育長 川崎俊広

佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課長 江島秋人

佐賀県教育委員会 社会教育・文化財課参串 七田忠昭

佐賀県教育委貝会 社会教育・文化財課副課長 森田孝志

佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課副課長 古川英生

詞査総括佐賀県教育委貝会 社会教育・文化財課係長 小松 譲

囮査貝 佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課主査 井上倫生

佐賀県教育委員会 社会教育・文化財課主査 市川浩文

佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課啜託 吉野進一

佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課嘱託 伊達惇一朗

窟津市教育委負会 文化課続負 美浦雄二

庶務会計 佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課主串（吉野ヶ里遷跡担当） 黒田康裕

佐賀県教育委員会 社会教育・文化財課主査（地域・家庭教育担当） 宮本宏之

佐賀県教育委負会 社会教育・文化財課主査（文化財指導•世界遷産推進担当）井手弘幸

囮査補助負・整理作業貝 平成 13年度～平成 22年度

〔H13年度〕

唐津中原串務所

詞査補助貝：美浦あずさ

整理作棠負：池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、柔代ゆかり、辻美紀子、馬場葦、

松本いつ子、三浦英智子、渡部直美

佐賀県文化財詞査研究姿料室

整理作業員：奥知恵子、村里育子

〔H14年度〕

唐津中原串務所

整理作業貝：育木淳一、池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、柔代ゆかり、辻美紀子、

徳田まり子、中島美佳、馬楊葉、松本いつ子、美浦あずさ、三浦美智子、脇山邦子、渡

部直美
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佐賀県文化財詞査研究姿料室

整理作業貝：奥知恵子、村里育子

〔H15年度〕

唐津中原串務所

整理作業負：池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、柔代ゆかり、辻美紀子、徳田まり子

中島美佳、馬楊葉、松本いつ子、美浦あずさ、脇山邦子、渡部直美

佐賀県文化財調査研究姿料室

詞査補助貝：百崎正子

整理作業貝：奥知恵子、村里育子

〔H16年度〕

庖津中原串務所

整理作業負：池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、柔代ゆかり、辻美紀子、徳田まり子

中島美佳、松本いつ子、美浦あずさ、脇山邦子、渡部直美

佐賀県文化財調査研究姿料室

調査補助負：百崎正子

整理作業負：江副明子、奥知恵子、村里育子

〔H17年度〕

胆津中原串務所

整理作業貝：池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、桑代ゆかり、坂本直久、辻美紀子

徳田まり子、中島美佳、松本いつ子、美浦あずさ、脇山邦子、渡部直美

佐賀県文化財調査研究姿料室

整理作業負：江副明子、奥知恵子、村里育子

〔H18年度〕

謄津中原串務所

整理作業負：池内理恵、市丸宮子、浦田照千代、菊池孝子、柔代ゆかり、坂本直久、徳田まり子

中島美佳、松本いつ子、美浦あずさ、脇山邦子、渡部直美

佐賀県文化財囮査研究姿料室

整理作業貝：江副明子、奥知恵子、村里育子

〔H19年度〕

庖津中原串務所

罰査補助負：英浦あずさ

整理作業負：市丸宮子、浦田照千代、大面聖子、川原里美、菊池孝子、柔代ゆかり、坂本直久

徳田まり子、中島美佳、松本いつ子、脇山邦子、渡部直美

佐賀県文化財詞査研究姿料室

整理作業負：江島美恵子、柔原麿子、上湖光子、山口美佐子

〔H20年度〕

胆津中原串務所

罰査補助負：美浦あずさ

整理作業負：市丸宮子、大面聖子、川原里美、菊池孝子、柔代ゆかり、古藤真理子、徳田まり子、松本
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綾子、松本いつ子、脇山邦子

佐賀県文化財調査研究浚料室

整理作業負：一番ケ瀬富士子、江島美恵子、柔原阻子、山口美佐子

〔H21年度〕

唐津中原串務所

詞査補助負：美浦あずさ

整理作業貝：大面聖子、菊池孝子、柔代ゆかり、古藤宴理子、徳田まり子、松本綾子、松本いつ子、脇

山邦子

佐賀県文化財罰査研究姿料室

整理作業貝：一番ケ瀬富士子、江島美恵子、柔原贋子

〔H22年度〕

麿津中原串務所

詞査補助負：美浦あずさ

整理作業員：大面聖子、菊池孝子、柔代ゆかり、古藤真理子、徳田まり子、松本いつ子、脇山邦子

佐賀県文化財詞査研究姿料室

整理作業員：江烏美恵子、柔原腐子（五十音順）

壼 1胃董経遍覆

年度 l呼度 14年度 15年度 16年度 17年度

A班 井上•松浦 小松•松瀬 内田•松瀬 内田・大嶋 111副•田中

B班 内田•松瀬 川割•松浦 川副•谷 Ill副•谷 谷

11区

10区 l—"' 
14-1区

9-2区

12区

13区 " "' 

14-2区 ""' 

9-3区 ,,_,, 

14.3区
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壼2 震董担当書一賣覗

年度 佐叩） 渾託｝ 唐津市讃員 調査補助員 資料室（嘱託）

平成132001 立石•小松•井上 辻村•松浦 内田 松濠 吉田

平成142002 立石•小松.JII副 松浦•松瀬 内田 百崎

平成15 2003 立石•小松.JII副 松濠•谷 内田 大嶋

平成162004 立石・小松 •JII副 大嶋•谷 内田 松瀬

平成172005 西田・小松 •JII副 大・谷•田中(9月まで） 笑 (10月から） 児玉
平成182006 西田・小松 •/II副 丹羽•児玉 美 小森

平成192007 西田・小松 •JII副 戸縁・醐・卿(IO月から） 美 美浦ぁ 小森

平成202008 小・即•井上會刺ii 戸塚•田中•藤原 疇 美浦ぁ 小森

平成21 2009 小・即•井J:哺JII 戸塚•藤原・土屋 美 (9月まで） 美浦ぁ

平成222010 小松•井上・市川 吉野・伊達 美 (12月まで） 美浦ぁ

壼3 中康遺躊名.董区●董圏閏・担当苔一覧

蒻査区 躙査期間 主な担当者

9-2区 Hl4. 4.10 ~ Hl4. ll. 27 小松•松瀧
9-3区 Hl6. 12. 7 ~ H17. 3. 2 内田・大嶋

10区 Hl3. 9. 27 ~ H13.12. 7 井上•松浦
11区 Hl3. 5. 2a ~ Hl5.12. 16 内田•井上•松濡松瀬 •JI(副•谷

12区 Hl 4. 10. 7 ~ Hl6.10. 28 小松•松瀬・内田・大編
13区 Hl4.12.10~Hl7. 9.27 川副・谷・小松

14-1区 Hl4. 3. 8~Hl5. 3疇 15 JII副•松浦
14-2区 H15.10.20~H16. 3.19 内田•松瀬
14-3区 H17. 4.22~H17. 7. 1 ILL副•田中

3, 調査の方法と経過
(1) 網査の方法

中原遺跡の略号はNAKとし詞査区の呼称は冥用数字を用い 1区であれば「NAK-I」とし、図面

や写姦遷物の注記など記録類の表示に用いた。調査区内を現遣路などの区回により 1区から I4区の

詞査区に分け、さらに詞査年度や詞査工程上、細分し 14-1区、 14-2区などのように表示した。 11区、

12区、 13区の現況は水田、畑、宅地であり、それらの区回によりそれぞれの詞査区を設定した。

詞査区回は国土座標にあわせX= 46260、Y=-92700の交点を原点とする IOmX10 mの方眠

区回を設定した。南北方向をアルファベットとし北から南にA~G、東西方向を冥用数字にし東から西

に 1~59とし、グリッド（区回）名をアルファベットー算用数字で表記した。各グリッドの北束杭を

グリッド杭とし、杭にグリッド名を表示した。

遷構番号は 3桁の一連の番号とし、 4桁、 5桁目は詞査区を示すことにした。この連構番号の頭に遷

構の種別を示すアルファベット 2文字の分類記号を付けて表示した。柱穴は詞査区ごとの4桁の一速番

号とし 4桁目は詞査区を示すことにした。

遺構の写宴は白黒、カラーリバーサルとも 4X 5、ブローニー、 35mmを使用し、カラーネガは

35mmのみに使用した。また、必要に応じ気球や而所作業車（ハイライダー）による写宴締クを実施した。

調査にあたっては甚本土眉を設定し、表土は重機により振削し、包含屈は人力掘削を原則とした。た

だし、出土遷物が少ない包含眉は重機掘削を行った。

，
 



(2}調査の経過

中原遷跡の詞査は平成 11年7月5日の 1区の重機による表土振削から始まった。終了は平成 17年

9月であり、詞査期間は約6年間である。平成 II年度～平成 12年度はおもに 1区から 7区の古代の

遷構と遷物の詞査であり、『中原遷跡 I』、『中原遷跡1I』、『中原遷跡皿』で報告した。

本報告書に掲載する詞査区は 11区、 12区、 13区であり、その詞査期間は平成 13年5月から平成

17年9月である。詞査は主に 2班体制で行い、この調査期間中に 9区、 10区、 14区の詞査も併行し

たために 9区 ~14区の網査経過を記す。

11区の調査は平成 13年5月末から始めた。調査区内の除草作業のち人力によるトレンチ振り下げ

を開始した。主担当は B班であり、 7月は A・B班合同で 11区の囮査を行った。本詞査区はこれまで

の唐津市教育委負会や日仏合同囮査結果などでも遷構密度が高いことが予想されたが、現況が宅地であ

り、用地買収などの関係で充分な予備罰査ができなかったため、当初は悽重に詞査を計回し、トレンチ

を設定し人力振削をおこない、表土や包含眉の厚さなどを罰べた。

7月上旬、 11区の重機による表土掘削に笞手した。 7月下旬、 ST11002古浜の苺石を検出し、唐津

市教育委員会の詞査区も確認できた。 9月、堅穴住居などの選構を検出し掘り下げに入った。

9月27日、 10区の重機による表土振削を開始し、 10月上旬から A班は 10区の人力による遷構検

出に笞手した。 10区は 10-1区、10-2区、10-3区に分かれるが、12月上旬には調査を終了した。その後、

A班は 11区の調査に合流した。

10月、 11区の直線海である SDI1065の掘り下げ、 11月から 12月にかけて STl1002古浜や

STl 1067古浜、 STll141古坦の周演振り下げに入った。

12月上旬、 STl1141古浜の主体部を確認した。

平成 14年 1月、竪穴住居や土坑など集落域の詞査が本格化してきた。 2月、テレビ局の番組のロケ

振彩に協力した。詞査員、作棠負もエキストラとして出浪した。 11区の東側から中央部にかけて甕棺

茎は希簿であったが、 2月頃から衣棺茎の詞査にも入った。

3月8日、 14-1区の重機による表土振削を開始し 4月から人力掘削を始めた。 14-1区はさらに 3つ

の詞査区に分かれるが、北倶I/2つの調査区の包含眉掘り下げを実挽した。 A班が 11区と 14-1区の調

査を併行して行った。

4月上旬、 9-2区の重機による表土掘削を開始し、引き筑き人力振削による遷構の掘り下げ作業に入っ

た。 9-2区はA班が担当した。 9-2区からはSDl1065の延長の海である SD901や掘立柱建物群を検出

した。 11区は B19£が担当し 4月以降、竪穴住居や喪棺の振り下げ作業を行った。また、 B班は 14-1

区の包含眉掘り下げも併行した。

5月、 9-2区から方格規矩鏡片が出土した。

6月、 9-2区の詞査区北側の低地部から木組遷構を検出した。

8月、 9-2区の調査区東側の重機による表土振削を再開した。その結果、掘立柱建物群を検出した。

高島忠平先生から調査指導を受けた。

8月下旬、 14-1区から鋳型が出土した。 9月から 10月にかけて 9-2区の詞査区北側の低地部からは

木祖遷構のほか、柱材やねずみ返しなどの建簗部材が出土した。

10月上旬、 12区の重機による表土振削を開始した。表土は薄く、重機で振削した遷構検出面から石

製把頭鮨が出土した。 10月 23日、福富中学校 1年生の発掘体験学習を 11区で行った。

11月下旬、 9-2区の詞査が終了した。 Al9fは 12区の詞査に入った。
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12月中旬、 13区南東部の重機による表土振削をおこなった。その結果、 11区~13区にまたがる

STl 1158前方後円垢を検出した。また、日仏合同詞査のトレンチを確詔した。日仏合同囮査に確認さ

れていた石列は S'Tl1158前方後円浜の菩石であることも判明した。

平成 15年 1月、 S'Tl1158前方後円浜の後円部浜丘部下検出の摂棺群から硬玉製や碧玉製の玉類な

どが出土した。

2月、 12区で ST12032を検出した。また、 14区から鋳型片が出土した。小田富士雄先生から詞査

指導を受けた。

3月、 11区の甕棺茎から網矛や鉄斧や鉄製錢などが出土し、厚葬茎群が明確になってきた。

平成 15年4月、嘱託峨負の谷が喧任した。松浦の後任である。 A班は内田、松瀬、 B班は川副、谷

の体制で、 A班は 12区を、 B班は 13区と 11区の残務を担当した。

4月下旬、鏡ケーブルTVの取材があった。 12区は ST12032古浜の周海掘り下げ、 13区は

STl 1158古浜の周海振り下げを 4月から 5月にかけて行った。

5月中旬、九州大学岩永先生から網矛、鋳型についての調査指導を受けた。

5月下旬、高所作業車による ST12032古浜と S'Tl1158古浜の全祭写宴梅彩を実挽した。

6月、 13区の近{見代茎閲屈り下げを実施ほぽ終了した゜

6月 5日、網矛、鋳型の記者発表を行った。

6月 7日、現地説明会を実施見学者は約 150名であった。

7月、 12区は弥生時代後期の竪穴住居他の調査を実施、 13区は前方後円浜の後円部坦丘上の厚葬我

棺茎周回の祭祀土坑の詞査を行った。

7月下旬、 13区哀棺茎より鉄矛出土。 12区の堅穴住居から鏡の紐片や磐玉原石片なども出土した。

9月、 14-2区の調査に入るため、プレハブを移動し重機による盛土、表土掘削を開始した。

9月上旬、襄棺茎より円環型網!JI[3が出土した。下旬には福富中学校の発振体験学習を行った。 12

区は周海茎群の掘り下げを行った。 ST12002古浜の周濃掘り下げを開始した。

10月下旬、 14-2区の人力振削に看手した。担当はA191である。 12区と 14-2区の調査を併行した。

11月中旬、 13区の我棺茎から磐玉製管玉 108点や円環型網鎖 12が出土、円環型網鎖や石製玉類な

ど装身具の副葬が際だってきた。また、 13区の南側を重機により表土掘削して拡張した。

12月、 12区ST12032古袋の周海内埋葬施設を検出、 12月 12日、福岡大学武末先生から中原遷跡

出土廂蛍土器についての詞査指導を受けた。

平成 16年 1月 15日、宮崎大学柳沢先生から中原遷跡検出の古浜について詞査指導をうけた。

2月 22日、鏡地区の「まつらの姫達の宴ウォーキング」で中原遷跡見学に協力した。

2月 26日、東京大学後藤先生から育網器ほかの詞査指導をうけた。

3月 3日、愛媛大学村上先生から鉄器の詞査指導をうけた。その結果、遷跡内で弥生時代後期～終末

期に搬冶が行われていたことが確実になった。

2月から 3月にかけて、 12区は周海茎群の詞査、 13区は摂棺茎の掘り下げを揺統した。また、 3月

末で 14-2区の詞査が終了した。

平成 16年、 4月から松瀬にかわって大絡が者任した。 A班内田、大想、 B191)1[副、谷の体制で 12区、

13区を引き統いて担当した。

5月、麿津市北波多上平野遷跡の囮査にはいった。

5月末、鏡山小学校6年生の遺跡見学があった。また、 13区南側の包含眉振り下げを実施した。こ
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の谷状の落ち込みから多量の農具や工具などの木型品や土器片が出土した。

7月上旬、久里小学校6年生の遷跡見学があった。また、 SP13231から鏡片が出土した。さらに、

円環型網$JI[の公表を行った。

8月上旬、 13区南側の落ち込みから鋳型片出土。 14区出土の鋳型と接合した。また、木祖遺構や杭

列なども検出し、木祖遷構埋土から多量の堅果が出土した。

9月上旬、 13区の空中写宴描彩を実施した。

10月、 13区南側の落ち込みの木組遷構の調査が終了した。落ち込み内を横断する数条からなる杭列

とそれに直交する木樋を検出した。 II月にかけて調査を揺統し、鋳型片なども出土した。

11月中旬、態本大学甲元先生から詞査指導をうけた。

11月末で 13区南側落ち込みの罰査が終了した。囮査終了後、エ串用の仮設道路愧工のため埋め戻

された。また、 12区西側の SC12092から鉄剣、刀などが出土した。

12月上旬、 9-3区の重機による表土掘削を開始した。詞査は A班が担当した。

平成 17年 1月、 13区で娯丘茎を検出した。周海埋土からは人頭大の菩石が出土した。また

ST13414の主体部から内行花文鏡片が出土した。 9-3区では 11区から延長して｛申びる古代の直線演を

検出した。

2月、浜丘茎間に位匿する土憶茎群から小形倣製鏡、祟環頭刀子、ガラス小玉などが出土した。また、

ST13415の主体部の詞査に看手した。

2月下旬、熊本大学木下先生に石製玉類の調査指導をうけた。

3月、 ST13415から内行花文鏡片や方格規矩鏡片が出土した。 3月には駒沢大酒井先生や別府大下

村先生の調査指導を受けた。 3月末で 9-3区の調査が終了した。

平成 17年4月、田中が者任した。 14-3区の重機による表土掘削後人力掘削を開始した。 5月、 6月

と包含屈の振り下げを継統し、三叉鍬やリース状木製品などが出土した。 6月末で調査を終了した。

8月中旬、育銅鏡を公表した。

8月下旬、 13区の市適部の調査に名手した。重機振削のち、人力振削を揺統した。道路中央部に水

道管が埋設されており大半が撹乱されていた。浜丘茎の周海は確認できなかった。 9月末で 13区市道

部の詞査が終了した。これにより、中原遷跡の全ての調査が終了した。
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調査日誌

平成 13年 (2001年） 平成 15年 (2003年）

5月 28日 II区トレンチ掘り下げ開始 2月 19日 小田宮士雄先生詞査指導

6月 6日 甲元奨之先生来訪、土壌水洗機搬 2月2I日 11区空中写哀描彩

入 2月24日 11区、ハイライダーによる写宴

7月 17日 ST! I 002の芸石を検出 振彩

8月 3日 唐津市教育委貝会調査区を確認 3月 10日 佐田先生調査指導

8月 22日 A班、 5区の詞査に移動 5月 13日 岩永先生詞査指導

9月 10日 石野博信先生来訪 5月 28日 STll 158古坦ハイライダーによ

9月 27日 10区重機掘削開始 る写宴撮彩

12月 7日 汀 11141の主体部確詔 6月 5日 網矛、鋳型記者発表

6月 7日 現地説明会

平成 14年 (2002年） 7月 2日 唐木田先生、藤瀬氏来訪

1月 25日 STI 1141周海から馬具出土 7月24日 鉄矛出土、村上先生来訪

1月 30日 蒲原宏行氏詞査指導 9月 3日 ハイライダーによる写宴振彩

2月 6日 11区空中写宴描彩 9月 4日 SJ 13112から円形網$JI[出土

2月 12日 北波多地区確認調査開始 9月 17日 福富中学校生徒発掘体験

3月 8日 14-1区重機掘削開始 11月 7日村上先生来訪

4月 10日 9-2区重機掘削開始 11月18日 SJ 13134から円環型銅鎖出土

4月 17日 9-2区人力振削開始 12月12日 武末純一先生詞査指導

4月 22日 14区人力掘削開始

5月 23日 9-2区より方格規矩鏡片出土 平成 16年 (2004年）

5月 28日 9-2区、 II区、ハイライダーによ 1月 15日 柳沢先生詞査指導

る写宴抵彩 12区ST12032全景写哀撮彩

7月 24日 田辺昭三先生来訪 2月26日 後藤直先生詞査指導

8月 2日 9-2区、 11区、ハイライダーによ 3月 3日 村上先生調査指導

る写宴振影 3月 11日 気球写真振彩

8月 6日 高烏忠平先生罰査指導 3月 12日 ハイライダーによる写宴振彩

8月 7日 田中正日子先生来訪 3月 15日 柳田康雄氏来訪

8月 28日 14区から鋳型出土 4月 28日 北波多村上平野遷跡重機掘削開始

IO月 7日 12区重機による表土掘削開始 5月27日 鏡山小学校児童遷跡見学

10月23日 福富中学校生徒発掘体験 7月 1日 久里小学校児童遷跡見学

10月24日 甲元兵之先生来訪 7月 2日 SP 13231より鏡片出土

11月 13日 9-2区空中写真振彩 7月 7日 円環型網$JI[公表

12月 2日 STl 1158古裟は前方後円浜と確 7月 9日 中山消隆氏、＄韓国（財）東北

認 支石茎研究所来訪

12月 5日 14区、ハイライダーによる写宴 7月 13日 田尻氏来訪

振彩 9月 3日 13区空中写宴振彩

9月 6日 大阪府藤田氏、関西外語大佐古先
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生来訪 2月 15日 裔島忠平先生、藤田等先生来訪

10月13日 13区落ち込み、材出土状況ハイ 2月22日 木下尚子先生詞査指導、安藤広道

ライダーによる振彩 先生来訪

10月29日 而島忠平先生来訪 2月28日 佐世保教育串務所、文化財担当者

II月9日 柳田康雄氏来訪 来訪

II月10日 福岡市教委吉留氏来訪 3月 2日空中写宴抹彩

11月19日 甲元兵之先生詞査指導 3月 3日 酒井i自治先生詞査指導

12月16日 佐世保文化財串務所より詞査負来 3月 17日下村智先生調査指導

訪 4月 17日 筑紫古代研究会来訪

7月 1日 藤丸詔八郎氏来訪

平成 17年 (2005年） 8月 17日 育網鏡出土公表

1月 12日 ST! 3414より鏡片出土 9月 7日 柳田康雄氏来訪

1月25日 坪井酒足先生来訪 9月22日空中写冥振彩

2月 8日 佐賀女子短期大学学生来訪 9月30日 13区詞査終了
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II. 遺跡の位置と環境

とができる。このように半島に霰も近いという地理的環境のため古代より我が国のなかでもいち早く半

烏や大陸の文化を受容した地域である。

麿津市およびその周辺の地形は①束松浦溶岩台地域②松浦杵島丘陵地域③脊振山地西部域④低地部

（広芸の唐津平野）⑤烏嶼域の五つに区分できる。①東松浦溶岩台地は東松浦半島の大半を占め、第三

系や花尚岩類の甚盤のうえに第三紀末期～第四紀初頭にかけて嘆出した松浦玄武岩が覆う溶岩台地であ

る。通称＇‘上場台地’＇と呼ばれ、標裔 150~200mである。②松浦杵島丘陵地は南北に流下する佐志

川およびその延長線を境に東側の丘陵性山地であり、松浦川左岸まで筑く。その地党は第三系や花尚岩

類からなり、標高約200m内外である。③脊振山地西部域は松浦JI[および唐津平野の束南部にあたり

脊振山系の西部地域にあたる。地質は風化の進んだ花尚岩類からなる。謄津平野の甚盤の大部分もこの

花尚岩類であり、不整合面を介して沖粗眉が堆宿する。④低地部（麿津平野）は東松浦溶岩台地や松浦

杵島丘陵地や脊振山地に回まれ、北は窟津悔および玄界灘に接する低地を総称している。松浦川とその

支流、玉島川、佐志川流域にあたる。五つの地形区分のうち①束松浦溶岩台地では主に旧石器-~亀文時

代の遺跡が、④低地部では主に弥生時代以降の遺跡が、⑤島嶼域ではおもに弥生～古浜時代の遺跡が立

地する。また②の地域は急峻な地形を利用し中世には山城が簗かれ、近代以降石炭の採振が盛んに行な

われるようになる。

唐津平野を形成した河川には、霰大規模の松浦川やその支流の徳須恵川、半田川、宇木川がある。松

浦川とその支流は、脊振山系と松浦杵島丘陵地の間を縫うように流れる。玉烏川は唐津平野の東端を流

れる松浦JI[に次ぐ規模の河川である。脊振山系に水源をもち唐津湾に注ぐ。この他、密津市街地を流れ

る町田川や謄津平野の北西培を流れる佐志川がある。これらの大河川や中小河川流域により、唐津平野

内の遷跡立地はさらに地域区分ができる。

唐津平野の地形発達は海岸線の変化と密接に関わり、井関氏(1982)や下山氏 (1994)の先行研究が

ある。井関氏の研究は麿津平野の地形発達史の悌矢である。縄文海進の海域の拡大による奥唐津造の範

回を想定し、密津平野の地形発達史の原型を示した。下山氏は海成屈に含まれる海楼生物化石のうち貝
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図3 旧海岸線・砂丘列地形分類図 (1/100000}

殻に注目し、ポーリング姿料により北部九州の海岸線を復元した。考古学的な検討は、コモ屈の分布域

を明らかにした木下氏 (1981,1993)に始まる。近年、田崎氏 (2007)が唐津平野をモデルに、発振調査

データを用いて沖栢低地の環境変透を追っている。また小松・美浦 (2008)は自然科学的な分析に加え、

発掘詞査成果を盛り込んで、現在までの唐津平野の地形発達と遷跡立地の関係についてまとめを行なっ

ている。図3の護文海進時海岸線は、これまでの研究をもとにしたものである。

縄文海進期の海面上昇の終焉後、幾度か訪れた海退現象により河川の堆相（沖粗上部砂眉）が拡大し、

奥唐津悔は埋め立てられ現在の平野の概形が形成された。また同時に松浦川東岸地域と康津市街地南部

地域に砂丘列（古砂丘列）も形成され、初期稲作に適した後背湿地を生み出した。松浦川束岸の砂丘列

は鏡山西麗の鏡集落から原集落、中原集落、徳武集落まで連統している。中原遺跡や後述する梅白遺跡

は砂丘微裔地上に立地するが、この砂丘の砂は極めて細く礫などを含まない風成砂である。井関氏は原

集落と中原集落を古砂丘列としたが、西九州自勁車道に係る文化財確認調査により梅白遷跡から中原遷

跡間も砂丘があることが判り、夕日山北麓に広い砂丘が形成されていることが判明した。この古砂丘列

の形成は発掘罰査成果により縄文中期の前半代には始まっていることが分かった。

鏡山南麗の宇木川・半田川流域は砂丘列によって後背湿地になるが、この低地部に植物遷体屈・通称

コモ屈が広く堆稽する。木下氏 (1981)は、昭和40年代末~50年代にかけての展棠基盤整備串業に
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係る文化財確詔詞査により、コモ暦の分布範囲を明らかにした。宇木汲田貝塚遷跡や柏崎貝塚遷跡は、

復文時代晩期～弥生時代前期の貝塚であり、後背湿地に面する丘陵裾部に立地する。発見された貝殻に

ヤマトシジミが多く見られた。そのため当該期、後背湿地は汽水性の溌であるとの考え方が支記的とな

り、コモ眉の分布がその瀦の範回を示すものと考えられてきた。ところが、平成 9年から始まった梅

白遺跡の詞査によって、コモ屈の下から古浜時代の水田と、さらにその下屈から褪文時代晩期～弥生時

代中期の水田関遠遷構が発見され、後背湿地の低地部においてもすでに水田開発が行われていたことが

判ってきた。また、井関氏が想定した中原集落の砂丘はさらに夕日山北麓まで広がることも確耗できた。

松浦川西岸の砂丘列は唐津市街地の南部地域に広がる砂丘であり、その背後に流れる町田川流域が後

背湿地になる。菜畑遺跡の水田はこの後背湿地に、桜馬堤遷跡は砂丘上に立地する。前述したコモ眉は

町田川流域にも広がっている。菜畑内田遷跡ではコモ屈直下から梅白遷跡と同時期の古垢時代の水田が

見つかっていることから、コモ屈の堆粗時期が宇木・半田川流域と同じであることが分かった。現在町

田川の流路は砂丘列を横断し癌津城下が河口域になっているが、これは近世の河川改修の結果であり、

それ以前の流路がどこを流れていたのかが問題である。小松・美浦 (2008)では、和多田方面に束流し

松浦川に注いでいたと想定している。

これに対し松浦川本流域ではコモ屈は見つかるものの、その堆桐時期は中原遺跡の調査成果により弥

生後期中頃～後半と分かり、上述の流城とは追いがあることが分かった。堆棺時期の追いは今後の検討

課題である。

佐志川流域ではコモ屈が発達しないことが発掘詞査により確かめられている。河口部には砂丘列が形

成されるものの規模が小さく、河口部を閉宴するまでには至らなかったためであろうか。中流域の汐入

遷跡では縄文海進時の貝屈が見つかっており、海岸線の推定ができるようになった。

麿津平野の旧地形のうち注目されるものの一つに玉島川の流路がある。現在の玉島川は北流して胆津

淀に注ぐ’が、これは近世の河川改修によるものであり、旧玉烏川は虹の松原砂丘と鏡山の間を西流して

いたと考えられる。新砂丘列は弥生～古浜時代に形成されたと考えられ、虹の松原砂丘の発達は玉島川

河口を天然の良港に仕上げたと思われる。近世の河川改修は松浦川、町田川においても実施されており

旧流路、旧地形の復元は遷跡の理鮮に不可欠である。このように小地域毎の地形発達の速いは、遷跡の

形成時期や規模、性格が異なる要因となっている。

参考文獄

木下巧 1981『古代末虚文化姿料菜成』肥前文化史研究会

井関弘太郎 1982「末虚の地形と地負」『末慮国』 六興出版

下山正一 1994「北部九州における譴文海進以降の海岸線と地盤変勁傾向」『第四紀研究』 33-5

田崎悼之 2007「発掘調査データからみた砂堆と沖宿低地の形成過程」『砂丘形成と寒冷化現象』科研

費補助研究報告書

小松譲 2008 『中原遷跡1l』佐賀県教育委負会

小松誤・美浦雄二 2008頃杞生成立期の地理的奈観ー佐賀県痘津市密津平野にみる初期農耕集落の出

現と拡大」藤尾悽一郎店従生時代の考古学第2巻弥生文化誕生』 同成社
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2, 歴史的環境

胆津地方は前項で記したとおりの地理的条件のため原始・古代から半島・大陸文化受容の地であった。

東松浦溶岩台地・通称上楊台地や低地部（唐津平野）さらに東松浦半島海岸に浮かぶ島峡などにそれぞ

れ特徴的な遺跡が立地することも記した。以下、松浦川束岸を中心に概観する。

［旧石器時代］

綬も遺跡数が多いのは上場台地上である。台地上には比較的幅の広い谷がャッデ状に発達しており、遷

跡は谷部の湧水点近くに立地する。旧石器時代の著名な遺跡としてナイフ形石器文化の唐津市肥前町磋
Cl) (2)~ 

道遷跡や生石遷跡、細石器文化の麿津市原遷跡などがある。束松浦半島周辺の海岸部や島嶼でも旧石器

時代から人類の活勁の痕跡が終められる。馬渡島、加癒島、小川島、神集島からはナイフ形石器などが

採菜されている。最終氷期の殻盛期の海面は現在より約 130m低位にあったと考えられており、現在の,., 
島という地形ではないことも考宅しなければならない。松浦川東岸では、堂の前遺跡を代表に丘陵裾部

の遷跡から栖少重の遺物が見つかっているだけで、連跡数が非常に少なく、詳しい状況は分かっていない。

虞文時代］

上楊台地上では押型文土器・石鏃が出土した牟田辻遺跡や住居跡、組徽痕文土器を出土した女山
C<) ,., a, 

遷跡、晩期の貯荻穴状土坑を検出した唐の川商峠遷跡や梨川内村前遺跡があり、早期と晩期前半に上場
"' 台地では遷跡数が増大することが指摘されている。低地部では、西唐津海底遷跡では前期の土器が出土

,., (泌

しており、菜畑遷跡では前期～後期の遺構と遺物が、徳蔵谷遷跡では中～後期の遷構と大菫の選物が確
(11) 

終されている。近年の詞査で玉烏川流域の五反田松本遷跡から、現文中期後半代～後期にかけての大量

の遺物が流路状の落込みから見つかり、注目すべき成果が挙がっている。松浦川東岸では丘陵裾部や砂
02) 

丘微高地上に遺跡が点在しているが、規模が小さく遷構は見つかっていない。辻宴遺跡、井ゲタ逍蜘、
（四

梅白遺跡がこれにあたる。

麻生時代］

東松浦半島海岸部や島々には弥生時代の遷跡もみられる。これらは漁拐を生業とした海人集団の活勃

の痕跡であろう。とくに批点的な地域として加部島、呼子周辺と神菜島、湊、相賀周辺がある。憲津市
(l•) 

呼子町大友遷跡では、弥生時代前期～後期前半の約 150甚の坦茎が確認されている。我棺茎、記石茎、

土壊茎、箱式石棺茎、石回望、敷石茎、支石茎など埋葬施設の種類が多く、埋葬方法なども五島列島な

ど西北九州の埋葬との共通性がみられる。また、南海産の貝輪を副葬していることも特竿され、海人の

共同茎地と考えられる。呼子港の対岸に浮かぶ加部島には古浜時代後期の瓢隊前方後円浜が所在する。

さらに力嘩ば島には式内社である田島神社が錢座しており、古坦時代～古代において海上交通の要所で

あったことが窺える。呼子町から約5畑南東に位匿する唐津市淡周辺にも弥生～古浜時代の遷跡がみ

'"' られる。湊中野遺跡では弥生中期～後期の焼土坑が確認されている。窟津平野や糸島半島が望める眺望
（印

のいい立地であり、焼土坑は「のろし」的性格が考えられている。羹透遺跡では弥生時代中期の貝塚が

調査され、鹿角製のヤスや約針のほか貝輪などが出土した。これらの大加四か湊中野遷跡、羹透遺跡

では糸島•福岡平野系の土器が出土していることも特幸される。湊の対岸に浮かぶ神菜島には短甲や鉄

刀を出土した学校束古坦群や鬼塚古裟群がある。また相賀には陶黄土器を出土した相賀古坦もあり、湊・

神築島周辺も海上交通の要所であった。

縄文時代晩期後半になると、低地部に形成された砂丘列背後の低湿地が初期稲作の適地となり、町田
Clカ

川流域では菜畑遷跡が、宇木川流域では宇木汲田遺跡が出現する。菜畑遷跡では我が国殻古の水田跡が

確認された。晩期以降、唐津平野において多くの著名な遷跡が出現するが、それは河川流域毎に遺跡の
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まとまりを形成する。

胆津平野の中で詞査串例も多く、研究史的にも重要な遺跡が多いのは松浦/II東岸の宇木川・半田川流

域である。宇木汲田貝塚遷跡では、 1965年の日仏合同詞査により、縄文時代晩期の夜臼式期の土器底

部に炭化米や籾圧痕が発見され、稲作の存在を提示した。貝塚から 200~300m南方の宇木汲田遺跡

では、昭和初期に網剣、網矛が発見されており、 1957年の東亜考古学会、 1965、1966年の日仏合同

詞査で、疫棺茎群から多紐，RIB文鏡、細形網剣、銅矛、網女、銅!JII、玉類など多数の副葬品が出土した。

柏崎貝塚は昭和初期の耕地整理によって発見されその後、数回の学術調査が実施され弥生前期後半の短,,., 
期間に形成されたものであることが判った。柏崎遷跡では明治末に触角式網剣、網矛が発見され、柏崎

田島遺跡の我棺茎群では異体字銘帯鏡が柏崎大深田遺跡からは広形網矛の鋳型が出土している。a., 
また、麿津平野には西北九州に特徴的に分布する支石茎がみられる。禁山尻支石茎では 1952、1953

年の詞査で支石茎と甕棺茎を検出しており、この他瀬戸口支石茎、森田支石茎などが詞査された。梅白

遺跡は本串業により 1997年~1999年に調査が実施され、弥生、古袋時代の集落と水田を確詔した。

このように、鏡山南麓の宇木川・半田川流域は、砂丘形成による後背湿地の出現という初期稲作に適し

た地理的条件をもとに、農耕集落が出現、発展する。その発展の様子は、浜茎出土の鏡や育網器、玉類、

網fJIIなどの副葬品からも伺える。

本報告の中原遷跡は松浦/II右岸で後背湿地を形成した砂丘徹商地上に立地する。弥生時代中期の安棺

茎や終末期～古浜時代初頭の袋茎から育姻鏡、鉄剣、玉類が出土している。また、中期の鋳型片4点

も出土しており、宇木汲田遺跡と並び弥生時代中期の拠点集落である。発見された鋳型のうち網剣の鋳

型は戸塚氏 (2008守の研究により、直線距離で約 1.5km南西の久里大牟田遺跡出土の網剣の鋳型で

あることが考えられ、製品の生産地と消費地が分かる非常に貴重な例になりそうである。今後注目が菜

まる変料である。
""' 弥生時代中期後半以降、松浦川本流域の遺跡群が発展していく。久里大牟田遷跡では鉛製の矛や網矛、

網女などが登棺、土壊茎から出土している。松浦川の左岸に注ぐ徳須恵川の下流に立地する千々賀遺跡

群は中期から後期にかけて発展していく。千々賀庚申山遺跡からは細形双耳網矛や網女が、千々賀遺跡
(21) 

からはイモ貝縦切網fJIIが、千々賀遷跡からは赤色溶で同心円文や鋸歯文を描いた容器益3点とともに、

中期から後期の多望の土器や建簗部材が出土している。

菜畑遷跡や桜馬楊遷跡は町田川流域にあたる。菜畑遷跡では、初期に水田が開かれた後も揺統的に水

田が営まれており、流域の拠点的な遷跡である。桜馬場遷跡では、後期の喪棺茎から方格規矩鏡、有釣

網fJII、巴形網器が見つかっており、このほか広形矛先や内行花文鏡片もf采築されている。近年朗査が行

なわれ、不時の発見であった哀棺や副葬品が再確詔され、大きな話題となった。

このように胆津地域では多くの際葬茎が発見されており、稲作が開始されて首長眉が出現、展開して

いく過程を呑取することができる。束松浦半島や烏々にも弥生時代の遺跡は分布するが育銅器を副葬す

るような首長茎は松浦川流域やその支流である宇木川・半田川流域や町田川流域に限られる。表4は癌

津平野出土の育網器・鋳型の一覧表であり、図5はその連跡分布図である。

宇木汲田遷跡では多くの育網製武器が出土しているが、複数の育網製武器や育網製品を副葬した垢茎

は少なく、その分布からみても有力集団茎であることは明瞭である。また、宇木川・半田川流域の際葬

茎の分布をみると鏡山山麓部には厚葬茎がないことが判る。同時期の裟茎群は立地するにも関わらず、

厚葬茎がないことは同流域において菜団格差が生じていることを物語る。

また、中原遷跡は宇木汲田遷跡や柏崎遷跡群と至近距離であるが生産甚盤となる水田などの立地が両
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表4鷹算平野濤生時代冑銅躁・鐵製出土遭鯵一覧表

化が進み周辺の遺跡の分布状況が判らないため、遷跡の形成過程が追えない。しかし、唐津平野では育

網製品を副葬する厚葬茎は有力集団；；；から特定個人；；；へと展開し、その遺跡立地が変造することが判る。

［古浜時代］
""'.,,,  

古浜時代前期の首長；；；には松浦川流域の双水柴山2号浜、中原遷跡ST!2032、久里双水前方後円浜

がある。古浜時代初頭の双水柴山2号浜は全長34.7mで丘陵の尾根上に造られる。主体部は木棺である。

久里双水前方後円袋は全長 108.5mで、竪穴式石室から盤能鏡、碧玉製管玉、棺外から刀子が出土した。
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.,., 
近年、徳須恵川流域の唐津市北波多の竹の下古坦群で、前期に展すると思われる全長 32mと52m 

の2基の前方後円袋がみつかり首長茎系詣に加えられることになった。前期後半から中期、後期にか
""' けて首長茎は玉島川流域に移る。谷口古裟は組合わせ式の長持形石棺を主体部にもち、佑製三角緑神獣

""' 鏡、磐玉製石jJI[など畿内的要索をもつ。その後、初期横穴式石室をもつ横田下古浜や、金網製冠や銅椀
eヵ

などの渡来系文物を副葬した島田塚前方後円浜が造られる。
"20) 

中小古浜では宇木川・半田川流域に垂飾付耳飾り、三累環頭を出土した半田宮の上古浜や堅穴系横口

"'"'・ 式石室のほか土壊茎、箱式石棺などが確飽された迫頭古坦群、同じく堅穴系横口式石室をもつ長崎山古
""'.,.,  0心

坦群、石陣系石室をもつ樋の口古浜などがある。中原遺跡では複数の向愛土器や鉄鋒、初期の馬具、梅

白遺跡の古袋水田流路中から軟蛍土器など渡来系文物の出土が目立つのも特竿される。他の地域では同

串業で浜玉町渕上の仁田古浜群から遷存状態の良い埴輪窯が確飽され、埴輪姿料の少ない佐賀県で貴重

な発見となった。

後期は他地域では群築浜が発達する時期であるが、唐津地域では数甚単位の古浜群が形成されるに留

まる。しかし加部島には多数の古浜が簗かれていたと伝えられており、地域内では特異な存在である。

半島への航路上重要な位匿を占めていたことが要因であろう。

陳良•平安時代］

古代の密津地域は肥前国松浦郡にあたる。松浦郡は現唐津市、西松浦郡、長崎県平戸や五島列島、佐

世保市などを範回とする栖めて広い面栢をもつ。松浦郡の古代行政狙徽は肥前国風土記によれば郷 II

所、里26所、駅5所、鋒8所である。この中の具体的な地名や駅名は肥前国風土記、延喜式、和名抄

などの史料によってわかる。郷名は肥前国風土記に値器郷、和名抄に庇羅、大沼、値器、生佐、久利の

郷名が記される。里名は肥前国風土記に賀周里がみえるだけである。駅名は肥前国風土記に逢鹿釈、登

望釈、延喜式に笛氷、大村、賀周、逢鹿、登望の 5駅名が記されている。鋒は肥前国風土記に摺振鋒、

値器郷 3所となっている。その他の地名の由来で鏡渡や大家島がみえる。
()2) 

胆津地域の古代の主要な遺跡ではまず千々賀古回遷跡が挙げられる。松浦川の支流である徳須恵川下

流の西岸に位置する。唐津市教育委負会の 2回の詞査により掘立柱建物8棟を検出した。そのうちの

3棟は大規模で L宇形の記匿をもつ。特宰される出土遷物に網製の天秤受け皿や蛇紋岩製の権（分網）

や平瓦片がある。平瓦には特徴的な幅広のカキ目が巡らされており、壱岐勝分寺や法隆寺等で類例が見

られる。また、星舎土器が 95点出土している。星舎土器には「憾守」「川上」「田造」等があり、霰も

多いのが「六」である。また「川部」は中原遺跡出土 1号木面にもみられる人名である。 8世紀前～中

頃を盛期とし後半までの遷物がみられ、官翁j的記匿をした大型建物の存在などから松浦郡翁jとも推定さ

れてきた。
""' 座主遺跡は徳須恵川中流域の左岸に立地する。谷状低湿地の遺物包含屈から石帯・巡方や墨書土器

15点が出土した。墨舎土器には「坂本」「隕」「大」「六」などがある。 8世紀代を中心とし、盆地状の

""' 地形であることなどからも里あるいは綿のひとつとも考えられよう。双水迫遺跡は松浦JI[右岸の久里に

所在する。古代においても「久利郷」に含まれていたと思われる。詳細不明ながら 8世紀代の集落が

゜確認されている。伊岐佐伊良尾遺跡は「生佐郷」内に所在する。振立柱建物や緞冶炉など 8世紀代の
"" 集落が確認されている。昂ノ尾遷跡は鏡山南麓に立地する。平安時代の搬冶炉と奈良～平安時代の炭窯

等の選構の他、谷部の整地眉から大重の土師器供脂具と共に緑釉向器、越州窯系育li稔、福店系須恵器が

"" 出土している。岩根遷跡は鏡山南東麓の丘陵上に立地する。 9世紀代の製鉄関連遷構を確認した。製鎌

炉本体は確認できなかったが、遺物の検討から箱形炉であることが判った。製鉄を主体とし精練椴冶か
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ら搬卿紐までの作業が行われていた。

延吾式に記戯された大村駅は密津市浜玉町東北部にある大村神社周辺が比定地である。大村神社の境

内から布目瓦が出土し、社殿背後に甚壇状の盛り土もみられ、奈良時代の寺院跡と考えられる。三代格

や東大寺要録にみられる弥勒知鍛寺と推定されている。中世以降も交通の要所であったと思われ、草野

氏が山城や居館を築いている。

肥前国風土記にみえる賀周里や賀周駅は地名などからも唐津市見借がその推定地と考えられてきた。
C>8) 

見借は佐志川の上流にあたるが、その河口に立地するのが佐志中通遷跡や徳蔵谷遷跡である。両遺跡か

らは遷構こそ確耗されていないが 8世紀代の土器が出土している。佐志中通遷跡からは腰帯金具も出

土している。賀周里や賀周駅を比定する上で参考になる遷跡であろう。

この他、逢鹿釈や登望釈に比定できる遺跡や詞査串例はみあたらないが、地名や弥生、古坦時代以降

の遺跡群の分布などを考えても、逢鹿釈は唐津市相賀周辺に墜望釈は胆津市呼子周辺に比定できるであ

ろう。

［中世以降］

古代後半以降近世に至るまで中原遷跡では遺構や遷物が激滅する。これと入れ替わるように選構や遷
C3') 

物の確詔が急増するのが、現鏡集落が所在する鏡山西麓の砂丘である。 11世紀には鏡神社が建造物と

して成立していると考えられ、それ以降の時期の連跡が砂丘のほば全体に広がっている。近世になり松

浦川本流域の本格的な開発が行なわれる。それまでは谷部の扇状地を利用した谷水田であったものが、

稽栖的な新田開発により平野のほば全域が水田域となっている。
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m. 調査の概要
1 , 中原遠跡の調査歴

中原遺跡は本串棠による発掘詞査以前に過去2回の発掘詞査が実挽されており、また、本発掘詞査期

間中に同遺跡内を唐津市教育委負会が発掘詞査を行っており、現在までに 4回の発掘詞査が実施された。

以下が中原遷跡の詞査歴である。

期 闇 躙査主体 文 献

l 196坪 11月11日~11月21日 日仏合1i11調査団 ~、国』六興出版1982年

2 198呼 4月9日~7月17日 唐津市教育委員会 唐報津l&ii市教育委員会19s1r中原遺驚J唐津市

3 199呼 7月5日~2005年1月1日 佐費県教育委員会 r中原遺肪I』r中原遺跡IIJr中原遺腑m』
（本 『中原遣肪w』以下刊貯中

4 200坪 10月5日~2006年3月31日 唐津市教育委員会
虐津市教育委員会2006『中諜遺跡(2)J唐
津市報12吟良

このうち、 1965年の日仏合同調査と 1986年の唐津市教育委員会の発掘詞査区は本串業の 11~13

区の中に含まれる。

日仏合同詞査は第 1トレンチと砂丘形成状況確耗のための第2トレンチが設定された。第 1ト

レンチでは 5甚の我棺と古娯時代後期の石組遷構を検出しているが、石緯遷構は本串業で検出した

STI 1158前方後円浜の芸石であることが判った。5甚の衣棺茎は中期に展し、5号我棺から硬玉製勾玉 l、

碧玉製管玉 7が、 7号喪棺の棺内から鉄女が、棺外から鉄矛が出土している。この他、包含眉から鋳造

鉄斧側片が出土している。

1986年の唐津市教育委負会による詞査は宅地造成に伴うもので、本串業の II区、 12区、 13区に

またがる。検出した主な邊構は弥生時代中期の喪棺茎 3甚と古浜時代前期の周海茎 4甚、中期の円娯

の周海と近世の井戸跡 l甚である。周｝費茎のうち、 1号、 3号、 4号周海茎は本調査でも確詔できたが、

2号周沸茎は確認できなかった。 1号周瀧茎の埋葬主体部は 2甚からなり土壊茎（木棺茎？）であった。

円袋の周海は本串業で検出したSTI1141古浜の周海である。周濃内から須恵器有蓋高杯、壺、IIYウが、

鉄製品には鉄鐸6のほか鉄鎌、 i裔鎌、刀子、ヤリカ＇’刃が、玉類として滑石製有孔円盤、 i肯石製臼玉、ガ

ラス小玉、琥珀小玉、管玉、土製勾玉などがある。

2005年の唐津市教育委負会による詞査は道路新設に伴うもので、本串業調査区の西方に位匿する。

調査対象地は低湿地帯にあたり、包含眉から弥生時代後期、古浜時代前期、中期の土師器のほか木製品

などが出土している。特竿される遷物として朝鮮半島系の軟蛍土器である樟状の把手付き甑の破片が出

土している。

2. 遠跡の概要

中原遺跡は弥生・古坦時代の集落と坦茎および古代の官術的な遷跡である。主に詞査区の南半部に弥

生・古浜時代の集落と裟茎が北半部で古代の官術的的遷構や遷物が出土した。

遺跡の立地は第1I章で述べたとおり標商約4mの砂丘微高地上に立地する。詞査面栢は約90,000nl。

遺跡の現況はやや起伏がみられ、水田と宅地、畑地、茎地であった。現況の宅地は 1980年代に開発さ
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れた。間き取りによるとそれ以前は古浜の浜丘らしき盛土があったと言う。

図6に詞査区位匿図を掲栽する。遷跡の南方は標高272mの夕日山からのびる丘陵の裾部にあたる。

この裾部から砂丘微商地が北方にのびる。夕日山の北麓裾部にある池ノ浦涸池は深い谷地形を利用して

いる。旧地形は夕日山に源をもつ流路がこの谷地形を経由して旧松浦川に注いでいたと思われる。本調

査区の南端に幅20~30mの落ち部がみられるが、夕日山から注ぎ出た自然流路であったかもしれない。

このように概ね南北に形成された砂丘微高地は所々束西方向に走る谷状の地形によって分断される。本

罰査区内においても 13区南培と 2区、 5区、 7区にわたる谷地形がみられる。この谷地形は弥生時代

には存在し、古浜、奈良•平安時代にかけて序々に埋没していく。本遺跡の評価をする上で以上のよう
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な旧地形の復元は欠かせない。

図7は本遺跡全詞査区の遷構記匿図である。図9は詞査区毎に振彩した空中写真を合成したもので

ある。図9の空中写冥では黄褐色と黒褐色の部分が見て取れる。黄褐色の部分が砂丘微裔地であり、

黒褐色部分が低地部になる。砂丘徹高地は 11~13区にかけて広がる。砂丘徹高地の南北両側は幅約

20~30mの谷状地形になり、東側は緩やかに、西側はやや急に傾斜して低地部になる。従って、本

詞査区は独立した砂丘微商地をほほ奎掘したことになる。この砂丘微高地上に分布するのが弥生・古坦

時代の集落と坦茎である。弥生時代の浜茎は甕棺茎 281基、土壊望 14甚、終末期の浜丘茎 3甚を検

出した。摂棺、土壊茎は前期後半に出現し、中期前半から中期中頃にかけてビークをむかえ、中期後半

から後期前半にかけて衰退していく。副葬品を所有する茎群が数群みられ特定有力集団茎を形成する。

喪棺埋葬法や副葬品種別において唐津地域の弥生坦茎の地域性がみられる。摂棺埋葬法では埋匿角度が

他地域に比べて急傾斜であり、直立棺や倒置棺も多く見られる。口緑部の打ち欠きも多く、さらには打

ち欠いた口緑部を茎塘に埋匿するものもある。副葬品では円環型網!JI[15点、硬玉製勾玉 22点、羞玉

製管玉約700点等装身具の卓越があげられる。

詞査区南側の谷状地形から南西部の低地部にかけて非常に多くの土器（コンテナ 1,000箱以上）が

出土した。土器群の時期は中期中頃～後半を主体とし後期前半までである。これらの土器群に混じって

育網器の鋳型が 4点出土した。 4点とも両面鋳型であり、このうち 2点が接合した。石材は石英一長

石斑岩で中細形網矛・網剣の鋳型と思われる。鋳型片4点は調査区南西隅の比較的狭い範囲から多量

の土器と共に出土している。調査区南側の谷状地形を挟んだ南恨1）は調査区外になり、夕日山北麓裾部か

ら北方にのびる砂丘微高地になる。ここに育網器生産を行なった弥生菜落中心部があると推定される。

また、上記の詞査区南側の幅約20~30mの谷状地形は多菫の杭を打ち込み、自然木を芯材として

匿いた壊防状の挽設が造られる。堤防状の遷構には芯を中空に者1）りぬいた木製の水管や、長さ約4m

の木樋が埋匿される。その周辺には木組遷構もあることから、堤防状施設は滋漑用か木の実などの水さ

らしの水量囮節のための機能が考えられる。さらに、砂丘微裔地西側緑辺の低地部からは、多望のヤス

や石錘などの漁拐具が出土しており、中原遺跡は旧松浦川岸に立地していたことを寇わせる。

弥生時代終末期には特定個人茎である浜丘茎3甚が出現する。平面形径は方形と長方形であり、い

ずれも西側に陸橋部をもち周｝費が巡る。主体部は容1）り頁き式の木棺で、棺内から硬玉製異形勾玉や碧玉

製菅玉、棺外から破砕された内行花文鏡や鉄剣が出土している。さらに周濃内埋葬施設もあり棺外から

破砕された方格規矩鏡や鉄鏃、鉄剣が出土した。また、土懐茎・木棺茎群が 4群あり破砕された獣帯

鏡や折れ曲がった鉄剣、硬玉製勾玉、碧玉製管玉などが出土した。

古裟時代初頭には坦長約25mの前方後円娯が造られる。主体部は削平されていたが、周演内から石

棺を確認した。さらに周濃を共有して周濃茎4甚と平面方形、円形の周海茎4甚も造られる。

古裟時代中期の帆立貝式前方後円裟 l甚、円浜3甚と後期の前方後円浜 l甚も確認した。後期の前

方後円浜は浜長33.0mで内部主体は削平されていた。時期は 6世紀後半である。

砂丘微高地は詞査区の北側にも見られる。 2区、 3区、 5区、 7区の詞査区北半部にみられ、この砂

丘微商地上から古代の掘立柱建物群や井戸跡などを検出した。この砂丘徹高地と前述した弥生・古浜時

代の垢茎と集落が立地する砂丘微高地の間は谷状の地形になり、その中に流路が東西方向に横切る。検

出した流路の＄誕長は約360mであり、流路からは木蘭、墨舎土器、総抽陶器、奈良三彩の他、曲物、

挽物皿等の木製品が多望に出土した。古代の官翁i的遷構や遷物は全詞査区の北半部の谷状地形にある流

路や海跡さらに砂丘微高地上にて検出した。

28 



＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 令 ＋ ＋ ＋ .. ＋ ＋ .... _ 4区 ＋ ↓ 
~ 迄~;, I 1吼炉て

3~ 

•”｀贔一5区

じi~ 、うい... 令 .. + 令 ＋ 令 令,,... ..... ． 事

!) z::i'● こ只
I 

1-:-

r'-—~ 這＋ + ＋ I + I I ＋ 

//-"--、_-、～す発邑 — S 
14・2区

I/': ;J)~'fl (O\~_2xI::-, J 像蟻;・---. : . ｀ヽ..:... 0 - r-'#. : I I 9-1区 1 ,~-1 
8区

＊ • 父 + 忍ぐぷ必予ゞ翌ふ紺杉滋応:i..,.~~i~苓、；註・・:: ~I (~J I~;. 翌 G 0 II・ 
¥¥．.. . ．． ． -・． . I 1、 I a □ I 昌

+ 令 ゃ、 ,,= ● "・.!"'t•,v _•;._ ,;.r•. 四心V'>nツff~ ロ O&.:..
-I.±-, 亡10-3コ区 ． 令 1- 令 ＋ 

-- ヽ→置｀~｀
L_.,. ... ..,. f I' ―" Cー-.· #•"' 

ピ
＋ ~ 

¥ 1 ・ -

＋ + ＋ ＋ ＋ i- ＋ + ＋ 

*~ ＋ ＋ + ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ + + ＋ ＊ 

図7 中願量鱒全饂董区遺欄配●園 (1/2000)

29• 30 



52 I 51 I 50 I 49 I 48 I 47 I 46 I 45 I 44 I 43 I 42 I 41 I 40 I 39 I 38 I 37 I 36 I 35 I 34 I 33 1 

/―-,. --~ ---.. ;---..,__ 
M 

/""'ー ・ \~塁足山 ・ .,~・入

A /I 

會 ．、

噌

,_) 

f
~ .) ぅ

STI 

▲
 

• 

゜

゜`

E
"。

•* 

゜

゜

..、．．．ヽ．
。．．ー、 一古墳

〇 釈国仰壮坑

C 弥生時代の土廣墓

C) 筵耐籾凜四

z
 

゜
p
 

Q 

R
 

s
 
T 

u
 
V 

w 

x
 
y 

z
 

Q
・
 

印m

図8 11, 12, 13区遭構配●図 {1/800)
31• 32 

, 





図 10は本詞査区の全遷構記匿図を地形測菫図に狙み込み、遺跡の概路を示したものである。アミ部

分は低地になる。 11~ 13区の砂丘微高地に弥生・古浜時代の浜茎と集落が立地し、南側の谷状地形

をはさんで未詞査ではあるものの、弥生時代の集落の中心部があることが予測される。古代の官翁i関連

組がや集落は弥生・古垢時代の連跡が立地する砂丘のさらに北側の砂丘微高地に立地する。この砂丘微

高地の東西幅は不明であるが、おおよそ370m、南北は約 150mである。この範回に古代の官翁i関連

組がや集落が立地すると予想される。

本報告書は南側の砂丘微高地上に立地する弥生時代の土壊茎、土坑と古坦時代中、後期の古坦群の報

告である。
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N. 弥生時代の遺構と遺物
1'概要
既刊の「中原遺跡IV」では 11区・ 13区の弥生時代疫棺茎の調査を報告した。砂丘微裔地の東側半

分の II区は、竪穴住居群と古浜が立地しており、喪棺茎が栖めて希袴になっている。砂丘微裔地の西

側緑辺部にあたる 13区西側も空棺茎群が単独か数甚と希袴であるが、南西部にあたる 13区は、哀棺

茎群が密築しており、堅穴住居群は希袴になっている。

本草は、 11区と 13区における土懐茎、土坑の報告であり、掲栽遺構数は土懐望 14甚、土坑 28甚

である。土坑は、我棺茎群の中に立地することや、多くの副葬品を出土した我棺茎群である A群、 B群、

c群を回むように位匿すること、さらに土坑出土土器の多くは赤色顔料捻彩の広口壺であることなどか

ら祭祀土坑と考えられる。

本轡掲栽の遺構から出土した遷物には弥生土器や石器、玉類がある。出土土器の時期はいわゆる須玖

式である。

土壊茎についてはSK13155、SK13328、SK13339の3甚から土器が出土している。鋤先口緑広口

壺の口緑部のみ 3点と素口緑広口壺の完形 2点が出土している。それぞれ土器の特徴から、 II-2期か

らII-4期に位匿づけられる。

土坑出土の土器は、確詔した28甚の選構の内、 18甚から出土している。特に SK11292から甕や壺

が大量に出土した。土坑の東側から廃棄された状況が寇える。出土土器の時期は須玖 I式古段階から須

玖1l式新段階である。その他の 17甚の土坑からも我や壺が出土しており、 II-1期からII-5期に位匿

づけられる。

石器・育網器は SKl3362土壊茎から有茎店製石鏃 2点と無茎店製石鏃 l点、 SKl3363土壊茎から

無茎店製石鏃 l点、 SKl3385土懐茎から店製石剣切先 l点、育網製切先 l点が出土した。この他に

SK13318土坑から完形の店製石女が 1点出土した。

玉類は SK13346土壊茎から栖小形の勾玉 l点、 SKI3353土懐茎から硬玉製垂飾 l点、 SK13371土

懐茎から半決状勾玉 1点、櫛形勾玉 1点出土、 SK11232土坑から小形勾玉 l点、 SK13314土坑から

栖小形の勾玉が 1点出土した。これらはすべて硬玉製である。

管玉は SKI3346土懐茎から 30点出土しており、今回出土管玉の半数以上となっている。 SKI3322

土坑からはグリーンタフ製の管玉が出土、それ以外の材党は全て碧玉製となっている。また、今回管玉

は一覧表でのみの謡示とする。法星の計測値は金届ノギスで 0.02rntnまで計測した。

2, 遠構

(1}土漉葵

SK13155 

W-44区回に位匿する。規模は粛紐2.25m、声紐 0.84m、深さが0.54mで、平面形慇としては、

東西に｛申びる歪な不整楕円形、断面形i茎は逆台形をした土i喪茎である。

本遷構周辺では、前方後円裟の前方部分と重なっていて、古浜よりさらに深くから出土していることか

ら、より古いことがわかり、さらに西側において 2つの撹乱と少し切りあっている。また、本遷構束

側に SK13237土坑が類似した土器と共に出土している。遷物出土状況としては、本遷構中心付近に土

器片が出土している。
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衰5 士壌•、士坑一覧表 （）＝撹乱など推定 （〕＝遺構平面図の高低差から

遺構雷号 種別 Gt 長軸岬日呼深さ
平面形瘤 出土遺物 帽 考

SK13155 

璽
W-44 2.25 0.80 0.54 不整楕円形 土器片

SK13170 U-42 2.60 1.44 0.57 
SK13285 V-46 2.03 0.76 0.66 隅丸長方形 石材あり
SK13307 V-46 (1.14: (1.02 0.58 隅丸方形 石材あり
SK13328 土玉墳茎 W-45 2.78 1.50 0、95 隅丸長方形 壼、甕破片
SK13339 X-45 (1.33 1.06 0.46 壺、

SK13346 土墳墓 X-45,46 (1.19) 0.72 0.36 槽円形
硬玉霰勾玉1
碧玉製管玉30

SKL3353 土 U-42 (1.88) (1.02) 0.27 隅丸長方形
硬干孵華詐1
碧玉製管玉1

SKl3359 土壊墓 U-41.42 (Z.07: 0.77 0.41 隅丸長方形 鉄刀1
SK13362 

旦土： U-45 (1.13 (0.93 0.53 楕円形 磨纂石鏃3
SK13363 U-45 1.84 1.09 0.60 

~ 

1 
SK13371 V-42 1.74 0.62 0.26 長方形 硬玉鰹勾玉2 SK13372遺構内
SK13372 土填墓 V・42 3.06 1.90 0,39 隅丸長方形 碧玉製管玉2

SK13385 土墳墓 V-47 1.23 0.78 0.51 楕円形 責石鋼剣製切切先先11 

SK11232 土坑 p.33 0.72 0.68 〔0.26〕 円形 硬玉製勾玉1
SK11292 土坑 W-42 4.91 2.35 0.71 不整楕円形 土器片〇遭0 1 
SKl3042 ＋口T X-42.43 1.55 1.02 0.82 ’ 

SK13043 輯 W-4243 (4.08 1.96 0.65 不整楕円形 完、士器片
SK13045 U-42 1.65 0.80 (O、43〕

不不整整円楕楕形円円形形
完完壺土11器、、片士土器器片片SK13063 -t-:tif V-42 3.39 1.84 0.69 

SK13076 隷 W-43 1.63 1.51 0.31 
SK13100 W-43 2.61 2.31 0.75 不整円形 完形壺2
訊 13189琵土坑

V-45 (3.16 3.09 0.92 
整不不整隅整丸楕円正円形方形形

完、土器片
SK13191 V-4546 1.54 1.23 0.54 
SK13194 W-45.46 2.70 1.90 0.93 完 壼1、士器片
SK.13197 

藉士
W-46 1.43 Cl.20 0、49

不不整不隅隅整丸丸方長正形方方形形
完

盤置駆より対粉不明SKL3203 V-4445 3.65 (1.78 0.56 
SKL3237 W-44 1.86 0.75 0.16 土器片
SK13244 土坑 W-46 2.28 Cl.ST 0.43 不整方形 土器片
SK.13245 土 W-46 2.61 (1.74 不整楕円形 土器片
SK13308 十町 V-45 1.31 1.25 0.36 

完壺、土器片
SKl3314 士 W-45 (2.93) (2.03) 0.72 不整隅丸正方形 硬玉1

玉4
SK13318 隷 W-45 2.39 1.78 1.17 不形 完、石父
SK13322 T-42 1.64 1.52 0.57 椿円形 G這管玉3

SK13326 土坑 T-42 1.91 1.34 0.57 不整楕円形
鉄 1、鉄鏃1、

l 
SK13327 ~:!ff T-42 {3.40 2.90 0.56 不整円形 碧玉霰管玉3
SK13331 土 T-42 1.15 0.97 0、56 不整三角形

SK13351 土 U-42 (2.17) (1.50) 0.58 不円形 碧玉鉄裏管玉11、

SK13358 V-45 (1.15 1.52 0.43 
不不不整整円円円形形形 蒋碧玉玉土裏製器管管片玉玉41 SK13378 . - T-41 0.67 0.56 

SK13387 ．． V-45 1.08 (0.50 0.64 

SK13399 土坑 U-50 (2.25) (0.95) 不円形 碧玉製管玉l
遺構にかかる攪乱の
線は推定
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長軸方位は北から西に 43°ふれている。 B群に接して北側に位匿することや土坑の形状から祭祀土坑

の可能性もある。

S K 1 3 1 7 0 

U-42区回に位匿する。規模は長軸が2.60m、短軸が 1.44m、深さが 0.57mで、平面形径は、東西

に伸びる購丸長方形の土塘茎になっている。断面形態として東西断面は皿形をしている。

本遷構周辺では、西恨I）を小穴に切られ、北恨I）をSKl3351土坑によって切られ、さらに本遷構付近に

SK13353土壊茎、 SK13359土坑が密菜して出土している。

長軸方位は南から東に 84°ふれている。 A群から北に伸びる茎道上に位置している。

SK13285 

V-46区回に位匿する。規模は長軸が 2.03m、短軸が 0.76m、深さが0.66mで、平面形屯足は東西に

伸びる比較的長方形に近い隅丸長方形をなし、断面形!!..~は、東壁と西壁の北恨I）は直角に近いが、南恨I）は
ゆるい角度で振られている逆台形の土懐茎である。

周辺状況としては同じ区回内の南束から同じく板石をもったSK13307土塘茎が出土している。東側

と西側のそれぞれの端に、底部から更に西恨f）が0.24m、東恨I）が0.29mの穴を振り、東西の小口に立て

るようにして埋まっている板石が見つかっている。東恨I）が少し撹乱によって切られ、北恨f）は崩落の彩溶

で推定となっている。

長軸方位は北から西に 78°ふれている。類例には福岡市吉武遺跡群 1次詞査4区SK03土壊茎がある。

（福岡市教育委貝会 1998『吉武遷跡群X』)

S K 1 3 3 0 7 

V-46区回に位匿する。規模は長軸が 1.14m、短軸が 1.20m、深さが 0.58mで、平面形屯名としては、

そのほとんどを円形の撹乱によって削られているが隅丸方形をしており、 SJ13313喪棺茎と接してい

る。断面形慈として南北断面は逆台形、東西断面は箱形になっている土i喪茎である。東側に平たい板石

を、立てるようにして埋めている。底部はその石材のある東恨I）が約0.05m西端よりも低くなっている。

周辺状況として同じ区回内の北西に位匿する SK13285土壊茎からも同じく、板石が出土している。

長軸方位は北から西に 81°ふれている。

SK13328 

W-45区回に位匿する。規模は長軸が 2.78m、短軸が 1.50m、深さが 0.95mで、平面形屯茎は東西

に伸びる隅丸長方形をした土壊茎である。断面形態は南北断面が逆台形、東西断面は船底形になってい

る。

本遷構と周辺については出土状況として、北西部に SK13314土坑と北西恨I）から小穴をもうけ、その

中に口緑部を北に向けた完形の壺、西側に喪破片、中央から土器片が出土している。また、本遷構北恨i）
に列のように、 SK13339土懐茎と SK13346土壊茎が存在している。

長軸方位は南から西に 72°ふれている。 C群の北恨f）に位匿している。

SK 13339 

X-45区回に位置する。規模は長軸が 1.56m、短軸が 1.05m、深さが 0.46mで、南北に｛申びた楕円

形をした土壊茎である。断面形態としては、逆台形になっている。

本遷構と周辺については、北恨I）から半分近くを撹乱によって削られている為、はっきりとした遷構の

広がりは分からない。本遷構の北と南に SK13328土i喪茎と SK13346土壊茎が存在する。出土状況に

ついては、遷構のほぽ中央に、口緑を西に向けて横になっているほぽ完形壺と、壺付近に集中して石材
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と土器片が出土している。

長軸方位は北から東に 16°ふれている。

SK13346 

X-45、46区回に位匿する。規模は長軸が 1.19m、短軸が0.72m、深さが 0.36mで、平面形屯名は

南北に伸びる楕円形をした土懐茎である。断面形屯足は船底形になっている。

本遷構と周辺については、本遷構は大きな撹乱と存在している。そして、他の遷構とかたまって出土

していて、そのうち SKl3374に切られており、さらに本遷構束1WJを撹乱が切っている。本選構の遷物

出土状況を確詑してみると、硬玉製勾玉 l点と碧玉製管玉が 30点と管玉が大嚢に出土している。

長軸方位は北から束に 12・ふれている。

SK 13353 

U-42区回に位匿する。規模は長紬が 1.88m、短軸が 1.02m、深さが0.27mで、平面形慇は南北に

伸びる隅丸長方形をした土壊茎となっており、断面形態は皿形になっている。

本遷構と周辺については、西恨f）から北側にかけて SJ13052、SKI3350、SJ13050に切られ、南東側

において SK13351とSJ13082に切られており、一番深いところに存在していることから、霰も古い

時期の遺構と思われる。また、周辺については南恨f）にSK13170土壊茎が存在する。出土状況からは、

遷物が硬玉製垂節 l点と碧玉型管玉 l点が出土している。

長軸方位は北から東へ32°ふれている。 A群から北に｛申びる茎道に存在している。

SK 13359 

U-41、42区回に位匿する。規模は長軸が2.07m、短軸が 0.77m、深さが 0.41mで、平面形態は、

東西に｛申びる隅丸長方形をした土壊茎である。断面形態は皿形になっており、遷構底部が東から西へ約

O.lm落ち込んでいる。

本遷構と周辺については、南西の角と北西の角をSK13360と別の遷構の2つによって切られており、

さらに周辺に遷構がかたまって出土し、南西側に SK13353土懐茎と SK13170土塘茎が存在している。

長軸方位は北から西に 83°ふれている。 A群から北に伸びる茎道に存在している。

SK 13362 

U-45区回に位匿する。規模は長軸が 1.73m、短軸が 0.93m、深さが0.53mで、平面形径は、東西

に伸びる楕円形をした土懐茎ある。断面形!!.迄は、船底形になっている。

本遷構の状況と周辺は、撹乱より下に本遷構が存在するため、本遷構の規模は推定になっている。また、

南恨f）をSJ13141遷構に少し切られている。周辺については、本遷構のすぐ西側に存在する SK13363

土壊茎と類似した選構の特徴や主紬を持ち、本遷構と並ぶように出土している。出土状況は、遷物とし

て店型の有茎石鏃が 2点、無茎の石鏃が 1点、遷構中央から東よりに菜中して出土している。

長軸方位は北から西へ78°ふれている。

SK 13363 

U-45区回に位匿する。規模は長軸が 1.84m、短軸が 1.09m、深さが0.60mで、平面形屯団は東西に

伸びる隅丸楠円形をした土壊茎である。断面形態は船底形になっている。本遷構を南北に横切る大きな

撹乱と重なっているためその大きさのほとんどが推定になる。

本遷構の状況と周辺について、東端から南へ約0.60m削られ、 0.31m落ち込んでいる。東側にある

SK13362土懐茎と似た特徴を持ち、並ぶように出土している。本選構の選物出土状況は束側底部付近に、

店製の無茎石鏃が 1点出土している。
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長軸方位は北から西に 70°ふれている。

SK13371 

V-42区回に位匿する。規模は長軸が 1.74m、短軸が 0.62m、深さが0.26mで、平面形屯呂は東西に

伸びる長方形をしており、断面形態は、三段振りになっている。

本遷構と周辺の状況としては、本選構の南側に前方後円娯があり、北側には小穴や遷構がいくつかあ

る。また、本遷構は SKl3372土速望の大きな遷構に内包され、遷構南側に SKl3372土i喪茎と並ぶよ

うにして存在している。本遷構の出土遺物としては、硬玉製の半決状勾玉と櫛形勾玉の 2点が出土し

ている。本遺構の平面形屯呈、形状などから、本遷構が木棺茎であった可能性も考えられる。

長軸方位は南から西に 87°ふれている。

S K 1 3 3 7 2 

V-42区回に位匿する。規模は長軸が 3.06m、短軸が 1.90m、深さが0.39mで、平面形態は東側を

少し削られているが、東西に伸びる隅丸長方形をした土懐茎で、断面形屯呂は歪な皿形をしている。本選

構内南側に、 SKI3371土懐茎を内包して本遷構と並ぶようにして存在している。

本遷構周辺状況としては北側にいくつかの小穴と遷構が存在しており、南側に前方後円袋がある。本

遷構の出土遷物は、磐玉製管玉が 2点出土している。

長軸方位は go•になっている。 SK13371土i喪茎と同じく A群の北側に存在している。

SK13385 

V-47区回に位匿する。規模は長軸が 1.23m、短紬が 0.78m、深さが0.51mで、平面形屯足は東西に

伸びる楕円形をした土壊茎である。断面形態は逆台形になっている。本遷構の約2/3をV、W区回に

またがった大きな撹乱によって削られている。

本遷構の遷物出土状況と周辺状況については、遷物が遺構中央から西よりに石剣切先 l点と育網器

製切先 l点が地面に剌さるように出土している。本遷構は掲栽土硬茎の中でも霰も西に位匿している。

長軸方位は南から西に 79•ふれている。

(2)土坑

SK11232 

II ~13区の北束の p.33区回に位匿する。規模は長軸 0.72m、短軸 0.68m、深さは 0.26mにな

る円形の土坑である。本遷構は、 II区の東側にある住居区に作られており、本遷構も SHI1234の北

東側に内包される形で見つかっている。本遷構に隊接する他の土憶としては北側に SKI1072、北西に

SKI 1233、東に SKII073が見つかっている。遷物に硬玉製勾玉が一点出土しているが、土器などは見

つかっておらず、年代は不明。

SK11292 

11 ~13区の南の W-42区回に位匿する。規模は長軸 4.91m、短軸 2.35m、深さ 0.71mになる東

西に長い不整楕円形の土坑である。前方後円浜の後円部分に作られており、本遷構は、土器が大望に出

土しており、祭祀土坑と考えられる。本遷構の南側に中原遷跡の有力者を埋葬したと思われる摂棺茎群

A群が見つかっている。出土土器は、須玖 I式から須玖1l式段階の幅を持っているが、本遷構の真ん中

よりやや北側に II-6期（須玖1l式新段階）に当たると考えられる SJI 1294が作られていることから、

利用期間はII-2期（須玖 I式古段階）からII-5期（須玖1l式古段階）までの間になると思われる。出

土遷物の割合は我の土器、及び土器片が多く出土し、壼がそれに笏き、他に蓋・裔杯・器台などが僅か
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に出土している。土器の分布状況としては、東恨f）が西恨f）より多く出土しているように見受けられる。断

面は、逆台形の形をしており、掘り方は、西側は緩やかに、東側は急に作られている。坑底は多少波打っ

ているが、比較的平坦にされている。

SK13042 

II ~13区の南のX-42、43区回に位匿する。南恨f）を撹乱によって大きく切られているが、規模は推

定長軸 1.55m、短軸 l.02m、深さ0.82mになる、南北に長軸を持つと思われる不整楕円形の土坑である。

前方後円浜のくびれ部分に作られており、北恨f）は遷構上から土坑が掘られ、北東恨f）には SK13041が隊

接している。本遷構の東恨f）に摂棺茎群のA群があり、遷物はほぽ完形の鋤先口緑の我が 2点、疫の底

部が 1点、口緑部を欠いた壺が 1点出土している。

SK13043 

11~13区の南のW-42、43区回の間に位匿する。規模は長軸 4.08m、短釉 l.96m、深さ 0.65m

になる束西に長い不整楕円形の土坑である。遷物は年代幅を持ち、大量に出土しているが、完形の形で

出土しているものはなく、土器片の状生知で出土している。出土位匿も、大半が坑底よりもレベルの裔い

位匿にあり、また坑底も何度か使用されたように波打っており、何度か掘り返えしながら使用され、土

器もその鄭こ掘り返され、再度廃棄されたと思われる。本選構は、前方後円袋のくびれ部分に位匿し、

その為北東側の一部を古裟の周海に切られておりまた、北西側及び南西倶I）それぞれに小穴の撹乱によっ

て一部が切られている。

SK13045 

11 ~ 13区のほぼ中央付近のU-42区回に位匿する。規模は長軸 l.65m、短軸 0.80m、深さ 0.43

mになる、東西に長い不整楕呵クをしている土坑である。本遷構の周辺は全方位から空棺茎が見つかっ

ているが、これより東恨f）は住居区になっており、預棺茎は少なく、西恨f）から我棺茎が多数見つかってい

る。西側に不整円形の小穴があるが、遷構の状屯肱から後世に振られたものと思われる。遷物は空と思わ

れる底部が 3点と紡錘車が 1点出土している。

SK 13063 

11~13区やや南西の V-42、43区回の間に位匿する。規模は長釉 3.39m、短軸 1.84m、深さ 0.69

mになる東西に長い不整楕円形をした土坑であるが、西恨f）は0.10mと非常に浅い為後世の別遷構と思

われる。しかし、実際の形は径 1.85mの円形に近い土坑と思われる。南西には SKI 3168があり、こ

れを切っている。また、東から北にかけても撹乱がみつかっているが、いずれも切っている。本遷構の

周辺は、大規模な窯棺茎群はなく北束から南西にかけて、登棺茎が点在しながら広がっている。遷物は

ほぼ完形の鋤先口緑壼と、壺と我の土器片が複数出土している。遷構を断面で見てみると、西恨f）は壺が

ほぼ完形の状態で残って出土した部分と、土器片のみが出土している部分の二画所に分けられ、坑底が

2固扉烈められ、ほぼ浣形の壺が出土した楊所のほうが0.1mほど段差を持ったように深くなっている

ことから、複数回使用されたものと思われる。

SK 13076 

11~13区の南西のW-43区回に位匿する。規模は長軸 l.73m、短釉 l.45m、深さ 0.31mになる

円形の土坑である。この遷構は、前方後円浜の前方部分に作られていた。また、 SK13100上の北束に

作られており、ほぽ奎域が SKI3100に収まっている。本遷構の周辺は東に襄棺茎群のA群が、西にも

喪棺茎群のB群が存在している。選物は、南側に疫の土器片が集中して出土しており、その中の疫には

底部に穿孔がされていた。遷構断面は、逆台形の形をしており、坑底は南東恨f）がもっとも低くなってお
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り、中央付近から北西側になるにつれ徐々に坑底が上り坂になる。また、南東側は急に、北西側はなだ

らかに掘られている。

SK13100 

11 ~ 13区の南西のW-43区回に位匿する。規模は長軸 2.61m、短軸 2.31m、深さ 0.75mにな

る不整円形の土坑である。この選構は、前方後円袋の前方部分に作られていた。遷構内の北東部分に

SK13076がほほ奎域本遷構の上に作られていた。

本遷構の周辺は東に摂棺茎群のA群が、西にも甕棺茎群のB群が存在している。出土遷物はほぽ克形

の素口緑鋤先口緑壼がそれぞれ 1点ずつ、計 2点南側に、土器片が北恨I）から出土している。そのう

ち素口緑広口壺は丹捻りが施されている。北側半分は段差を持つように 0.20m近く深くなっており、

複数回使用されていたと思われる。

SK13189 

II ~13区の南西のV-45区回に位匿する。規模は長軸3.16m、短軸3.06m、深さ 0.92mになる

不整円形の土坑である。遷構の北西側に SKJ3308、東側に SJJ3310の遷構により切られ、また本遷構

の真ん中やや南西側上に SJ13319が存在しそれ以前に使われていたと思われ、北恨I）は住居跡に切られ、

束側に接している SK13203を切っている。周辺の連構による切り合いによって、正確な平面プランは

不確定である。また、本遷構の南倶I）には、摂棺茎群のC群が存在している。遷物はほぽ完形の壺が南東

側に、喪が東側に出ており、また土器片も北西恨I）を中心に複数出土している。断面は逆台形の形をして

おり、坑底はほぼ平坦になっている。

SK 1 3 1 9 1 

11 ~13区の南西の V-45、46区回の間に位匿する。規模は長軸 1.54m、短軸 1.23m、深さ 0.54

mになる東西に長い不整餓丸正方形と思われる土坑である。遷構の南倶I）は撹乱によって切られており、

北恨I）はSJI 3284を、東恨I）はSJ13286を切っている。また選構南側に円形の小穴が確詔される。本遷構

の周辺は、南側にC群の西にある甕棺茎群が存在している。遷物は土器片が 15点出土している。その

うちひとつは邊構の外から出土しているが、その他の土器片は比較的かたまって北恨I）を中心にして出土

している。断面は、御椀状の形をして掘られている。

SK13194 

11 ~13区の南西のW-45、46区回の間に位匿する。規模は長軸 2.70m、短軸 1.90m、深さ 0.93

mになる東西に長い不整楕円形の土坑である。遷構の東側は撹乱によって東側の壁が切られていたが、

坑底までは届いていなかった。土坑は坑底がいくつか見られることから何度か使用されていたと見られ

る。振り方は、南部が北側に0.20m進む間に 1.00m掘るのに対して、北倶I）は南側に 0.50m進む間で 1.00

mと緩やかに掘ってある。断面は逆台形に振ってあり、西側からは坑底にいたるまで一直線に、東か

らは 1つ段を作ってから坑底に向かって振り進んである。本遷構の周辺は、北東に摂棺茎群のC群が、

北西側と南西側にも空棺茎群が見つかっており、本遷構はその 3点の中間に存在する。

SK13197 

11 ~13区の南西のV-46区回と W-46区回の間に位匿する。規模は長軸 1.47m、短軸 1.20m、深

さ0.49mになる、東西に長い不整隅丸長方形の土坑である。遷構は東恨I）が撹乱によって大半が切られ

ている。そのため本来長径は東西になると思われるが、確飽できる遷構では南北のほうが 0.20mほど

長くなっている。本遷構の周辺は、北と南の両方にまとまった預棺茎群があり、その喪棺茎群の宴ん中

ほどに本遷構がある。遷構は北側と南側に段差が見られ、 0.10mほど低くなっており、複数回使用さ
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れた時にできた段差と思われ、そのうち南恨fjからは遷物は出土していないが、北側からは坑底からだい

ぶ浮いた状屯こで土器片が出土しており、ほぼ浣形の鋤先口緑と素口緑の壺が一点ずつ出土している。

SK 13203 

11~13区の南西のV-44、45区回の間に位匿する。規模は長軸3.65m、短軸 1.78m、深さ 0.56

mになる不整隅丸正方形と見られる土坑である。東恨fjがSK13189に大きく切られており、正確な形は

抑めない。遷構束側に 0.20mほど掘られた不整円形と不整楕円形の小穴が二つ存在する。本遺構の周

辺は、北に竪穴式住居があり、また、南には哀棺茎群のC群が見つかっている。出土遷物は、土器は南

から西に向かって逆コを描くように 6点、北東側に 1点坑底から浮いた状態で出土している。断面は

レンズ状になっているが、土器が出土している中央付近になると思われる場所が0.1mほど高くなって

いる。

SK 13237 

11~13区の南西のW-44区回に位匿する。規模は長軸 1.86m、短軸0.75m、深さ 0.16mになる、

南北に長い不整方形の土坑である。本遷構の周辺は、南側の下には海があったが、本遷構の坑底のほう

が0.80mほど高かった。また、すぐ南には甕棺茎群のB群が、東には前方後円坦が見つかっている。

遷物は括栽していないが、土器片が出土している。

SK13244 

11~13区の南西の W-44区回に位匿する。規模は長軸 2.28m、短軸 1.67m、深さ 0.16mになる

不整方形と見られる土坑である。北側の大半がSK13245や撹乱によって切られてしまっている。その

ため長径は本来南北になると思われるが、確詔できる選構は東西のほうが長くなっている。また、南東

側も撹乱によって→紐切られている。本遷構の周辺は、東に SJ13348が隊接するほか、北から南西

にかけて喪棺茎群c群を含めての甕棺茎群が見つかっている。遷物は土器片が 5点出土している。断

面はレンズ状の形屯窃をしており西側が束恨fjよりもきつい坂となっている。

SK13245 

11 ~ 13区の南西の W-46区回に位匿する。規模は長軸 2.61m、短軸 1.74m、深さ 0.43mにな

る束西に長い不整楕円形の土坑である。西側になるにつれて深くなっており、北側、北西に撹乱があ

り大きく切られている。また束恨ljも遷構内に撹乱が存在しており切られている。南東側にも撹乱があ

り一部切られている。南西側では SK13244と接しており、これを切っている。本遷構の周辺は、南束

にSJ13348が隊接するほか、北から南西にかけて哀棺茎群C群を含めての喪棺茎群が見つかっている。

遷物は土器片が南西から 1点出土している。

SK13308 

11~13区の南西のV-45区回に位匿する。規模は長紬 1.31m、短軸 1.25m、深さ 0.36mになる

不整円形の土坑である。東側から南側にかけて SK13189土坑を切っており、南側ではさらに SJ13310

を切っている。本遷構の周辺は、北側に堅穴式住居があり、南には我棺茎群のC群が存在する。遷物は

土器片 10点が南側に集中するような形で出土している。断面は逆台形をしており、南捜fjが北側よりも

緩い掘り方となっている。

SK13314 

11 ~13区のやや南西のW-45区回に位匿する。規模は長軸2.93m、短軸 2.03m、深さ 0.72mに

なる不整隅丸正方形とみられる土坑である。周辺には、北側に喪棺茎がまとまって出土している C群が

ある。北西側はSK13318に、南西側は撹乱によって西側の大半が切られている。また南東は SK13328
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によって大半が切られている。北東側は撹乱によって一部が切られている。遷構内に不整円形、不正楕

円形の小穴とみられるものが 6つある (SK13328による推定線付近のも含む）。遷物は、ほぼ完形の壺

が2点及び土器片、そして北側から勾玉が 1点、その他に羞玉製管玉の合計4点が坑底より浮いた状

態で出土している。断面は逆台形をしており、残っている遷構部分を見る分に、西側は東側よりも緩い

掘り方となっている。

SK13318 

II ~13区のやや南西のW-45区回に位匿する。規模は長軸 2.39m、短軸 1.78m、深さ 0.72mに

なる東西に長い不整長方形の土坑である。周辺には、北側に登棺茎がまとまって出土しているC群があ

り、北側には多くの我棺茎が存在する。本遷構では、東側に接している SKl3314を切っている。北恨IJ

と南側に撹乱があり、一部が切られている。遷物には石女が遷構北恨IJから坑底より浮いた状態で出土し

ている。また、中央の坑底上を中心にほぼ完形の壺を含め土器片が 17点出土している。断面は御椀状

の形をして振られている。一部束側が撹乱によって切られている。

S K 1 3 3 2 2 

II ~13区のほぽ中央のT-42とU-42区回にまたがって位匿する。規模は長軸 1.64m、短軸 1.52m、

深さ 0.57mになる。東西に長軸を持つ楕円形と思われる土坑である。この付近は、茎道があったと思

われる付近であり、それに関連する土坑である可能性がある。南東側でSJ13167と切りあっているが、

南側では SK13022を切っている。周辺の状況では、南に SH13086が、南東にも SHI1279が存在する。

断面は、逆台形の形をしており、西側が東側よりやや緩い掘り方となっている。遷物は土器片が中央付

近に 2点と、碧玉製管玉が北側から北東側にかけて 3点出土している。

S K 1 3 3 2 6 

II ~13区のほぼ中央のT-42区回に位匿する。規模は長軸 1.91m、短軸 1.34m、深さ 0.56mに

なる、東西に長い不整楕円形の土坑である。北側は SK13334と接しており、切っている。東側では

SD13085とSJ13048と接しており両方とも切っている。遺物は、東側に比較的土器片が集中しており、

合計 9点が出土している。西側も 3点が集中した形で出土している。またその中間に 1点土器片が出

ている。断面は逆台形の形をしており坑底はほぼ平坦な状煕こなっている。

SK 13327 

II ~13区のほぼ中央のT-42区回に位置する。規模は長軸3.40m、短軸 2.90m、深さ 0.56mに

なる東西に長い不整円形の土坑である。本選構の西側は撹乱によって大きく切られているため、連構の

形は分かりにくい。確認できる範回では、東側の振り始めの部分を底にしたら、平面プランはフラス

コ状の形に見える。本遷構の北東側内部に SJI3049が重なっていたが、坑底までは届いていなかった。

また、 i費状遷構である SDl3085が本遷構の東側と重なっており、南西側ではSJ13325を切っている。

本遷跡の周辺には、北と東に周沸茎が存在する。遷物は坑底の南側に羞玉製管玉が坑底より浮いた状態

で3点出土している。断面は、逆台形の形をしており、坑底はほぼ平坦になっている。また、東側が

西側よりもやや緩やかに振られている。

SK13331 

II ~13区のほぼ中央のT-42区回に位匿する。規模は長軸 1.15m、短紬 0.97m、深さ 0.56mに

なる南北に長い不整三角形の土坑である。北側はSKl3032と重なり、西側は SXl3029に切られ、南

側では撹乱によって正確な振り始めの高さは確詔できなかった。遺構内西側には深さが霰大 0.56m

に達する楕円形の小穴が確詑された。本遷構の周辺には、北と東に周濃茎があり、西にはi費状遷構
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SD13085が存在する。遷物は土器片が坑底から浮いた状態で 23点、小穴から 2点出土している。断

面は SK13032と撹乱によって正確にはわからないが、逆台形に近いものと思われる。また、坑底は小

穴を除いてほlf7J<平にされている。

SK13351 

II~ 13区のほぼ中心の U-42区回に位匿する。規模は長軸2.17m、短軸 1.50m、深さ 0.58mに

なる束西に長い不整楕円形の土坑である。本遷構を中心として、いくつかの連構が団子状に寄り菜まっ

ている。そのうち、北側をSJ13082に、東側を SKJ3352によって大きく切られ、南側に接している

SK13170土壊茎と、西側に接している SK13353土壊茎を切っている。南西側には後に掘られた跡が

見られた。遷物は碧玉製管玉が 1点遷構中央部から出土している。断面は、東側が SKI 3352に途中で

切られているが、皿型に近い断面と見ることができる。他に、西側は壁に向かってやや坂になっている

部分が東側より 0.2mほど長い。

SK13358 

11~13区のやや南西側の V-45区回に位匿する。規模は長軸 1.75m、短軸 1.52m、深さ 0.43m

になる東西に長い不整円形とみられる土坑である。周辺は撹乱されている楊所が多く、本遷構も撹乱に

よって南側が大きく切られ、さらに北恨1Jも撹乱によって一部が切られているため正確な形は分からない。

東側には後に小穴を掘ったと思われる跡が見られた。遺構周辺には南側にはC群の甕棺茎群がある。遷

物は土器片が 11点出土しており、そのうち 10点が坑底の中心部上から出土である。坑底は南北に長

い楕円形の形をしている。断面は逆台形だが、西側は束に 1.00mほどをかけて、なだらかに掘られて

いる。

SK13378 

11~13区のほぼ宴ん中のT-41区回に位匿する。規模は長軸 0.67m、短軸 0.56m、深さ 0.39m

になる不整楕円形の土坑である。茎道と考えられる付近に位匿するが、年代については不明である。近

くにある遺構は、西側に SJJ3110、SJl3118があり、南には SJl1271、SJ!1274が存在する。束側に

は古浜時代の古浜が作られている。また北側を撹乱によって大きく切られているため遷構の正確な形は

分からない。遷物は碧玉製管玉が 1点出土している。

SK13387 

II~ 13区の西側のV-45区回に位匿する。規模は長軸 1.08m、短軸 0.50m、深さ 0.64mになる

不整円形と思われる土坑である。本遺跡の周辺は喪棺茎が密集している地域であり、 C群の中に存在す

る。その中で本遷構は、北側に接している SJ13297を、南に接している SJ13206切って、東側に接し

ている SJ13204に切られている。また、 SJ13321の宴上に本遷構が作られている。その他に、南側を

撹乱によって切られている。遷物は碧玉翌管玉が坑底より浮いた状屯数で4点出土している。

SK 13399 

11 ~13区西側拡張部の U-50区回に位匿する。規模は長軸2.25m、短軸0.95m、深さは確詔でき

る鞄回で 0.15m程になる束西に長い不整楕円形の土坑である。方形周演茎の STJ3398の内部に存在

する。周辺は撹乱が多数存在し、本遷構も北側を撹乱によって大きく切られている。そのため遷構の形

は推定となる。遺構内の南側に振り込みがあり、坑底の深さは霰大 0.35mあり、さらに南側に円形の

小穴が振られている。小穴の綬大の深さは掘り込みの坑底からさらに 0.09mほど掘られている。遷物

は碧玉翌管玉が西側より 1点出土している。 ST13398の主体部になる可能性が高い。
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3, 遠物

(1}土漉宴

①土器

SK13155 (図 36・1~ 3} 

図36-1~3は鋤先口緑壺である。 1と2は口緑部上端を水平に外側へやや｛申び、端部をコの字に詞

整され、内側への突出も少し見られる。さらに 2は暗文をもっている。 1の色詞はやや橙色で 2は橙色、

ともに内恨I）をナデ、外恨I）をヨコナデで調整している。 3は、口緑部のみだが口緑部上端を水平に、端部

をコの字に調整、内恨I）に断面三角形の突出をもち色調は橙色で、ほとんどをヨコナデで調整している。

焼成は 1~3どれも良好である。

SK13328 (図 36・4}

図36-4は祟口緑広口壺である。口緑部が頸部つなぎ目から宴っ直ぐ立ち上がって｛申び大きく開くよ

うに外反している。端部をヨコナデによるコの字に詞整をしており、胴部霰大径にあたる部分には断面

M宇突帯を→条もっている。頸部雌I）に暗文を愧され、胴部外側と内側頸部をミガキ、内恨I）胴部をナデ

で詞整し、外面と内側頸部まで丹捻りされている。底部の際さは袴く、弥生時代の中でも比較的に新し

い壺にあたる。

SK13339 (図 36・5}

図36-5は索口緑広口壺である。口緑部が頸部つなぎ目から外反して大きく問いているが、図36-4

の壺よりは口緑部の広がりは小さい。堵部に丸みを帯びた詞整をうけ、胴部には断面三角形の突帯を一

条もっている。頸部外恨I）に暗文が施され、胴部内恨I）をナデ調整されている。底部の厚さは比較的厚く上

げ底を愧されている壺である。

②石器、育銅器

SK13362 (図 37・1~ 3} 

図37-1~3は店製石鏃である。 1と2は風化による彩溢が破しく見られるが、図37」は完形の有

茎店翌石鏃で、図37-2は無茎店製石鏃、図37-3は風化による彩溶も少なく、先端が欠捐している有

茎鏃である 。

図37-1、3は吉武裔木遷跡Kl25甕棺茎（『吉武遷跡群l/llljJ[996福岡市教育委貝会）出土例に類似する。

同甕棺はJ!AID2であり、中原編年II-I (古段階）期にあたる。

SK13363 (図 37・4}

図37-4は店製の無茎石鏃で、先端が欠捐している。黒色の石材を使用している。

SK13385 (図 37・5、6}

図37-5は育網製切先で、先端の一部が残存している。図37-6は店製の石剣切先で、甚部が欠捐し

ている。 5と6は共に銘をもっていた。

③石製玉類

SK13346 (図 38・1}

図38-1は硬玉製の栖小形勾玉で、｛本部を歪なくの字に曲げている。硬玉自体は深い緑色をしていて、

間に白濁になっている部分がある。穿孔方向は両面からの穿孔になっている。他には碧玉製の管玉が

30点出土している。
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SK13353 (図 38-2)

図38-2は硬玉製の垂飾で、小さな長方形に穿孔がある。色詞は深い緑色の中にも透き通った緑色が

あり、白寧訳もある。穿孔方向は片面からの穿孔になっている。他に磐玉製の管玉が 1点出土している。

SK13371 (図 38-3、4)

図38-3は硬玉製の半決状勾玉で、イ本部を U字ないし、くの字に曲げている。穿孔のある頭部を方柱

状に、尾部に向かって細くなる調整を施している。色詞はそのほとんどを白色と混ざり合ったような淡

い緑色になっており、間に透明感のある緑色も見られる。

図38-4は硬玉製の櫛形勾玉で、腹部に 3固所の剖りこみを愧す。色詞は全体的に白色がi尉蜀し、淡

い緑色ないし溺った緑色をしている。

図38-3と4は共に穿孔方向は両面からの穿孔である。

會
四

Sl(1S3樟

/-::-=I¥ 
．， ,--·,·\i'~ ぷ＇
Ii (_ 
＼忍、'.¥:、ヽ ‘・・・、、

は
包

兌
砂 札

3
.
J
 

,．
 

'
,
9
9
.
 

ー
荻

r.J
n
ぃー-

〇

,
J
2
 

亀

笞I
ー

訳13353

（〗汀

0
0
 

p: を•‘
~[. 含ヽ¥,， ... 

..,., 
'I 

JJ -、,'i,r :.、．、.I 
℃ .--・、/

3 

,,,,.--、
し_J

三

}

認
引
J
~
1
1可
・

•• 
• 

l

-

.-＿ ．． 
f
>

．に＂じ

r-ヤ・ヽ
｀

t

-

4
 

,' 
＇ 
9
,
I
‘
 .. 

,＇
4
'
9
,

＇ 

,＇‘ • 

• 
,
 

2
-

:‘’> 

-.、ヽ乃ート心，，＇’

61(13371 

゜
3"rn 

図 38 土壌要出土玉類 (1/1)

80 



(2)土坑

①土器

SK11292 

SKI 1292からは出土遺物が多かった為、ある程度分類し、古い順になると思われる順番でlofせ、衣

棺の土器編年は、『中原遷跡w』のV章の編年を参考にした。

図39-1~図41-4はいずれも鋤先口緑甕で、図42-1~図43-3は喪棺、図43-4~図44-6は壺である。

図39-1~6は口緑部のみの残存で、 5には丹捻りが挽されている。 1~3は突帯を持ち、口緑上端

が平坦。 1の口緑端部はコの宇詞整、 2、3は丸みを持ち、内恨f）への突出は段差がなくあまり見られない。

口緑部の下には断面三角形の突帯が施されており、 3は突帯に刻み目を持つ。口緑部と突帯の間に稜が

わずかに見られ、1の胴部はあまり勝らまず、2、3はやや膨らみを持つ。 1、3の詞整は口緑部をヨコナデ、

外恨1）、内恨1）をナデ、 2の口緑部はヨコナデ、外恨1）をハケメ、内恨1）をナデ。 1の色詞は外恨I）がにぶい橙色、

内恨f）が橙色、 2の色詞は外恨f）がにぶい橙色、内恨1）が橙色、 3は外恨f）、内恨f）共に橙色で、焼成は良好である。

4~6は口緑上端が平坦で、 4と6の口緑培部は丸みを持ち、 5はやや三角形に近い形になり、内恨f）
への突出は段差がなくあまり見られない。 4~6の胴部はあまり膨らまないが、 4は肩部を持つように

なっている。詞整は 4~6共に外恨f）をハケメ、内恨1）をナデ。色詞は4と6共に外恨f）、内恨I）が橙色、 5

は外恨f）が橙色、内倶I）がにぶい橙色。焼成はいずれも良好である。

図39-7、8はほぽ浣形で、 7には丹捻りが挽されている。 7、8は口緑上端が平坦で、 7はやや内恨IJ

に傾斜し 8は端部がやや垂れる。口緑端部は共に丸みを持ち、内側への段差は無く、突出はあまり見

られなない。胴部も共にやや膨らみを持つ。 7の詞整は、口緑部をヨコナデ、外恨f）をハケメ、内恨f）を工

具によるナデ、底部はナデで、やや上げ底になっている。 8の調整は口緑部をヨコナデ、外恨1）をナデ後

ハケメ、内恨1）、底部をナデで、平底になっている。 7の色詞は、外恨I）、内側共に橙色で、 8は外恨I）、内

側共に浅黄橙色。焼成は共に良好である。

9~ 12は口緑部のみの残存で、 9、II、12には丹塗りが施されている。口緑上端は平坦かやや内恨1）
に傾き、口緑端部はいずれも丸みを持ち、内恨f）への突出は段差が無くあまり見られない。胴部はいず

れもやや膨らみを持ち、 10の胴部外恨f）に煤が付笞。詞整はいずれも口緑部をヨコナデ、外阻1）をハケメ、

内恨1）をナデ。色詞は9、11が外恨1）、内恨f）を共に橙色、 10は外恨f）をにぶい橙色、内恨I）がにぶい黄橙色、

12が外側、内恨f）共に明赤褐色。焼成はいずれも良好である。

図40-1~3、5は口緑部のみ残存で、4は底部のみ欠いている。そのうち l、3、4に丹塗りが施されている。

いずれも突帯を持ち、口緑上培は4がやや丸く、外恨f）に垂れ、そのほかは平坦になっている。口緑端部

は5がコの宇調整で、他はいずれも丸みを持ち、 1、2、4の内側への突出は段差が無く、 3はごくわず

かに段差があり、 5ははっきりと段差がある。いずれもあまり突出せず、口緑部下には断面三角形の突帯

を持つ。胴部は膨らみを持つ。色詞は 1、2が外恨f）、内側共に橙色、 3の外恨f）をにぶい掲色、内恨f）がにぶ

い橙色、 4が外恨i）、内恨f）共ににぶい黄橙色、 5は外恨1）、内恨I）共に橙色、焼成はいずれも良好である。

6は口緑部のみ残存で、口緑上端は平坦。口緑堵部は丸みがあり、内側への突出は段差を持ち、やや

伸びる。口緑部下に断面三角形の突帯を 1条持つ。口緑部と突帯の間に稜が鮮明に見られ、胴部は膨

らまず、 i本の可能性も考えられる。調整は口緑部をヨコナデ、外恨1）、内恨1）をナデ。色詞は外恨1）をにぶい

橙色、内恨1）を橙色。焼成は良好である。

7は口緑部のみの残存で、丹塗りが愧されている。口緑上端は平坦で、口緑培部はやや垂れる。口緑

端部は丸みを持ち、口緑部下に断面三角形の突帯を 2条持つ。 2つの突帯の間に稜がわずかに見られる。
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胴部は大きく膨らむ。内恨ljへの突出は、段差は無くあまり見られない。網整は、口緑部をヨコナデ、外

側をハケメ、内側をナデ。色詞は外側、内側共ににぶい橙色。焼成は良好である。

8~10は口緑部のみ残存で、 9、10には丹塗りが施されている。口緑上端はいずれも平坦で、 8、

10は口緑培部がやや垂れ、培部はいずれも丸みを持つ。内側への突出は段差を持ち突出する。 8の胴

部はやや8松らみ、 9、10はあまり見られない。詞整は、 8、10が口緑部をヨコナデ、外側をハケメ、

内側をナデ、 9は口緑部をヨコナデ、外側は不明、内側はナデ。色詞は 8が外側、内側共ににぶい黄橙

色、 9、10が外側、内側共に橙色。焼成は良好である。

図41」は口緑部のみ残存で、口緑上端は平坦、口緑端部は垂れ、端部は丸みを持つ。内側への突出

は段差が無く、あまり突出しない。口緑部下に断面三角形の突帯を 2条持つ。突帯の間に稜が見られる。

胴部は大きく膨らむ。詞整は、口緑部をヨコナデ、外恨ljをハケメ、内側をナデ。色詞は、外側をにぶい

橙、内側を橙色。焼成は良好である。

2は口緑部のみ残存で、口緑上瑞は平坦で、やや外側に傾く。培部は丸みを持ち、内恨ljへの突出は段

差を持ち、突出する。胴部はあまり膨らまない。詞整は、口緑部をヨコナデ、外恨ljをハケメ、内側をナ

デで、外側には煤が付名している。色詞は外側、内恨lj共に橙色で、焼成は良好である。

3、4はほぼ完形で、 4には丹塗りが施されている。口緑上培は平坦で、口緑端部は丸みを持ち、内

側への突出は段差が無く、 3は突出が弱く、 4は突出が強い。胴部の膨らみは共にあまり見られない。

調整は、共に口緑部をヨコナデ、外恨ljをハケメ、内恨I）をナデ。 4は焼成後、底部に内恨I）から穿孔を施さ

れる。 3には外側、内側に煤が付喧し、共に底部の一部に煤が付屯。色詢は 3が外恨I）をにぶい黄橙色、

内恨ljをにぶい黄褐色、 4が外側、内恨lj共に橙色。焼成は良好である。

5は胴部から底部にかけての残存、胴部はあまり膨らみを持たない。詞整は、外恨ljをハケメ、内側と

底部をナデ、平底をしており、わずかに胴部内側に煤が付著している。色調は外側、内恨lj共に橙色。焼

成は良好である。

図41-6、7は口緑部のみ残存で、胴部と口緑部の付け根がくの宇状のようになり、口緑上端は外恨lj

に垂れ、内恨ljへの突出が無い。口緑端部は丸みを帯びている。胴部の形屯呈は残存が少なく不明。詞整は、

6、7共に口緑部をヨコナデ、外側を 6がハケメ、 7はハケ後ナデ、内側を 6、7共にナデ。色調は、 6

洲こぶい黄橙色、 7は橙色。焼成は共に良好である。

図41-8~IIは口緑部のみ残存で、 8には丹塗りが挽されている。胴部と口緑部の付け根がくの字

状になり、口緑上培は外側に立ち上がり、内側への突出が無い。口緑培部は丸みを帯びておる。胴部は

8、10、11があまり膨らまず、 9がやや膨らむ。詞整は、 8が全面をナデ、他は口緑部がすべてヨコナデ、

9は外恨1）をハケ後ナデ、内恨I）をナデ、 10、11は外側をハケメで、内側を 10はナデ、 11はハケメ。色詞は、

8が橙色、 9はにぶい赤掲色、 10は黄灰色、 11は黄橙色。 9、10は外側、内側共に、煤が付呑している。

図42-1は口緑部のみ残存の中型甕棺で、口緑部は逆L字状の鋤先口緑である。口緑上端は平坦で、

やや外側に傾く。培部はコの字罰整されており、端部は袴くなるよう浚しながら整形したように見え、

外側に大きく突出する。内側への突出は段差が無く、あまり見られない。胴部は大きく膨らみ、断面三

角形の突帯が 1条見られる。これらの特徴から中型我DかEに分類されると思われる。詞整は、口緑

部外恨ljをヨコナデ、内側は店耗の為不明。また、口緑部から外側にかけて黒塗りが施されており、外恨Il
には黒班も残る。

図42-2はほぼ完形の中型襄棺で、口緑部は逆L字状の鋤先口緑である。口緑上端は平坦で、やや外

側に傾く。口緑端部はコの宇調整され、内側への突出は段差を持ち突出する。胴部は大きく膨らみ、胴
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部殻大径とその上に断面三角形の突帯を 2条持つ。これらの特徴から中型預DかEに分類されると思

われる。詞整は口緑部をヨコナデ、外恨f）、内恨f）、底部をナデ、また、胴部中腹を赤色顔料、下部を黒塗

りで彩色している。焼成は良好である。

図43-1~3は口緑部のみ残存の喪棺で、 1、2は大型甕棺、 3は中型喪棺で、口緑部は逆L宇状の鋤

先口緑になっている。そのうち、 1、2は内恨f）への突出のほうが大きく、 1と2では 2のほうが長くなっ

ている。口緑上培はいずれも外側に傾いており、特に 1は大きく傾く。口緑端部はコの字調整をされて

いる。これらのことから、 1は大型甕Dの汲田式摂棺、 2は大型空Eの須玖式甕棺に、 3は中型甕Eの須

玖式摂棺になると思われる。調整は、口緑部をすべてヨコナデで、 1の外恨f）をナデ、内恨f）をハケ後ナデ、 2、

3は外恨f）をヨコナデ、内恨f）をナデ。色詞は、 1はにぶい赤褐色、 2、3は橙色。焼成は良好である。

図43-4~6は口緑部が逆L字状の鋤先口緑広口壺で、 5、6には丹塗りが施されている。口緑部か

ら肩部までの残存である。頸部の形は、 4、6が上方に向かって開き、 5はややそりを持ちながら朝顔

状に開き、翌部の長さは比較的短めで、あまり外恨f）への開きは強くない。口緑上端は、いずれも平坦で、

外恨f）への突出はそれほど見られない。口緑端部は 4が丸みをもち、 5、6はコの字詞整されている。ロ

緑部の調整はすべてヨコナデで、 4の頸部はタテ工具ナデ、内恨I）をナデで、煤が外恨I）の前面に付呑して

いる。 5は全面をヨコナデ、 6は肩部まで残存しており、口緑部を除く全面をナデ。色調は、 4は外恨IJ

がにぶい橙色、内恨f）がにぶい黄橙色、 5は外憔1）が浅黄橙色、内恨1）が橙色、 6は外恨1）がにぶい橙色、内恨IJ

が橙色。焼成はいずれも良好である。

図43-7~ 10は口緑部が逆 L字状の鋤先口緑広口壺の口緑部から頸部までの残存である。そのうち

7、10には丹塗りが施されている。頸部は、 7~10は上方に向かって開く。頸部も長くなり、外恨f）へ
の開きが増え、内側の突出も見られる。口緑上瑞は、 7、8、は平坦で、外倶f）への突出は、 8はよく｛申び、

7は8ほどではないが伸びる。 9、10の口緑上培は外恨f）に下がり突出は少なめ。口緑端部は、いずれも

コの宇調整されている。口緑部の調整はすべてヨコナデで、 7~10の外恨f）、内恨1）をナデ。色詞は、 7

の内恨1）がにぶい橙色、 7、8が外恨f）を橙色、 8、9が内恨f）を橙色、 9、IOが外恨f）をにぶい黄橙色、浅黄橙

色。焼成は 7、10が良好、 8、9はやや不良である。

図43-11、12、図44-1、2は、口緑部が逆 L字状の鋤先口緑広口壺の口緑部から頸部の残存で、

II、12、図44-2は朝顔状に開き、特に 2の反りは強い。図44-1は上方に向かって開く。 II~2は

口緑上端が平坦で、 12は外恨f）への突出は少なめで、 II、1、2は外恨f）へ長く伸び、いずれも内倶I）の突

出が目立つ。詞整はいずれも口緑部がヨコナデで、 12は外恨1）をハケ後ナデ、内恨f）をナデ、 1が外側、

内恨f）共にナデ、 II、2は全面ヨコナデ。色調は、 II、12、1が橙色、 2が浅黄橙色。焼成はいずれも

良好である。

図44-3~6は口緑部が素口緑広口壺で、いずれも丹塗りが施されている。 3~5はほぼ完形、 6は

胴部の中位より下を欠捐している。口緑部はいずれもコの字詞整。頸部はいずれも朝顔状に開く。頸部

は3、5、6の根元は一端垂直に立ち上がり外反、 4は根元から外反する。霰大径はいずれも胴部にあり、

3、5は肩部に、 4は中位よりやや上に、 6は胴部の下が不明だが、肩部にくると思われる。 3の詞整は、

口緑部をヨコナデ、外恨f）をミガキ、内恨f）を工具によるナデ、頸部外倶I）をヘラミガキと暗文、頸部内倶I）を
ナデ、底部はナデで、平底をしており黒班が見られる。 4、5は外恨1）をヘラミガキ、内恨f）をナデ、頸部

外偵1）を全面暗文、内恨f）をヘラミガキ、底部はやや上げ底で、 5は外恨f）から穿孔され、 4は外側に黒班が、

5は内恨f）に煤が付笞、 6は外恨f）が店耗の為不明瞭、内恨f）をナデで、外恨f）を丹塗りしている。色詞は、 3、

4が橙色で、 5、6はにぶい黄橙色。焼成は 3~5は良好で、 6は不良である。
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図45-1、2は高杯である。 2には丹塗りが施されている。 1はほぽ完形で残存しており、 2は杯の底

面から裾部までを残存している。 1は鋤先口緑を持った裔杯で、口緑部上培面が平坦で外側へ｛申び、下

ヘ少し垂れる。 1は口緑瑞部にヨコナデによるコの字調整、裾瑞部は 1も2もヨコナデによるコの字

詞整がみられる。また、 1、2共に裾部外側はヘラミガキによる調整、 2の杯と裾の結合部に突帯が一条、

裾部内捜f/にはシポリ痕がある。それぞれ焼成は良好で、 2の外側の色調が明赤褐色になっている。

図45-3~8は器台である。 3、6~8は数形の器台で、 4、5は裾部分のみの残存となっている。 3、

6~8は受部よりも裾部の方が大きく作られている。 4、5は裾部分のみの残存となっているため不明。

3~6の受部端や裾部端はヨコナデによるコの字詞整で、7、8はカキメによるコの字調整になっている。

また、外側は 3~8全てハケメ詞整になっている。焼成は全て良好になっていて、色詞は、 3、5がに

ぶい橙色、 4がにぶい橙色とにぶい黄橙色、 6が橙色と明黄褐色、 7、8が橙色になっている。

図45-9~ 12は支脚である。残存部が底部付近のみのため、全体的なことは分からない。外側の調

整は全てナデで、全てに穿孔があり、 9は頁通している。さらに、 9、12は樟による穿孔痕がみられる。

図45-13は椀である。口緑端部はヨコナデによるコの字詞整が挽され、外側と内側の詞整はナデに

よるもので、さらに内側に指頭圧痕がみられる。また、底部には輪粗み痕がみられる。焼成は良好で、

色詞は内外共に浅英橙色になっている。

図45-14~ 16は全本である。 14、15には丹塗りが施されている。 14は鋤先口緑になっている。上端

は平坦に外に伸び、内側の突出が目立つ、また、内側には煤が付者している。 15は口緑端部が外側に、

ややくの宇状に立ち上がり、上培は平坦で上にのび、底部に煤が付者している。 16は素口緑で、底部

に煤が付名している。それぞれ口緑端部はヨコナデによる丸みをおびた調整、内恨f/も全てナデ、外側は

14がナデ、 15がハケメ、 16がヘラミガキによる詞整になっている。

図45-17~ 19は益である。 19には丹塗りが施されている。全て描み部分の哀中にくびれがある。

18は端部も残存しヨコナデによるコの字調整を挽されている。 18は器両が低く、 19は器高が商い。

17も描み部のみの残存だが、 19に近い器裔と見られる。また 19には煤が付著している。 17、18の

外側はハケメ、 19は描み部がナデ、あとはハケメの網整、内側の調整は全てナデになっている。

図46-1~17は底部のみ残存で、2、9~14、16には丹塗りが施されている。そのうち 1~11は哀、

12~ 17は壺になると思われる。

1~11の摂底部のうち、 1~8、10の詞整は外恨I/をハケメ、内側をナデ、底部をナデ、 9は外恨II、
内倶f/をナデ、 11は外側、内側をミガキ。黒班がついているものは、 1~4、9、11で、 11以外は底部

外側のみ、日は底部外側と内側両方に黒班が見られる。 1、6~11は平底、 2は上げ底、 3~6はや

や上げ底、そのうち、 4は焼成後に底部外恨I/から穿孔され、 1には指頭圧痕が内側に見られる。胴部の

形は、 1~8は直線的に立ち上がり、 9~11は膨らむように立ち上がる。色詞は、 1、2、4、6、7、

9~11が外側、内側共に橙色、 3は外恨f/を橙色、内恨I/をにぶい黄褐色、 5は外恨IIが橙色、内側を暗灰

黄色、 8は外恨II、内側をにぶい橙色。焼成は 1、4、6、7がやや不良、その他は良好である。

12~17の摂底部のうち、12の詞整は外側をミガキ、内側、底部をナデ、 13は外側をハケ後ナデ、内恨II、
底部をナデ、 14は外恨II、底部をヘラミガキ、内恨IIをナデ、 15は外側をヘラミガキ、内側、底部と底部

付近をナデ、 16は全面ハケメで、底部と外側の接合部分をハケメ、 17は外恨II、底部をヘラミガキ、内

側をナデ。指頭圧痕は 15、17に見られ、黒班、煤は 15以外に見られ、 13は外側に、その他は底部

に見られる。 12、14、15、17はやや上げ底で、 13、16は平底つ胴部への立ち上がりは、 12は横に

膨らみ、 14、15は胴部が直線的に斜め上に彬らみ、 16、17は曲線的に斜め上に膨らみ、 13はあまり
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彬らみを持たず立ち上がる。色詞は 12、14、15、17が橙色、 13は明赤褐色、 16は明黄褐色。焼成は、

14、15がやや不良、その他は良好である。

図46-18は球胴の土器で、ほほ完形。口緑部は素口緑で無頸である。口緑端部は丸みを帯びている。

罰整は、口緑部外側をヨコナデ、口緑部内恨ljをヘラミガキ、外恨fjをヘラミガキ、内側をナデ、底部をナ

デで、底部は平底0土器の頸部と底部に黒班が見られ、色詞はにぶい黄橙色、焼成は良好である。

SK13042 (図 47-1~ 4) 

1~3は我で丹塗りが施されている。 1、2は口緑部及び｛本部が残存している。どちらも口緑部は逆

L宇状をする鋤先口緑であり、内側への突出は段差が無いが、内側に大きく張り出し、 2よりも 1の突

出が目立つ鋤先状である。口緑上端は平坦で、外側への張り出しも延びている。口緑端部は双方とも丸

みを帯びている。どちらも胴部は膨らまない。詞整は双方とも外恨りをハケメ、口緑部をヨコナデ、内恨lJ、

底部をナデで詞整しているが、 1は口緑部内側の接合部分をハケメで詞整しており、底部は平底で、輪

粗痕が残っている。色詞は双方ともにぶい黄橙色で、焼成は良好である。

3は我の底部のみ残存。調整は、外側をハケメ、内側、底部をナデ、底部は平底で輪宿痕が残ってい

る。また、内側には指頭圧痕が残っている。色詞は橙色で、焼成は良好である。

4は口緑部を欠いた壺で、頸部の付け根と型部と胴部に断面三角形の突帯を 3条持つ。胴部殻大径は

中位よりやや上にある。胴部の突帯は、胴部の綬大径の上下に一つずつ付けられている。詞整は、外恨lJ、

内側、底部ともにナデで、頸部の突帯部分のみヨコナデで付けられている。底部は平底で輪粗痕は見ら

れない。色詞はにぶい黄橙色で、焼成は良好である。外側には黒班が見られる。

SK13043 (図 47・5、6 図 48-1~ 3) 

5、6は丹捻りを施された喪の口緑部のみの残存である。両方とも口緑部は逆 L宇状をしている鋤先

口緑広口壺であり、内側への突出は段差が無く、やや内側に張り出し、 6よりも 5の突出が目立つ。ロ

緑上端は、 5はほぽ水平なのに対して、 6はやや外側に垂れる。口緑端部は両方とも丸みを持っている。

残存部分で確飽できる範囲では、 5の胴部はあまり彬れず、直線的な体系で、 6は5よりも彬れる体形に

なると思われる。 5の詞整は、外側と口緑部をヨコナデ、内捜ljを左斜め上にケズリ、 6の調整は、外恨fjを

ハケメ、口緑部をヨコナデ、内恨ljをナデとなっている。色調は、双方とも橙色で、焼成は共に良好である。

1~3は丹塗りを施された壺である。そのうち l、2は口緑部～頸部のみの残存となっている。 1、2

の頸部は上方に向かって開き、口緑部は逆 L字状の綿先口緑広口壺で、内恨ljへの突出が見られ、 2より

1の突出が目立つ。口緑上端は、 1は水平で 2は水平か、やや外に垂れる。口緑端部は共に丸みを持っ

ている。調整は、両方とも頸部外側をヨコナデ後、暗文を挽している。口緑部はヨコナデ、頸部内側を

ナデ、 2は頸部と｛本部の接合部分をヘラミガキで、体部残存部分の内側はナデに戻っている。色詞は、

1は橙色、 2はにぶい橙色で、焼成は共に良好である。 3は、頸部が上方に向かって開く素口緑広口壺で、

口緑瑞部はコの字詞整になる。口緑部が胴部の綬大径を上回る。頸都外側には暗文を施している。胴部

霰大径は中位よりやや上に有り、霰大径になる部分にM字状突帯を 1条付けられる。調整は店耗によっ

て不明瞭だが外側はミガキと見られ、内側は、口緑上端から底部にかけてナデによって詞整される。底

部一帯に黒班が見られ、色詞は橙色で、焼成は良好である。

SK13045(図 48-4~ 7) 

4は紡錘車である。三分の一ほど破捐しているが、ナデによる詞整が確認できる。

5~7は空の底部のみの残存である。そのうち 7には丹盆りが挽されている。詞整はいずれも、外

側をハケメ、内側、底部をナデによる。そのうち 5は平底、 6は上げ底、 7はやや上げ底つ色調はいず
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れもにぶい黄橙色で、焼成は良好である。

SK13063(図 48-8~11、図 49-1、2)

8、9は摂口緑部の残存である。そのうち 9には丹塗りが挽されている。両方とも口緑部は逆 L宇状

をする鋤先口緑であり内側への突出が見られ、 8よりも 9の突出がやや目立つ。口緑上端は、 8が水平

かやや外側に垂れるが、 9は外側に垂れ、また口緑部の付け根の部分が際くなっている。口緑端部は両

方とも丸くなっている。どちらも胴部は膨らまず、詞整も外恨fjをハケメ、口緑部をヨコナデ、内側をナ

デとなっている。また外面には両方とも煤が付者している。色詞は両方とも黄橙色で、焼成は良好である。

10は丹捻りが施された摂底部のみの残存である。調整は外恨ljをハケメ、内側、底部をナデ、また底

部は平底である。色詞はにぶい橙色で、焼成は良好である。

11は丹塗りが施された壺で、頸部が上方に向かって開き、口緑が逆L宇状の鋤先口緑広口壺であり、

口緑部はやや外側に垂れる。口緑端部はコの字網整をされている。胴部の霰大径は中位のやや上にあり、

胴部殻大径部分とそのやや離れた上位に断面三角形の突帯を 2条持つ。詞整は、胴部より下が外恨lj内

側共に詞整不明瞭で、胴部霰大径の突帯部分から上がヘラミガキ、口緑部から頸部内側がヨコナデ、体

部内側が胴部まで工具によるナデ、底部は平底でナデによる詞整がされ、黒班が見られる。

1は壺の口緑部から頸部にかけての残存である。頸部は朝顔状に開き、口緑が逆 L字状の錦先口緑広

口壺である。口緑部は外側と、内側への突出が目立つ。口緑上端は平坦で、口緑端部は丸みを持ってい

る。詞整は、口緑部、頸部外側、内恨fj共にナデによる。一部残存している体部の角度を見た場合、胴部

の霰大径の方が大きいか。色詞は橙色で、焼成は良好である。

2は丹塗りが施された壺底部の残存である。詞整は外側、内側、底部共にナデで、底部付近に黒班が

付者している。底部は平底である。色罰は橙色で、焼成は良好である。

SK13076(図 49-3~ 5) 

3、4は摂の口緑部のみの残存である。両方とも逆 L字状の鋤先口緑をしており、内側への突出が見

られる。口緑上端は平坦で、どちらも口緑端部は丸みを持っている。ただ、外側への伸びは 3より 4

のほうが長い。口緑部から｛本部にかけては、どちらもあまり膨らまないが、 4は3に比勺鍬合やや彬ら

みを持っている。調整、色詞は両方とも同じで、外側をハケメ、口緑部をヨコナデ、内側をナデ、にぶ

い橙色をしており、焼成は良好である。

5は丹塗りが施された、頸部が朝顔状に開く祟口緑広口壺で、口緑端部はコの字調整されている。ロ

緑部が胴部綬大径を上回る。頸部外側に暗文を施している。胴部霰大径は中位よりやや上にあり、胴部

の中位よりやや下に穿孔が一つ外恨ljより作られている。囮整は全体的に店耗によって不明瞭だが、外恨lj

と内側をミガキ、底部はナデで、やや上げ底になっている。また、底部に黒班がわずかに見られる。色

調は橙色で、焼成は良好である。

SK13100 (図 49-6、7)

6、7は丹塗りが施された壺で、 6は頸部が上方に向かって開き、口緑部は逆 L宇状をしている鋤先

口緑広口壺である。培部外恨ljがやや｛申び、内側への突出が目立つ。口緑上端は平坦で、口緑端部はコの

字詞整されているで、頸部は暗文を施されている。殻大径が胴部中位にあり、口緑部径を上回っている。

また、胴部霰大径と頸部の付け根の中間辺りに、 M字突帯が2条付けられている。調整は、外側をナデ、

突帯部分をヨコナデ、口緑部から頸部内恨1]をヨコナデ、内恨fjをナデ、底部をナデで、やや上げ底になっ

ている。胴部に黒班が付いている。色詞は橙色で、焼成は良好である。 7は、頸部が朝顔状に開く祟口

緑広口壺、口緑端部はコの宇調整されている。口緑部が胴部霰大径を上回っている。頸部には暗文を施
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している。胴部霰大径は中位よりやや上にあり、霰大径になる部分にM宇状突帯を一条付けられている。

詞整は全体が店耗の為不明瞭だが、確詔できる範回では、胴部外側の肩部をヘラミガキ、内側をナデ、

頸部内側をヘラミガキ、底部はナデで、平底になっており、黒班が見られる。そして全体に丹塗りを挽

している。色詞は、外側を黄橙色で、内恨ljを橙色、焼成は良好である。

SK13189 (図 50-1~ 3) 

1~3は壺で、そのうち l、3には丹塗りが施され、2は口緑部を欠いている。 1は頸部が朝顔状に開き、

口緑部が逆 L字状をしている鋤先口緑広口壺で、口緑端部が外側へややf申び、内恨fjへの突出が見られる。

口緑上端は外側へ垂れ、口緑端部はコの字網整されている。胴部霰大径は中位にあり、口緑部径を上回っ

ている。また胴部霰大径とややその上に見かけM宇突帯を 2条付けている。詞整は、外側の下部を工

具によるナデ、中位から口緑部、頸部内側までヨコナデ、胴部内側、底部をナデで、平底になっている。

頸部の内側に輪栢痕が残っている。胴部に黒班が付いている。色詞は橙色で、焼成は良好である。

2の胴部綬大径は中位よりやや上にあり、胴部霰大径とやや上に断面三角形の突帯を 2条付けられて

いる。詞整は外側下部を工具によるナデ、突帯部分をヨコナデ、外側上部、内側、底部をナデで、平底

になっている。胴部に煤が若干付笞しており、色詞は明黄掲色で、焼成は良好である。

3は外側へ頸部が上方に向かって開く素口緑広口壺で、口緑端部は平た＜詞整されている。口緑部が

胴部殻大径を上回っている。頸部には暗文が全体に施されている。胴部霰大径は中位よりやや上にあり、

M字状突帯を 1条付けられている。調整は、外側の下部以外をヘラミガキ、内側をナデ、頸部内恨fjを

ヘラミガキ、底部と胴部下部をナデで、平底になっている。色詞は橙色で、焼成は良好。

SK 1 3 1 9 1 (図 50-4~ 10} 

4~6は丹塗りが焼された壺で、口緑部から頸部にかけての残存で、 6はわずかに胴部が残る。 4、5

は口緑部が逆 L字状の鋤先口緑広口壺で、頸部が朝顔状に開き、口緑端部が外恨ljヘ｛申び、内側へ突出する。

口緑上端は平坦で、口緑端部はコの字調整されている。朗整は、両方とも頸部外恨ljから口緑部にかけて

ョコナデ、頸部内側は、4は口緑部下からすぐにナデ、5は頸部中位からナデ。 4は頸部外側に煤が付笞。

色詞は両方とも橙色で、焼成は良。 6は、頸部が上方に向かって開く鋤先口緑広口表で、逆 L字状のロ

緑部を作る際に粘土を重ねている為厚くなっている。外側への突出は弱く、内側への突出が見られ、ロ

緑上端は丸みを持っており、口緑端部はコの字調整されている。調整は、外側がナデ、口緑部がヨコナ

デ、頸部外恨lJ、頸部内側がナデで、頸部の外側は暗文が施されている。色調は外恨ljがにぶ＇い橙色、内倶 1j

が橙色で、焼成は良好である。

7~9は底部のみの残存で、そのうち 7は喪、 8、9は壺である。 9には丹塗りが愧されている。 7

の調整は外側をヘラミガキ、内側を工具によるナデ＇、底部をナデで、破捐しているが平底と思われる。

外側、内側共に煤が付著している。 8の詞整は不明瞭ながら、外側を荒いハケメ、内側を工具によるナデ、

底部をナデで、平底である。 9の詞整は外恨ljをナデで、底部付近をハケメ、内側をナデ、底部をナデで、

平底である。 8の焼成は暗灰英色で、 9は橙色、共に焼成は良である。

10は丹塗りが施された無頸壺で、口緑部は逆 L字状をしている鋤先口緑無頸壺で、内側へわずかに

突出する。口緑上培は平坦で、口緑培部は平坦に調整されている。詞整は、外側下部をヨコミガキ、外

側上部をミガキ、口緑部をヨコナデ、内阻1jをナデ、底部は欠損している為不明である。色調は外側が橙

色、内側がにぶい黄橙色をしており、焼成は良好である。

SK13194 (図 51-1~ 5) 

1~5すべてが壺で、 2~4は丹塗りが施されている。 I~4は口緑部から胴部にかけての残存で、

87 



5はほぽ浣形の残存である。 1は口緑部から肩部までの残存となっている。頸部は朝顔状に開き、口緑

上端は平坦で、外側への突出は弱く、内恨1）に突出する。口緑端部はコの字詞整となっている。詞整は、

外恨1）がナデ、口緑部がヨコナデ、内恨fjが指頭圧痕、頸部外恨1）をヘラミガキ、頸部内恨1）をナデ。頸部と胴

部の槃ぎ目に断面三角形の突帯が付けられ、その周辺はヨコナデで詞整されている。色詞は橙色で、焼

成は良好である。

2は口緑部から頸部の残存で、口緑部は逆 L字状の鋤先口緑広口壺である。頸部は朝顔状に開く、ロ

緑上端は丸みを持ち外側へ｛申び、内側へ突出する。口緑端部はコの字に調整され、刻目を施されている。

詞整は、口緑部から頸部外恨1）をナデ、頸部内恨1）は口緑部のすぐ下を横に 1条のハケメで詞整し、その

下からナデで詞整している。色詞は橙色で、焼成は良好である。

3は頸部が上方へ向かって開く祟口緑広口壺で、口緑端部はコの字調整されている。詞整は口緑部を

ョコナデ、頸部外恨1）、内恨ljをナデで、頸部外側に暗文を施している。色罰は外恨1）をにぶい橙色、内恨1）を
橙色で、焼成は良好である。

4は頸部と肩部のみの残存で、頸部と肩部の接統部分に断面三角形の突帯を 1条持つ。詞整は、外恨1）
内倶1）ともにナデ。色詞は外恨1）が橙色、内恨1）がにぶい橙色で、焼成は良好である。

5は頸部が上方に向かって開く素口緑広口壺で、口緑培部は剥落が激しく不明瞭。胴部の霰大径は中

位のやや上にあり、口緑部を上回る。詞整は店耗の為ほぼ不明瞭で、頸部外側のヘラミガキと胴部内恨1）、
底部のナデのみ確認。また、底部は平底で、黒班が見られる。色詞は橙色で、焼成は良好である。

SK13197 (図 51-6、7}

6、7はほぼ完形の丹塗りを施された壺で、 6は口緑が逆L字状の鋤先口緑広口壺である。頸部が上

方に向かって開き、口緑上端は平坦で外側へ大きく突出し、内側への突出も見られる。口緑上端は平坦

で、口緑端部は丸みを持っている。胴部霰大径は中位のやや上にあり、口緑部を上回る。胴部壼大径と

やや上に断面台形の突帯を 2条持つ。調整は店耗の為不明瞭が多いが、突帯部分はヨコナデ、口緑部

はヨコナデ、頸部内恨1）、底部はナデで、平底になっている。また、胴部に黒班が広く見られる。色調は

橙で、焼成は良好である。 7は素口緑広口壺で、頸部が朝顔状に開く。口緑培部は丸みを持っている。

胴部霰大径は、中位よりやや上にあり。口緑部を上回る。調整は外恨1）をミガキ、内恨1）をナデ、頸部外恨1）
をヨコナデ、頸部内側上位をヨコナデ、下位をナデ、底部をナデで、上げ底になっている。また、底部

付近に黒班が見られる。

SK13203(図 52-1、2}

l、2共に壺の口緑部から頸部にかけての残存で、 2は丹塗りが施され、屑部が一部残存する。 1の

頸部は上方に向かって開く鋤先口緑広口壺で、口緑上端は平坦に詞整し、内側へ突出が見られ、口緑端

部は刻目が挽されている。詞整は、頭部外恨1）、内恨1）をナデ、口緑部をヨコナデ。色詞は淡黄。 2の頸部

は朝顔状に開く素口緑広口壺で、口緑培部はコの字網整されている。届部には、 M字状突帯が 1条付

けられている。朗整は、頸部外恨1）をミガキ後全面に暗文、頸部内恨1）、肩部をミガキ。色詞は明赤褐で、

焼成はいずれも良好である。

SK13237(図 52-3、4}

3、4共に壺の口緑部から頸部にかけての残存で、 4は丹捻りが施されている。 3、4共に逆 L字状の

鋤先口緑広口壺で、頸部は上方に向かって開き、内側への突出が見られるが、 3はごく僅かな突出であ

る。口緑端部は両方ともコの字詞整されている。 3の調整は口緑部をヨコナデ、頸部外恨1）、内恨1）共にナ

デ、 4は口緑部をヨコナデ、胴部外恨1）、内恨1）、頸部外倶1）、内側共にナデで、頸部外側に煤が付者。色詞
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は、 3は黄橙色、 4は橙色、焼成は両方とも良好である。

SK13244 (図 52・5~ 8} 

5、6共に壺で5は口緑部、6は口緑部から頸部にかけての残存である。6は頸部が上方に向かって開き、

口緑部は両方とも逆L字状の鋤先口緑広口壺で、両方とも内恨ljへの突出は見られるが、 6はそれほど外

側には突出していない。口緑上端は 5が外側に傾くのに対して、 6は水平で、口緑端部は両方共コの字

調整だが、 5は刻目を施される。詞整は両方とも口緑部、頸部外倶1J、内側をナデ。色調は5が橙色で、

6がにぶい橙色、焼成は両方とも良好である。

7は丹塗りが挽された高杯で、脚部だけの残存である。脚部が残っている。中空でt不部と接合する部

分に粘土を脚の方から樟のようなもので押し込んで釜のようになっている。調整は、外倶1Jが店耗の為不

鮮明で、内側は裾部がハケメ、即部内恨lJがナデ。色詞は明赤褐色で、焼成は良好である。

8は喪で、安棺になると思われる。口緑部のみ残存である。口緑部は逆 L字状で、外側への大きく｛申

び、内側への突出も見られる。口緑上端は平坦で、口緑端部はコの字詞整されている。囮整は、口緑部

をヨコナデ、内側をナデ。色詞は橙色で焼成は良好。

SK13245 (図 52-9~ 11} 

9、10は壺で、 9は口緑部から頸部、 10は頸部と肩部にかけて残存。 9は口緑部が逆 L字状の鋤先

口緑広口壺で、頸部が朝顔状に広がり、口緑部は内側に突出が見られる。口緑上端は外側にやや傾き、

口緑端部はコの字に調整され、刻目をかもされている。詞整は口緑部をヨコナ哭頸部外側を全面に暗文、

頸部内側をヘラミガキ。口緑部内側の突出の詞整は甘く、粘土の隙間が見られる。色詞は外側がにぶい

黄橙色、内側が橙色。焼成は良好。 10は、頸部が途中までしか残っていないが、頸部は上方に開くと思う。

頸部と胴部の内側接合に稜は見られない。調整は、外側をヘラミガキ、内側をナデ、頸部外側をヘラ状

工具によるナデ、内側をナデ、頸部と胴部接合部分をヘラミガキ。色詞はにぶい橙色。焼成は良好。

11は丹塗りが挽された底部のみの残存で、喪か壺のものと見られる。調整は外側、底部が店耗の為

不明瞭、内側をナデ。底部は平底で、輪稽痕が見られない。内側底部に煤が見られる。色詞はにぶい橙

色。焼成は良好。

SK13314 (図 53-1~ 3} 

1~3共にほぽ克形の壺で、 1のみ底部が欠損し、 2、3には丹塗りが施されている。頸部はいずれ

も朝顔状に広がり、 1は口緑部が逆 L宇状の鋤先口緑広口壺であり、口緑上培は平坦で、外側へ口緑が

伸び、内側への突出が見られる鋤先口緑である。 3は素口緑広口壺で、頸部は朝顔状に開く。口緑端部

は 1と3がコの字調整、 2は丸みを持っている。いずれも頸部に暗文が挽されており、 1のみ全面に挽

される。 1、2は胴部綬大径が口緑部を上回り、 1は胴部中位よりやや上に、 2は肩部ほどにある。また、

1は胴部霰大径の上下に断面三角形の突帯を 2条持つ。 3は胴部殻大径が肩部付近にあり、口緑部が胴

部霰大径を上回る。詞整は、 1が口緑部をナデ、外側をミガキ、内側をナデ、頸部外側を暗文、頸部内

側をヘラミガキ、また外側に煤が付呑している。 2は、外恨IJをヘラミガキ、内側をナデ、頸部外側をハ

ケメ、暗文、頸部内側をヘラミガキ、突帯付近はヨコナデ、底部をナデで、やや上げ底で、底部に黒班

が付いている。 3は、いずれもナデで、頸部に暗文。底部は上げ底。色詞は、 1の外側が灰黄褐色、内

側がにぶい黄褐色、 2は明赤褐色、 3は橙色で、焼成はいずれも良好。

SK13318 (図 53-4、5 図 54-1、2}

4、5共にほぽ完形の丹塗りを愧された壺である。 4は底部が一部欠損している。口緑部は逆L字状

の鋤先口緑広口壺で、頸部は上方に向かってやや開く。口緑上端はやや膨らみを持ち、外側へ平坦でや
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や外側に傾く。口緑端部は丸みを帯びており垂れ、内恨lJへの突出が見られる鋤先口緑である。霰大径は

胴部中位よりやや上にあり、胴部殻大径の上下に断面三角形の突帯を 2条持つ。詞整は口緑部から頸

部外阻1J、内側ともにヨコナデ、外恨I）をハケメ後ナデ、内恨lJをナデ、底部をナデで、上げ底。色詞はにぶ

い橙色で、焼成は良好。 5は頸部が朝顔状に広がる素口緑広口壺で、口緑部はコの宇詞整。霰大径は胴

部の肩部辺りにあり、霰大径に断面三角形の突帯を 1条持つ。詞整は、口緑部をヨコナデ、外恨lJ、頸

部外恨lJがミガキ、頸部内側をヨコナデ、内側をナデ、底部はナデで、上げ底つまた、頸部に暗文が全面

にかもされ、底部に印91が見られる。色調は橙色で、焼成は良好。

1、2は口緑部から頸部にかけての残存である。 1は口緑部が逆 L字状の鋤先口緑広口壺で、頸部は

朝顔状に問き、翌郡の根元には断面三角形の突帯を持つ。口緑上端は平坦で、口緑端部はコの字詞整さ

れており、また指で口緑攀託ナデによる詞整をしている。詞整は、頸部外恨lJ、内恨lJをナデ、口緑部を

ョコナデ、色詞は橙色で、焼成は良好である。 2は口緑部に粘土を貼り付け、口緑上端を平坦に整形し、

口緑端部は丸くなっている喪で、胴部はあまり彬らみを持たない。調整は、外恨lJは店耗の為不明瞭で、

口緑部、内側はナデ。色詞は明黄褐色で、焼成は良好である。

SK13358(図 54-3~ 7) 
3、4は摂の口緑部から頸部にかけての残存である。 3、4共に口緑部は素口緑に粘土を重ねて厚くし

て、口緑端部に刻目を施している。 3、4共に頸部を持ち、 3より 4の反りが大きい。口緑上端は 3が

やや丸くなっており、内恨lJへの突出が見られる。 4は外恨I）が厚くなり、上端は平坦になっている。内側

への突出は見られない。 3の詞整は口緑部をヨコナデ、頸部外側をナデ、頸部内恨1）をナデ、 4の囮整は、

全体が店耗の為不明瞭。色詞は共に橙色で、焼成はやや不良。

5は丹塗りが焼された短頸祟口緑壺で、胴部中位から口緑部にかけての残存である。頸部は朝顔状に

広がる。調整は、外側、内恨1）をヘラミガキ、頸部外側内恨lJをナデ。また、内恨lJ全面に煤が付者。色詞は、

橙で、焼成は良好。

6は底部のみの残存で壺と思われる。詞整は外恨lJをハケメ、内恨lJをナデ、底部をナデで、上げ底になっ

ており輪棺痕が見られる。また、底部には黒班が見られる。色詞はにぶい黄橙色で、焼成は良好である。

7は底部のみの残存で摂と思われる。調整は外側、底部をナデ、内側は不明瞭、底部は平底である。色

調は橙色で、焼成は良好である。

②石器

SK13318 (図 55・1)

図55-1は店製の石文で、つなぎ目となる部分が欠損している。また、銘と思われる線が見られる。

碑窓類

SK11232 (図 55-2)

図55-2は硬玉製の小形勾玉で、イ本部をくの字に曲げ、頭部に 2条の刻みが施してある。色詞は全体

的にi炎い緑色で、問に白色の節理が入り込む。穿孔方向は両面からの穿孔になっている。

SK13314 (図 55-3)

図55-3は硬玉製の栖小形勾玉で、体部をくの字に曲げ、頭部端と尾部端に丸みのある調整を愧し、

尾部に向かって細くなる。穿孔方向は両面からの穿孔になっている。
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覆6 土壕墓、土出土土圏一覧覆(1}
（）は推定

挿 出士遣蠣 糧別 出士地点No. 難 亙団野編k声 震霊方法 登録番号

外：ヨコナデ
暉 -I SK13155 土 埋土 壺 6.9 (24.2) 口白：：ふヨ:::,コナデ 08000992 

外：ヨコナデ犠鰻文
11-2 SKl3155 土 踵土 壺 4.8 (17.o) 口白：：ナヨコデナデ 08000093 

外：ミガキ
11-3 SK13155 土 壇土 歪 “ {35.5) 口白：： ヨヨココナナデデ

0800(四

外：暗文

11-4 双 13328 土 No.1 歪 30.1 35.9 26.8 7.8 外下部：ミガキ 0800(渇13
内山上―ト鄭贔：：ナミガデキ

11-5 SKl3339 士 NG.1 壺 31.4 28.2 如 紐 外山這―ト鉛：：暗ナ文デ 08償X函

外：ナデ
39-1 SK11292 坊 賽 9.1 (29.8) 口白：：ナヨコデナデ 08001584 

外： 9ヽケメ
11-Z SK1129Z 土 賽 12.5 (32.2) (29.6) 口白：：ナヨデコナデ 08001585 

外：ナデ
11-3 SK.11292 土 賽 1.8 27.8 口出：：ナヨデコナデ 080016碑

外： 9ヽケメ,,_, 
SK1129Z 土 賽 5.4 (28.1) ロ由：：ハナデケメ 080017養5

外：ハケメ
11-5 SK11292 坊 賽 1.3 (25.5) 口出：：ナヨデコナデ 08001747 

外： 9ヽケメ
11-6 SK1129Z 土 甕 8.7 (27.0) 口出：：ナヨデコナデ 080017鵠

外：ハケメ
11-1 訊 11292 土 No.26i 甕 32.3 28.5 25.5 7.4 口由：： ヨコナデ 09001如

外：ナデ護9ヽケメ
11-8 訳11292 土 甕 30.6 19.7 22.7 7.1 口出 ：： ナヨ::,デ7 デ 08001689 

外：ハケメ
11-9 SK11292 坊 賽 6.1 (26.0) 

口由：：ナヨデ::,ナデ Qll001746 

外： 9ヽケメ
11-10 双11292 土 甕 lU (31.4) 口出：：ナヨコデナデ 08001587 

外：ハケメ
11.11 訳 11292 土 甕 5.2 (26.6) 口由：：ナヨデコナデ 08001744 

外： 9ヽ ケメ？
lf-12 双 11292 土 甕 7.6 27.8 口白：：ナヨコデナデ OII001T3T 

外：ハケ讐ヨコナデ
-40-1 SK11292 土 No.37 賽 G.G 26.0 

1口由：：ナヨコデナデ 0800162T 

外： 9ヽケメ
11-2 双 11.292 土 No.251,300 甕 8.6 26.4 口白：：ナヨコデナデ 08001738 

外： 9ヽケメ
11-3 SKtl.292 土 甕 17.1 30.0 27.8 口白：：ナヨコデナデ 08001583 
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表7 埠｀ヰi出::t±器―•如｝ （）は推定

挿図醤号 出土遭織 種別 出土地点No. 藝種 声 面 閉 儡 耳 編蓋方法 璧録壽号

外：ハケメ

'40-4 SK11292 土 甍 21.0 32.2 30.4 
賽ら日'3Tデ

匹 11韓
口：ヨコナデ
内：ナデ

11-5 51(11292 土 甍 7.1 
,,.: ヨココナナデデ
口：ヨ 匹 15訳
内：ナデ

11-6 訳 11292 土 賽 13.7 48.8 
,..: ヨコナナデデ
口：ヨコ 匹 15図
内：ナデ

””‘ケメ

11-1 SK11292 土 賽 9.0 (40.2) 
寅書から3コナデ

08001590 
口：ヨコナデ
内：ナデ

””‘ケメ
11-8 SK11292 土 賽 13.3 (2T.8) ロ:l:Iコナデ 匹 1588

内：ナデ

11-9 SK11292 土 賽 4.1 <.20.6) 
,..: ョコナナデデ
ロ：ヨコ 080011澱
内：ナデ

”ベJ¥ケメ
lf-10 SKll292 土 賽 12.2 (24.9) 口：ヨコナデ 匹 114.3

内：ナデ

”：ハケメ

41-1 SK11292 土 聾 9.1 (38.0) 
賽らヨコナデ

08001591 
口：ヨコナデ
内：ナデ

”：ハケメ
11-2 SKll勾2 土 賽 10.7 (24.5) 口：ハケメ 0800174& 

内：ナデ

””‘ケメ
11-3 SK11292 土坑 賽 23.2 21.4 19.0 6.9 口：ヨコナデ 匹 17ff

内：ナデ

”：ヽ ケヽメ
11-4 訳 11292 土 饗 31.l 22.2 24.0 7.8 口：ヨコナデ 080018閲

内：ナデ

11-5 訳 11292 土 賽 22.8 7.1 
,,. 内! /¥ケメ

：ナデ
08001781 

”~”‘ケメ
11-6 SK11292 土 賽 3.9 口：ヨコナデ 08001755 

内：ナデ

11-1 訳 11292 土 饗 3.7 (25.5) 
”：不ョ明コ薦ナデ
口： 08001754 
内：ナデ

”：ナァ
11-8 窯 11292 土 養 4.7 (26.1) ロ：ナデ 0匹 1753

内：ナデ

11-9 SKl1292 土 饗 7.5 (28.0) 
nロ:：ハヨケコ襲ナデナテ

08001750 
内：ナデ

”~：ハケメ
IT-10 SK11292 土 賽 5.4 (23.0) 口：ヨコナデ 匹 1752

内：ナデ

”：ハケメ
lf-11 SK11292 土 饗 6..5 (23.7) 口：ヨコナデ 匹 1751

内：ハケメ
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壼8 土壕墓、土坑出土土器一覧壼(3} （）は推定

挿 出士遺構 震別 出土地点No. 甜糠
拡量(011)

調璽方法 登鼠置号
蒻 ロ 外 胴 底

外：ヨコナデ
42・1 絋 11292 土 賓 17.6 32.7 口：ヨコナデ 07002040 

内：不明疇
外：ナデ

11.z 孤 11Z9Z 埠 螂 54、7 32,2 48.Z 9.6 口：ヨコナデ <11002041 
内：ナデ
外：ナデ

43-1 訊 11Z9Z 土 賓 21.9 (67.0) 口：ヨコナデ 080017め
内：Iヽ ケ螢ナデ
外：ヨコナデ

11.z 訊 11292 土 賓 10、5 (54、O) 口：ヨコナデ 08001741 
内：ナデ
外：ヨコナデ

11.3 SK11292 土 賓 5.4 (31.1) 口：ヨコナデ 08001742 
内：ナデ
外：タテナデ

11.4 訊 11292 土 壼 7.0 (22、3 口：ヨコナデ 0800169.2 
内：ナデ
外：日コナデ

,,.5 訊 11292 土 壺 6.1 21.8 口：ヨコナデ 080016認
内： 3コナデ
外：ナデ

11-6 訊 11292 土坑 壼 13、8 27,2 口：ヨコナデ 08001687 
内：ナデ
外：ナデ

11.7 邸 11292 土坑 壼 8.2 (21、6) 口：ヨコナデ 08001696 
内：ナデ
外：ナデ

11-8 訊 11292 土坑 壼 5.1 (27.0) 口：ヨコナデ 08001597 
内：ナデ
外：ナデ

,,.9 訊 11292 土 壼 8.3 (27.8) 口：ヨコナデ 080015韓
内：ナデ
外：ナデ

11-10 SK11292 土 壼 “ (20.9} 口： 3コナデ 08001599 
内：ナデ
外：ナデ

11.11 双 11292 土 壼 8.6 22.5 口： 3コナデ 08001碑
内： 3コナデ
外：Iヽ ケ後ナデ

11-12 SK11292 土 壺 8.S (23.9) 口：ヨコナデ ()80015~ 
内：ナデ
外：ナデ

44-1 訊 11292 土坑 壺 11.Z {33.2) 口：ヨコナデ 06001595 
内：ナデ
外： 3コナデ

11.z SK11292 土坑 壺 9..7 (24.l} 口：日コナデ 08001磁
内：ヨコナデ
上動：贖文

11.3 SK.11292 土 壺 27.2 (22.2) 21.4 6.0 
下螂外：ヘラミガキ 09001801 ..t奮内：上下ナデ
下藁内：ナデ
上動：贖文

11.4 訊 11292 土 壺 31.Z 29.4 26.8 7,0 
下螂外：ヘラミガキ oeoo11gg ..t奮内：ヘラミガキ
下藁内：ナデ
..l:.動：贖文

11-5 邸 11292 土 壺 31.0 (35. 筍 (26,8) (6.9) 下螂外：ミガ 08001細
上奮内：ミ炉
下露内：ナデ
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覆9 土量墓出紐は土曇一覧威4) （）は帷定

挿図蕃号 出士遭織 糧 Jl1」出 No. 喜糧 誠 戸 調整方法 登録番号直
44-6 SK11292 土坑 蓋 20.6 33.8 28.2 -

外：不明 080017凶
内：ナデ
上響：ナデ
下響外：ヘラミガキ

心-1 SK11292 土坑 ぬ 173 畜 27.1 24.0 裾 口：ヨコナデ 08001780 
17.9 上露内：ヘラミガキ

下露内：ハケメ
鱒：ヨコナデ

輝
下郎：ヘラミガキ

11-2 SK11292 土 No.39 寅 23.1 上聾内：ナデ 08001811 17.4 下響内：シポリ裳
口：ヨコナデ

11-3 SK11292 土坑 No.4 醤 13.8 (U) 輝 外： 9ヽケメ
08001805 

12.6 裾聾；ヨコナデ
内：ナデ,,_, 

SK11292 土 嚢 8.4 裾 外： 9ヽ ケメ
08001806 10.4 内：ナデ・ハケ

裾
外： 9ヽケメ

11-5 SK11292 土坑 醤 8.0 下蓄：ヨコナデ 080018(1'f 
10.1 内：ナデ

ロ上：ヨコナデ
外： 9ヽケメ

11-6 SK11292 土 馨台 13.6 10.0 螂 下外：ヨコナデ OllOOl803 10.9 口上内：ハケメ
内：ナデ
下内：ハケメ

11-7 SK11292 土 No.l54 醤 16.1 11.1 
桐郵 外： 9ヽケメ

Oll001802 12.7 内：上下方向ナデ

楢
外： 9ヽケメ

11-8 SK11292 土 醤 16.7 9.3 受；カキメ 08001804 
12.4 内：上下方向ナデ

11-9 SKl1292 7.6 (8.3) 外面：ナデ 08001808 
11-10 窯 11292 6-1 7.6 外面：ナデ 08001809 
11-11 SK11292 4.5 8.5 外面：ナデ 08001810 
11-12 SKl1292 11.4 '10.3) 外面：ナデ 08001813 

11-13 SK11292 土 椀 5.3 12.S 6.4 
外面：ナデ 08001812 内：ナデ
外面：ナデ

11-14 SK11292 士 鉢 15.0 29.4 u 口：ヨコナデ 08001792 
内：ナデ
外： 9ヽ ケメ

11-15 SKl1292 士 鉢 10.3 13.S 6.6 
口：ヨコナデ

匹 17な
内：ナデ
底：ナ
外面：ヘラミガキ

11-16 SKtt292 士 No.63 鉢 10.6 16.6 u 口：日コナデ 匹 1791
内：ナデ

11-17 窯 11292 士 蓋 7.S 
外： 9ヽ ケメ

匹 1797
内：ナデ

攘み郭 口
外： 9ヽ ケメ

11-18 SKl1292 士 室 9.4 口：ヨコナデ 匹 17匹6.3 (27.7) 
内：ナデ

鏑み郷
外： 9ヽ ケメ

11-19 SKtt292 士 鵞 11.4 擢節：ナデ 080017蛉6.5 
内：ナデ
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衰10 士壌菖、士坑出土士翡一覧衰(5) （）は推定

挿図番号 出 瓢別 出 No.器纏
法量Im.)

讀整方法 登嗣薯日
纏 口外径 胴 底

外：)0°メ

4$-1 SKII四2 土 璽？ 8.6 7,2 底：ナデ 08001828 
内：ナデ
外：)~メ

11.2 SKll四2 土坑 聾？ 4,9 7.0 底：ナデ 匹 1830
内：ナデ
外：,wメ

11.a SKll四2 土坑 聾？ 8,5 7,0 底：ナデ 匹 1831
内：ナデ
外：J~ メ

114 窯 11四2 土坑 璽？ 7.7 7、0 底：ナデ 08001832 
内：ナデ
外：ハケメ

11.5 窯 11292 土 宣？ 8.0 7.6 底：ナデ 匹 1833
内：ナデ
外：ハケメ

11-6 窯 11四2 土 宣？ 9.3 7.2 底：ナデ OII00165' 
内：ナデ
外：ハケメ

11.7 SKll四2 埠 璽？ 11,S 7,2 底：ナデ OIIOOl8SS 
内：ナデ
外：ハケメ

11.jj SX11292 土 宣？ 6.5 7.0 底：ナデ 〇訳力16S7
内：ナデ
外：ナデ

11.9 Sll:11四2 埠 鸞？ 6,1 7.8 底：ナデ 匹 17!18
内：ナデ
外：ハケメ

11-10 訳11四2 埠 鸞？ 8.8 8.2 底：ナデ OII0018蕊
内：ナデ
外：ミガキ

11.1 I ぶ11四2 土 宣？ 10.7 8.4 犀：ナデ 0紐 18S8
内：ミガキ
外：ミガキ

11-12 訳11四2 土 壼？ s.z 6,6 底：ナデ 匹 1730
内：ナヂ
外：ハケ襲ヂ

11-13 Sl(llZ92 土 壷？ 9,1 8.5 底：ナヂ 080017SI 
内：ナヂ

11-14 Sll'.11四2 土 No.z印 憲？ 8,Z 8、2 外：ヘラミガキ
匹 17!3

内：ナヂ
外：ハケメ

11-15 51(11四2 土 蜜？ 8,5 5,6 慶：ナヂ 匹 17$5
内：ナヂ

11-16 SKll四2 土 鉢？ u 8,0 
外：ナヂ

匹 17!12
外下：ハケメ

"•17 SK11四2 土 鉢？ 5,4 10.8 
外：ハケメ 0如 173'
外下：摺咋え

外慶：ナデ：ヘラミガキ

11-18 SK11292 埠 ？ 18.2 15.1 21.4 10.0 口外：ヨコナヂ 08001799 
口内：ヘラミガキ
内：ナデ
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表11 土填墓、土坑出土土闘一覧衰(6} （）は推定

挿國番号 出土遭構 糧別 出土抱点No. 器
量{anl

謳整方法 登日膳高 口外径 躙 底
ぬ 3 外：ハケメ

47-1 訳13匹 埠 N11.48 聾 29.0 25.8 24,4 7,6 口:ヨ::rナデ 0細 1001
Na.54 内：ナデ

外：ハケメ
11-2 $K13042 士 甕 28.0 22.3 20.8 6.0 口：ヨコナデ 0細 1002

内：不明職
外：ハケメ

11-3 $K13匹 埠 N11.54 甍？ 9.3 7.2 内：ナデ 08'碑 711
底：ザ
外：ナ

lf-4 SK13042 士 Na.11 壼 Z8.S 33.0 7.Z 
突： 3コナデ

OIIOOOOTT 
内：ナデ
底：ナデ
外：ヨコナデ

11-5 SK13043 埠 No.1,267 輩 5.1 (i7.5) 口：ヨコナデ 08000983 
内：ケズリ
外：ハケメ

11,e SK13043 土 Na.14 輩 7.7 四） 口： a::rナデ 080009&( 
内：ザ
外：ミガキ

峰 1 誼 13田3 埠 No. 鉛 壼 29.6 匹）
喪：ヨコナデ 080(匹 1
口：ナ
内：ナ

11.z 奴13043 士 No2352:6ぬ 壼 14.S 34.l 
口：ヨコナデ 0細 1445

糾l!OI,如 6 内：ナデ

11-3 瞑13043 土 応 712.,8.009,11, 壺 12,7 35.8 
口：ヨコナデ 08000982 
内：ナデ

11-4 SKl3045 土 理土 紡 厚 。一u 3.9 
外：ハケメ

11-5 訳13045 士坑 埋土 甍？ S.3 6、8 内：ナ 。一底：ナデ
外：ハケメ

11-6 SK13045 土 理土 鸞？ 6,5 6,0 内：ナ 080(畑 7
底：ナデ
外：ハケメ

11.7 SK13045 土 埋土 甍？ u 7.4 内：ナ 。一底：ナ
外：ハケメ

11,8 SK13063 土 No.4. 理土 鸞 8.4 (26.0) 口：ヨコナデ 08000864 
内：ナ
外：ハケメ

11-9 SK13063 士坑 No.5, 理土 賽 8、5 四） 口：ヨコナデ 08000866 
内：ナデ
外：ハケメ

11-10 5Kl3063 士 No..4. 埋土 鸞 10.8 7.2 内：ナデ 。一底：ナ
外：ヘラミガキ

品も
場如ド滋1111)

11.11 5Kl3063 士 No.1 壺 31.3 22.3 6.7 口： g:::, ナデ 0四 1447
内：工兵ナデ

(Ill郎F不明謹
外：ナデ

4&-1 5Kl3063 士 ND..3,1!1! 士 壺 10,8 匹 口：ナ 〇80(幻蜘7
内：ナデ
外：ナデ

11.z Sltl3函 士 埋土 壺 5.4 6.3 内：ナデ 。一底：ナ
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壼12±l皿埠出土土暑一覧曇{7) （）は推定

挿 出士遺構 震別 出土地点No. 甜襲
零 ・(an) 

調 登鼠畠号饂 口外径 胴 底
外：ハケメ

49-3 SK13076 土 NG.2 賽 ふ4 28.5 0明 ()800(岬 1
口：ヨコナデ
内：ナデ
外：ハケメ,,_, 

SK13076 土 Ne>.2 饗 6.2 口：ヨコナデ 08000990 
内：ナデ
外：ミガキ

11-5 SK13076 土 NG.I 壺 32.0 32.8 29.0 7.0 口：ヨコナデ 080009詞
内：ナデ
底：ナデ

2U  外：ナデ
11-6 SK13100 土 No.I 冦 28.7 23.5 ~) 口：ヨコナデ 08001091 

内：ナデ
外：不明

11-1 SKl3100 坊 No.2 冦 30.5 36.3 
26.7 

8.4 口：ヘラミガキ
08001446 ~) 内：響蜂上9ヽケメ

薦：エ具ナデ

.24.0 外：エナデ
50-1 SK13189 土 No.8 壺 28.0 20.4 

函）
7.4 口：ヨコナデ 08000985 

内：ナデ
舅：ナデ

11-2 訊 13189 土 No.9, 埋土 歪 17.3 23.8 7.8 鵬：工具ナデ
08000986 函） 内：ナデ：ナデ

底：ナデ
外：ヘラミガキ

11-3 訊 13189 土 No.10 歪 29.7 31.2 25.0 5.7 底近デ
08001460 螂） 内：ヘラミガキ

底：ナデ

11-4 SK13191 土 豆 8.6 25.t 口：ヨコナデ
0800144& 内：ヨコナデ

11.5 試13181 土 壺 11、5 28.5 
口：ヨコナデ

08001450 内：ナデ
外：ナデ

11-6 窯 13191 土 NoA 壺 12.1 ぬ 9 口：ヨコナデ 0800(達48
内：ナデ
外：ヘラミガキ

11.7 訊 13191 土 Ne>.3 饗 6.7 4.8 内：エナデ 08001451 
底：ナデ
外：不明贖

11.a 訊 13191 土 No.11 賽 6.3 紐 内：エナデ 08001452 
底：ナデ
外：ナデ

11.9 双 13191 土 No.2 壼？ 9.8 4.3 底瑯付近： 9ヽケメ 0800(違46
内：ナデ
鵬藁上：ミガ

11-10 双 13191 土 No.6 甕 14.1 14.75 13.2 鵬：3コミガキ
0800084.1 口：ヨコナデ

内：ナデ
外：不明贖

51-1 訳 13194 士 No.21 甕 19.9 (36.6) 口：3コナデ 08001磁

11.z 訳 13194 玉 No.11 
内：指裔F笞

邸 (27.9) 口：ナデ 08001(冶S

11-3 双 13194 士 No.10,11, 
壼 8.o (l!&.7) 口：ヨコ.,.デ 08001函1216 

JI-~ 訳 13194 玉 Nt>.2.3、58 9.5 内：ナデ 08001函
外：ヘラミガ

11-5 双 13194 士 No.18 壼 25.5 24.3 25.2 7.0 口：ヘラミ沢
08償X直 '内：ナデ

底：ナデ
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覆13 士壌菖、土坑出土士鰻一覧鞭(8) （）は描定

挿図壽号 出士遺構 糎別 出 No. 器糧
量 ＂皿＼

讀整方法 登録醤号匹 ロ雌 胴 輝
外：不明麿

51-6 訳 13197 土 No.1.2, 埋士 董 29.0 (22.1} 6.7 口：ヨコナデ
ー誌内：ナデ

底：ナデ
外：不明駿

”’~ 訳 13197 土 No.2.3 董 33.0 四.O} u 口：ヨコナデ 080008117 
内：ナデ

岳且辻

底：ナデ
52-1 SKl3203 6.8 !23.0 口：ナデ —a 11.z SK13勾 3 19.9 f35.6 外：ミガキ 08000805 
,,_3 SK13237 6.8 1、4.3 口：ヨコナデ ―m 外：ナデ
52-4 SK13237 土坑 理土 蓋 8.2 (16.6} 口：ナデ 一認

岳
内：ナデ

11-5 SK13Z44c 48 fZ7.5l 口：ナデ 080008TT 
11-6 SK13Z4, 12.5 (31.6} 口：ナデ 08000876 

支：不明

”’~ 訳 13244 土坑 No.4 畜 12.1 (16.8) 支 F螂：ハケメ 08000878 叫池：ハケメ

亘
内支麗上響：ナ

11-8 SKl3244' 4.6 口：ヨコナデ 0駅l00879
11-9 SK13245 10.9 135.3} 口：ヨコナデ 0800148:2 

11-10 SKl3245 土 理土 董 1.1 外：ヘラミガキ 08001483 
内：ナデ
外：不明麿

11-11 SKl3245 土 理土 賽？ 8.1 9.0 内：ナデ 08001484 
底：不明肇
外：ミガキ

53-1 窯 1ぶu 土 No.2,4,10 董 18.9 17.5 口：ナデ 08000884 
内：ナデ

11-2 SKIな~1, 土 No.1 董 33.2 (26.9) 外：ヘラミガキ 08001481 
内：ナデ

,,_3 SKIなu, 土 No5 重 30.4 30.1 s., 外：ナデ 08000881 
内：ナデ
外： 9ヽ ケ畿ナデ,,_, 

SKl公318 士 No.18 ． 28.4 16.7 6.9 口：ヨコナデ 08001函
内：ナデ

11-5 窯 13318 Iム‘’・ No.19 31.2 25.3 6.7 口：ヨコナデ 08001函
64-1 SK13318 至 No.11 14.8 !38.Zl 口：ヨコナデ 08000885 

11-2 窯 13318 士 No.2 饗 10.2 （紐，O} 外：ミガキ 080008邸
内：ナデ

11-3 窯 13358 昂 5.9 125,1) 口：ヨコナデ OIJ000872 
11-4 SK13358 9.3 (30.2) 口：不明 一71,,_5 窯 13358 士 No.8 重 9.6 12.2 外：ヘラミガキ 一74内：ヘラミガキ
11-6 窯 1認58 No.5 ？ 8.2 8.1 内：ナデ 一15
11.1 窯 13358 士 No.1,2 蜜？ 3.8 8.8 

外：ナデ
Ol!000873 内：不明
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霰14 土塙墓、土坑出土石曇・冑網霧一覧翫

挿箇書号 遭鵬響号 纏
出 土 醤種

法量(al}
偏 考 童戴羹号

地 No. 全長 愚大幅 最

37-1 Sltl3362 土 ぬ 1 磨鏃 9.4 2,2 0.7 完 0800: 図,:iz

11.2 SK13362 土 No.2 崖製石鐵 9.7 2.0 0.3 06003933 

11-3 SK13紐2 土 No.3 唐覗石鏃 10,3 2.4 0.5 06003934 

11-4 51(13363 土 No.l 磨載石鏃 (4、0 2.2 O、3 0四 35

11.S 窯 13385 士 ぬ l 切 (6.0) 2.1 0.7 先一部、輝製 06003946 

11-6 SK13385 土 No.2 石剣切先 (13.4) 3.4 0.8 墓 060039ヽ7

66・1 SIC13318 土 No.1 石文 Z7.9 5、8 1、1 0800: 閲,311

覆15 土墳菖、土坑出土玉瓢一覧鑽

法(•)
挿図書号 遣構書号 瓢 J 出 土 器糧 材買 孔径 穿 菫鎌壽刃

地 No. 全 最 最大厚
1' 

方同

38-1 双133伍 土 No.30 勾 硬 9.8 5.8 3.4 1.9 1.8 緬 10000758 

II・2 訊 13353 土 No.1 垂 嶺五 10,0 -4.5 4.0 2、20.8 両 060(涸 Z

11.3 双 13971 士 No.l 勾 硬 19.5 13.5 8.7 3.4 3.3 買 06003920 

,,-4 5113371 土欄墓 No.2 鬱 硬 31.6 14.2 9.8 4.1 4.6 緬 ()40(匹 1

lil>-Z Sltll232 土坑 勾 硬 21.2 14.6 8,8 4.7 4.1 緬 0300162Z 

11.3 双13314 土坑 No.l 勾 穣 13.5 8.4 5.3 2.5 1.9 頁 06畑 19
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衰16 士壕菖、土坑出土●玉一覧襄

儡 出 ± 法量 攣）
穿

遭"'冒? 襲別 孔福 材賓 糠別 残
醤 地 N'll. 全長 直

最 最小 方法

l SIC13346 土 No.l 6.20 3.10 1.48 l.3fl 声 磨玉 管玉
2 SK13346 土 No.2 8.26 3.00 1.46 1.46 頁面 碧玉 管玉
3 Slt13346 土 応 3 6.60 43~ 1.44 1.28 声 碧玉 管玉
4 Slt19346 土 ぬ 4 9.90 3.50 1.68 1.50 頁面 碧玉 彗玉

5 窯 13346 土 ぬ，5 8.48 3.30 JA,l 1.38 両 選玉 彗玉

6 訳 13a48 土 No.8 6.40 3.10 1.56 1.44 両 碧玉 管玉

7 SP:13346 土 珈 7 7.46 3.14- 1.60 1.50 緬 碧玉 管玉

8 SK13346 土 No.8 11.56 3.18 1.66 1.74 亨 碧玉 管玉， SK19946 士 No.9 7.40 3.20 u, 1.16 面面 碧玉 管玉

ID SIC19948 土 No.IO 4.86 3.15 1.78 1.54 両面 碧玉 官玉 一蝙欠損
11 SK18348 土 No.11 7.04 2.78 1.48 1.44 亨 碧玉 言玉

1Z SK13348 土 No.12 5.10 3.36 1.50 128 両面 碧玉 管玉

13 SK13346 土 N'o.13 4.58 3.06 1.58 1.50 両面 碧玉 管玉 一14 Sll'.13346 土 No.14 6.04 3.12 1.40 l.Q2 声 碧玉 管玉
15 Slt19346 士 No.15 4.82 SH  1.82 1.66 頁面 碧玉 官玉
16 訳13346 士 No.16 8.72 3.26 1.78 l紅 両 選玉 嘗玉
17 訳13346 士 No.17 8.14 a.oz 1.58 1.44 両 碧玉 管玉

18 SK13346 土 No.18 1.96 3.0Z 1.64 1.32 緬 磨玉 管玉

19 SK13~ ヽ6 土 No.19 5.74 3.12 1.16 l.OS 緬 碧玉 管玉

.20 51(13346 土 No.20 8.94 3.°' 1.62 1.48 丙面 碧玉 管玉

21 Slt13348 土 No.21 8.00 3.02 1.42 1.32 買面 暑玉 嘗玉
22 窯 13346 土 No22 7.70 3.42 1.68 1.50 両 碧玉 彗玉 一23 Sltl3346 土 No.23 6.44 3.58 1.66 1.62 両 碧玉 管玉

24 SK13346 土 No24 8.Z4 3.10 1.38 1.30 丙面 碧玉 営玉

25 Slt13346 土壕墓 No25 9.76 3.22 1.10 lぷ 声 碧玉 管玉

26 Sltl:3346 士 No26 8.28 9.30 1.40 1.30 面面 碧玉 管玉
27 窯 15348 士 No.27 8.24 3.02 l.5Z 1.32 両 碧玉 彗玉

28 訊13346 士 No.28 7.34 2.88 1.50 1.36 亨 碧玉 曹玉

29 Sltl3346 土 No29 7.10 3.10 1.58 l埠 ” 碧玉 管玉 一30 SK13346 土 垣辻 6.34 2.72 1.44 122 両面 碧玉 管玉

31 SK13353 土壌墓 No.2 5. 節 2.88 1.42 1..()4 丙面 碧玉 管玉

32 Sltl9372 土 No.1 14.28 4.16 2.06 匹 躙面 懇玉 嘗玉 一蝙欠損

33 SK13372 土 ぬ.2 19,80 3,68 2.06 1.78 両 選玉 愕玉

a• 田13314 土 No.Z 5.40 2.66 l.3Z l.08 亨 碧玉 管玉

35 Sltl3314 土 No.3 H 6  2.66 1.50 l.44 頁面 碧玉 管玉
36 Slt13314 土 埋土中 5.46 2.56 1.18 1.10 声 碧玉 管玉

37 Slt13314 士 埋土中 7.48 3.30 1.88 1.82 両面 碧玉 管玉
38 Slt19322 土 No.l H O  3.64. u, 1.34 両面 GT 嘗玉

39 SK13322 士 No.2 6.80 2.86 1,08 1成 両 Gr 響玉

40 SIC13322 土坑 地 3 11.10 3.50 1.56 1.34 輝 GT 管玉
41 SIC13322 土 埋土中 8.30 3.64 1.58 1.48 頁面 GI' 哲玉

42 Sltl3327 土 No.1 10.52 3.28 1.78 1.64 両面 碧玉 管玉

43 Slt13327 土 池 2 7.26 3.38 1.42 1.42 面面 碧玉 管玉 一蝙欠損

4ヽ 奴18匹7 土 No,3 6,80 8.12 1.48 1.38 両面 碧玉 彗玉

45 奴 13351 土 No.1 6,00 3.18 l,6Z 1.42 両 碧玉 管玉
46 SK13378 士 No.l 6.70 2.88 1.50 1.26 緬 磨玉 管玉
47 SK13387 土 No.1 16.SZ 3.80 1.68 1.58 緬 碧玉 管玉
48 Slt13387 土 応 2 10.42 4.02 1.64 1..50 声 碧玉 管玉
49 Slt19認 7 士坑 No.3 8.88 4.02 1.64 1.62 頁面 碧玉 彗玉

50 SKIS鵠 7 士坑 心.4 11,(14, 4.18 2,07 1.78 両 碧玉 彗玉

51 訳 13399 土坑 地 1 1,16 2.20 0.90 0.84 両 碧玉 轡玉
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V. 古墳時代の遺構と遺物

1'概要
本章に掲載する古娯 5甚は II区、 12区、 13区に立地する。 II区~13区は詞査年度ごとに便亘的

に設定したものであり、以下、詞査区とは II区~13区を指す。

5世紀代の帆立貝形前方後円娯 l基、円浜 3甚、 6世紀代の前方後円浜 l甚を検出した。本詞査区内

の西側には弥生時代終末から古浜時代初頭にかけての袋茎群が簗造されるが、古浜時代中・後期の古裟

群はおもに調査区東側に南北方向に並ぶ。 STI2002古浜のみが古浜時代初頭の坦茎群の中に簗造され

るが、浜茎群と切りあうことはない。 5基の古浜は浜丘を大きく削平され、内部主体は STI1141古浜

が甚底石石材の一部を残すだけで、他の 4甚は振り方も検出できず、周海のみの遷存状態であった。

2, 遠構

(1)ST11002古頃

調査区の北東部に位匿する。本古浜に隊接して北方約3.5mには STII067が、南西約5mには

STI 1141が、西方約35mに STl2002がある。袋丘は削平を受け、盛土および内部主体も遷存せず周

海のみの検出である。前方部先端が明確でないため、円袋か前方後円裟か詞査時から整理作業時におい

ても悩んだ。しかし、前方部北側の周海が明瞭に北西方に延びていることから帆立貝形前方後円浜と判

断した。

娯丘甚底面から弥生時代後期後半～終末の堅穴住居である SHll217や SHll174を検出した。また、

前方部北側は弥生時代終末の竪穴住居である SHI1228をきって本浜周i費が揖削される。

坦丘・周濃

坦丘長 25.2m、周海外長 28.5m、後円部径 21.3m、前方部幅 10.5m、前方部長 3.5m、くびれ部幅7.4

mを測る帆立貝形前方後円坦である。主軸はN78°Wである。周瀾幅は約4~5mで、深さは0.6m~0.7m 

である。周濃断面形は逆台形で、周濃の立ち上りは緩やかである。周i記里土は大きく 5屈からなる。上

屈から 1眉：黒褐色砂蛍土、 2眉：褐色砂愛土、 3屈：にぶい黄褐色砂質土、 4屈：黒褐色砂黄土、 5屈：

にぶい黄橙色砂黄土である。周海埋土上屈は部分的に苔石転石を含む。周i費底面は南側から北側にかけ

て 40叩の比高差がある。

前方部北側の周｝費は明瞭に北西方に延び、くびれ部の屈曲も明瞭である。また、前方部南側の周濃も

西方に伸びる。調査時の遺構原図には撹乱との記栽がみえたが、撹乱の範囲が明確に記されておらず、

前方部に｛申びる周演と捉えた。

後円部の浜丘裾部には鉢巻状に薔石がめぐる。遷存する芸石の幅は 50叩 ~70叩で芸石の栢み上

げ方、記し方は STII 141に比べ丁寧である。苺石は育緑色をした玄武岩？と花尚岩からなる。本遷跡

周辺の丘陵部は花尚岩地帯であり、玄武岩？は本遷跡から北東約3如“り鏡山の中腹部で産出している。

芸石の石材比率は玄武岩の塊石が多く、部分的に花尚岩が用いられる。石材の大きさは幼児頭大～人頭

大である。

垢丘は地山削り出し整形のち若干の盛土をし、その上に芸石を数段記する。浜丘盛土は坦丘裾部のみ

に遷存する。
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内部主体

主体部および掘り方も削平を受け遷存しない。

遷物の出土状況

滑石製勾玉（図67-6)や石突きの雛形鉄器（図67-6)が周海埋土中から出土した。また、芸石直上

(S-37区回）から鉄滓が出土しているが、古袋に伴うものかは不明である。周瀧内からは弥生時代中期、

後期、古袋時代前期～後期までの遺物が出土しており、簗造時期を示す遷物には恵まれない。

(2} ST 1 1 0 6 7古墳

調査区の北方中央部に位匿する。本古浜に隊接して南方約3.5mには ST!I 002が、西方約33mに

はSTl2002があり、 5世紀代の古裟群を形成する。本古浜の西方約3mにはSX12012やSX12081の

周｝費望や西方約9mのST12032はいずれも古浜時代初頭の浜茎群である。裟丘甚底面では SH11229、

SHI 1230、SHI1231が周濃北側では SHI1212、SHI1216、SHI1253などの竪穴住居と切り合うがこ

れらの竪穴住居は弥生時代後期、弥生時代終末期、古浜時代初頭であり、これらの堅穴住居の上に古浜

が造られる。娯丘は削平を受け、盛土および内部主体も遷存せず周瀧のみの検出である。

浜丘・周沸

裟丘径 16.8m、周海外径20.4mの円浜である。周海幅 1.9m~4.5m、深さは0.55m ~ 0.80mを視1/り、

断面形は底面が狭い逆台形である。周濃埋土は大きく 6屈に分かれる。上屈から 1眉：灰黄掲色砂質

土、 2屈：にぶい黄褐色砂貸土、 3屈：黒褐色砂賃土、 4屈：暗灰黄色砂賀土、 5屈：黒色砂蛍土、 6屈：

浅黄色砂質土である。周濃幅は東側が広く西側が狭いがこれは浜丘西側がより削平を受けた結果と思わ

れる。

浜丘裾部には芸石はめぐらない。

内部主体

主体部および振り方は削平を受け遷存しない。

遷物の出土状況

土師器直口壺 lと椀2点（図70-1、2、4)はまとまって周瀧西側 ・0-39区回から出土した。 3点

の土器は記匿したようにすべて伏せた状態であった (PL.20-1)。この3点の土器から南方約8mの地点

から須恵器杯身（図70-7)が出土した。 P-39区回にあたり周濃外側の肩部からの出土で、口緑部を上

にして、杯身の中に土師器鉾が入った状態で出土した (PL.20-2)。

馬具（咎）および水晶原石は周瀧西側 ・P-39区回から出土した。土製人形は周海の北恨I/・N-38、

0-38区回から出土した。数メートルの範囲内で散在して、 i費底から浮いた状屯数で出土した。周海にお

いて馬憶は検出できなかったが、咎の出土から馬の殉葬や供牒が考えられる。
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(3} ST 1 1 1 4 1古墳

調査区のほぽ中央に位匿し、砂丘微高地上でも中央にあたる。本古浜に隊接して北東方約5mには

ST! 1002の周海がある。北西約29mには ST!2002が、南方約 14mには STl1158がある。

浜丘は削平を受け、内部主体の石室石材の一部と周海のみが遷存する。浜丘基底面からは SHI1068、

SHI 1069、SH11291、SHI1293などの弥生時代中期と弥生時代終末～古浜時代初頭の堅穴住居を検出

した。これらの竪穴住居の上に古浜が造られる。

本古浜の周濃北西部の一部を唐津市教育委貝会が調査を実施している。以下、その調査結果を報告舎

をもとに記す。

胆津市教育委貝会の調査

1986年、宅地造成に伴い唐津市教育委員会が調査を実施した。その詞査区は本串業の II区、 12区、

13区にまたがる。唐津市教育委負会の調査区の南西隅で確認、調査された古坦周涌はSTl1141周濃

の一部にあたる。麿津市教育委負会詞査では5号浜として報告されるが周海内から多くの選物が出土し

ている。周沸北西部の 5.6mX 2.2mの範回から一括供献の祭祀遷構が検出された。これは須恵器預3、

蓋杯8、有蓋高杯5、蘊l、i甘l、土師器杯 lが記匿され、他に鎌、総、刀子等の鉄器類、ガラス製小

玉、琥珀小玉、滑石製臼玉などの玉類、有孔円板等も出土した。鉄器、玉類は喪にいれられていたもの

が散布した状況であったという。この一括供献の祭祀遷構の中心より 2m北側に須恵器蓋杯 l、土師器

杯 2の集宿も検出され、さらに、同遷構の中心より約8m東側の海底から鉄矛 lが出土した。図78・

79は報告書からの転栽図面である。鉄鐸や雛形鉄器の出土は注目される。

坦丘・周海

浜丘径 18.2m、周海外径23.7mの円裟である。周海外径は 21.4m~23.7mとややいびつな裟形

である。周海幅は3.4m~5.0mで深さは 0.35~0.7 mである。周海断面形は不整なレンズ状である。

周海の立ち上りは緩やかであり、部分的に垂直にちかいたちあがりも見られる。周海埋土は大きく 4

屈からなる。上屈から 1屈：灰黄褐色砂蛍土、 2暦：にぶい黄褐色砂質土、 3屈：にぶい黄褐色砂質土、

4屈：にぶい黄橙色砂貸土であり、 2屈、 3屈は芸石の転落石や土師器、弥生土器を多く含む。

坦丘裾部には芸石が平面Cの字形にめぐる。石室開口部である坦丘西側には菩石はまわらない。袋丘

は地山削り出し整形のち若干の盛土をし、その盛土の上に苔石を数段栢み上げる。その栢み上げ方は

STI 1002に比べ雑である。芸石の大きさは幼児頭大～人頚大である。菩石石材は育緑色をした玄武岩？

と花尚岩からなり、石材比率は花尚岩が多い。

内部主体

西方に開口する堅穴系横口式石室である。石室の大半は削平を受け奥壁の甚底石 l石と袖部付近の

石材のみの遷存である。主体部は SHI1293とSHI1291の埋没後に構簗されており、地山が砂丘であ

ることなどから石室床面や石室石材の抜き跡なども検出できなかった。

奥筵は径 1.5mX  1.3mの扁平な巨石を立てるが、現況は大きく内傾して倒れる。奥壁内面は赤色顔

料が一面に塗布される。

奥壁から約 1.7mの位匿に十数個の石材が見られる。約 1.3mの間陥をおいて左右両側に径約40叩

~70叩の石材を平宿みする。左側壁は 3段で右側壁は 1~2段の平粗みである。左右の石粗みの長

さは約90叩で、左側壁は高さ約40叩、右側壁は高さ約30叩遷存する。これらの石稽みは石室構造上、

前庭側壁と考える。

石室内で主軸方向にトレンチを設定し振り下げ、土暦観察を行い石室内を掘り下げたが地山が砂地で
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あることなどから腐食化が進行し明確な床面を検出できなかった。また、石室石材の抜き跡なども検出

できず、石室プランを明確にすることは困誰であった。石室内奥壁側から約20叩の裔低差でガラス小

玉が出土した。ガラス小玉の出土位匿と奥壁から床面を想定した。また、左右前庭側壁甚底石と床面は

約 30叩の高低差がみられる。根構造が想定でき竪穴系横口式石室と考えた。

石室は平面長方形で、規模は長さ約2m、中央幅約 1.4mを想定した。前庭側壁と石室幅がほぼ同じ

であることなどから無袖型堅穴系横口式と思われる。

石室振り方は不整な長方形で遷存高さは約 JO叩 ~20叩である。前庭部床面も明確には検出でき

なかった。

遷物の出土状況

石室内の奥壁よりからガラス小玉が出土した。また、周濃内から完形の須恵器醸が口緑部を下にして

出土した。この蘊は唐津市教委詞査の一括供献の祭祀遷構の中心から南方約2~3mの位置にあたる。

周海内での祭祀は石室の右恨I/周瀧内で執り行われたことがわかる。

また、盾形埴輪片2点が菩石宴込め内 (S-39区回）から出土した。

この他、周濃内から咎が2点出土した。馬塘は検出できなかったが、馬の殉葬や供牒が考えられる。

参考文献

密津市教育委貝会 1987『中原遷跡』胆津市文化財調査報告舎第 18集

(4}ST11158古頃

詞査区の南側中央に位匿する。本古浜の北方約 14mには STll!41がある。 STJI067、STJJ002、

ST! 1141と南北方向に並んだ古浜の霰南部に位匿し、砂丘徹高地の尾根上にあたると思われる。

主軸を東西方向にとる前方後円浜であるが、前方部の南半部は逆L字形に大きく削平される。浜丘主

軸方位はN73°Wである。裟丘も大きく削平を受け、周海と裟裾を回る苗石が遷存する。内部主体も削

平され、後円部のほぼ中央に石室石材と思われる大形石材が一石見られるのみである。後円部の垢丘基

底面では喪棺茎や祭祀土坑を検出した。喪棺茎群は細形網矛や硬玉製勾玉や碧玉製管玉を副葬した厚葬

茎群であり A群として報告した（佐賀県教育委負会 2010年『中原遺跡w』)。また、このA群夜棺を

回むように 3つの祭祀土坑がみられるが、これについては本報告になる。

本古浜北倶I）の後円部から周演内から東西方向に一列に並ぶ4団所のトレンチを確飽した。これは

1965年の日仏合同罰査の第ートレンチである（橋口達也 1982)。第一トレンチの 8区から 9区にかけ

て検出された古裟時代後期の石桓遷構は本古浜の菩石であることが判明した。

坦丘・周濃

裟丘長 33.0m、周海外長37.5m、後円部径23.0m、前方部幅推定 13m、くびれ部幅推定 9.5mを

測る前方後円娯である。周濃幅は2.0~6.0mで、深さは 0.6m~0.9mである。周海断面形はレンズ

状～逆台形である。周海埋土は大きく 4屈からなる。上眉から 1屈：掲灰色砂愛土、 2屈：灰黄掲色

砂愛土、 3屈：黒褐色砂愛土、 4暦：にぶい黄褐色砂愛土に 3屈が混じる。

坦丘裾部には芸石が全周する。周濃内の斜面部に 2~3列からなる石材を記して苗石としている。

苔石の遷存状態や周瀧内への転落した石材の望などから浜丘裾部のみに記されていたと思われる。石材

は幼児頭大～人頭大で石材は花尚岩である。

内部主体

主体部および振り方も削平のため検出できなかった。坦丘のほぼ中央に 1.7m X 0.7 mの大形石材が
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みられた。花尚岩であり、横穴式石室の石材と思われる。

遷物の出土状況

周海内から 6世紀後半代の須恵器、土師器や古浜時代前期の土師器、弥生時代のガラス翌管玉が出

土している。この他図示していないが弥生時代中期～後期の土器も出土している。

参考文献

橋口達也 1982「中原遺跡」『末慮国』六輿出版

(5) ST 12002 

詞査区の北西部に位匿する。本古浜の東方約33mにはSTI1067が、束方約35mには ST!1002が、

南東約29mにはSTl1141がある。 ST!1067、ST!1002、STI1141の3甚の古浜は数メートルの間陥

をおいて南北方向に並び、裟形や規模も類似するが、本浜はこれらから約30m離れ、坦径、周海とも

に小規模である。本古浜に娯接して東方約3mには STl2032が、南方から東方数メートルには麿津市

教育委貝会が詞査した方形周海茎群が立地する。これらは古浜時代初頭の坦茎群であり、本古浜は詞査

前半段階までは古浜時代初頭の円形周海茎と考えていたが、周海埋土中から U字形鍬鋤先や須恵器が

出土したことから、古浜時代初頭の浜茎群とは時期を異にすることが判った。

周海の東側は SD12007とSD12022から切られる。また、裟丘基底面は現在の住宅基礎工串による

多くの撹乱孔がみられた。

坦丘は削平を受け、盛土および内部主体も遷存せず周i島のみの検出である。削平のためか周海幅は一

定せず、周海南側は広いものの、東側、西側は狭い。

坦丘・周濃

坦丘径 14.5m、周海外径 17.7mの円浜である。周濃幅は 1.1m~3.5mで、深さは0.33~0.65m 

を測る。周漉埋土は大きく 5眉からなる。上屈から 1屈：黒色砂黄土で、 1眉の下部から弥生土器片

や土師器片など比較的大型土器片が出土した。 2屈：暗褐色粘性砂貸土で、下部は漸次的に 3眉と混じ

る。 3屈：黒褐色粘性砂負土で径 2~3mmの炭化物を含む。 4眉：地山と同屈に 3屈が斑点状に混じる。

5屈：地山と同眉に 4屈が混じる。 4屈と 5暦は同一屈と考えてもいいだろう。

内部主体

主体部および振り方も削平を受け遷存しない。

遷物の出土状況

周瀧内から U字形鍬鋤先や古浜時代中・後期の須恵器、土師器が出土している。
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3, 遠物

(1} ST11002古墳出土造物

①土器

周濃や坦丘上から土師器、須恵器、弥生土器が出土している。本古浜は弥生時代の竪穴住居の上に簗

造されており、また、本坦簗造後には古浜時代後期の菜落が形成されているため、これらの土器が混入

していると思われる。出土土器の大半は本古浜に伴うものではないと思われる。

図64-1~4は土師器甕である。 1は｛本部外面をタテおよび斜め方向のハケ、内面はタテ方向のヘラ

削り。 2は布留型我の口緑部である。肩部外面ヨコハケ、内面ヨコ方向のヘラ削り。 3、4は外反口緑で、

肩部内面は斜めハケ。 5は壺の周部である。二重口緑壺か？肩部内面に粘土輪粗み痕が残る。

6~13は土師器の喪口緑部である。 6は弥生土器の可能性あり。胎土は砂粒を含まず土師器貸である。

内面ナデ?7は屑部内面斜め方向ヘラ削り、口緑部内面がわずかに窪む。 8の肩部がはり、口緑部は短

く外反する。内面ヘラ削り。 9、11、12はなで肩で、口緑部は外反する。内面ヘラ削り。 10、13は直

胴に短い口緑部。 10は体都内面ヨコナデ、 13はイ本部内面ヘラ削り。

図65-1~10は弥生土器の甕口緑部である。図66-1~11は弥生土器の喪底部である。中期から後期、

終末期までみられる。 11は終末期の台付喪の底部である。 12、13は弥生土器、袋状口緑壼の口緑都

片である。ともに袋部が未発達であり、 13はわずかに袋状にする。 12は積製、 13は粗製土器である。

14は弥生土器、広口壺である。頸部は直立気味にわずかに外反し、鋤先口緑である。

図67-1は弥生土器袋状口緑壺である。袋状の口緑部が未発達である。内面に袋部を整形するため

の稜が明瞭にはいる。肩部と胴部に断面三角突帯が回る。粗製土器である。 2~3は山陰系の二重口緑

壺（我の可能性あり）の口緑部片である。色罰は灰白色と在地土器とは異なる。 4は二重口緑壺の口緑

部片である。色調は橙色である。

図68-1は弥生土器の屈曲口緑の壺である。底部は小さな平底である。 2は土師器、直口壺、｛本部内

面ナデ、外面ハケ。 3は土師器、壺の胴部片、胴部外面下半に煤？付著、内面はヘラ削り。 4、5、6は

土師器、屈曲口緑のを本である。 4は｛本部外面、ヘラ状工具で削り、ナデ仕上げ。 6は体部内面、ヘラ削り。

口緑部をわずかに外反させる。 7、8、9は土師器、索口緑鉾である。平底である。 10~16は素口緑

鉢である。丸底である。

図69-1は土師器、台付を本である。 2は弥生土器、裔杯である。脚部外面はタテの店きを挽す。 3は

土師器、高杯である。脚裾部には径約 1cmの円孔の四方透かしあり。 4~6は弥生土器、器台である。

7~9は弥生土器、低支脚である。 9は外面に叩きを明瞭に残す。

10は須恵器、広口壺の口緑部片である。口緑端部を上方につまみあげ、口緑外面に一条の沈線を回す。

頸部外面に自然釉付者。 11~15は須恵器杯身である。たちあがり高は 1.3cm~0.7叩である。 16

~19は須恵器杯蓋である。須恵器のなかで本浜の時期を示すと考えられるのは 10のみであろう。杯身、

杯益はすべて6世紀後半で流れ込みと考える。

②鉄製品

図67-5は周海から出土した。石突きの雛形（ミニチュア）鉄器である。断面隅丸方形で、合わせ目

がはいる。

③玉類

図67-6は周濃から出土した。滑石製勾玉である。牙形を呈し、全面を比較的丁寧に研店する。
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(2}ST11067古墳出土造物

①土器

図70-1~7は周演の肩部から出土しているが、出土状況などから本裟に伴う土器と考えられる。そ

れ以外は流れ込みなどもある。

1は土師器直口壺、やや長めの口頸部の外面に暗文ふうの店きがはいる。 2~4は土師器椀。 2はロ

緑部を短く外方に屈曲させる。内面全面、丁寧な店きで仕上げる。 3~5は口緑部がわずかに内愕する

祟口緑の椀である。 6は平底、祟口緑の粗製の鉢である。

7は須恵器杯身、完形である。口径9.55anと小さい。口唇部内面に段をもち、底部3/4回転ヘラ削り。8、

9、10は須恵器杯益である。 8は口緑部片、約 1/8残存。口緑部外面と口唇部内面に沈線あり。 9はロ

唇部内面に沈線あり。器壁が薄い。天井部のヘラ削り痕は不明瞭である。 10は天井部2/3回転ヘラ削り。

11は広口壼口緑部片である。口唇部はわずかに上方につまみ上げ、外面に一条の沈線を回す。 12は須

恵器脇、完形である。口唇部は平坦に面取り、胴部下半は不定方向のヘラ削りである。

13は土師器喪、｛本部外面、タテハケ。口唇部面とり。 14は須恵器模倣の土師器杯益、外面黒塗り。

15は須恵器模倣の土師器杯身である。

図71-1~3は土師器甕の口緑部片である。 1~3は布留型甕、1は口唇部内側に肥厚する。器壁は薄い。

2、3は内樗気味の口緑部で、 3はわずかに口唇部内側に肥厚する。 4は短く外反する口緑部で屑部

内面はハケである。 5の肩部内面はヘラケズリである。 6は土師器、直口壺、球形の胴部に短く外方に

問く口頸部がつく。 7は土師器、山陰系二重口緑壺の口緑部片である。 8は弥生土器、直口壼、胴部内

面ナデ。 9は弥生土器、直口のを本である。内外面ナデ。 1 0は土師器、高杯。即裾部で屈曲し、外方に

大きく開く。脚部外面、細かな店き。 11は土師器、小型梢製器台、口緑部で屈曲させる。 12は弥生土

器、鉾。内面、店き状に丁寧に仕上げる。

図72-1~4は弥生土器、襄口緑部片である。 1~3は逆 L字形で、 4はくの字形である。 5はくの

字形の屈曲口緑鉢である。胴部内外面ハケ。 6から 11は我の底部片である。すべて平底である。

図73-1~4は弥生土器、喪底部片である。 1は平底、 2~4は平底である。 5~7は弥生土器、広

口壺である。 5は素口緑で、 6、7は鋤先口緑である。 7は頸部外面に暗文を施し、赤色顔料塗彩。 8

は弥生土器、袋状口緑壺の口緑部片。 9は弥生土器、支脚である。断面円形である。

②人形土製品

図74-1~9は人形土製品である。焼成は土師黄で、色調は黄褐色である。粘土塊を貼り付けたあと

指頭でつまみ出して手足を作り出す。顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きすることで表現して

いる。両側に広げた短い手と逆V字形に広げた足など 9点とも同じつくりである。完形のものはなく、手、

足、頭部などいずれかを欠捐する。破捐した土製品を祭祀として用いていると思われる。

1は右手と左足を欠損する。顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きすることで表現している。

足部は逆V字形に指でつまみ出す。背面に指頭圧痕とヘラ状工具の痕跡が残る。白色砂粒混凡

2は右手と左足を欠損する。顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きすることで表現している。

右足宴は平坦気味に仕上げる。右足側面は指頭圧痕が残る。白色大粒砂混入。

3は両手、両足を欠損する。顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きすることで表現している。

胴部はややスリムである。白色砂粒混入。

4は両手、両足を欠捐し、顔面の一部を剥囃する。顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きする

ことで表現している。白色砂粒混入。
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5は両手と胴下半部と頭部上半を欠捐する。特に左手部は大きく欠損する。顔には口の表現らしき痕

跡がみられる。白色砂粒混入。

6は頭部と足部のみの遷存である。同一個体であるかは不明であり、頭部を6-1、足部を 6-2とした。

顔は目や口をヘラ状工具の先端部でヘラ描きすることで表現している。後頭部は突起状に作り出す。白

色砂粒混入。

7は右手、両足を欠損する。他の人形土製品に比べてやや大形であり、胴部上半に多くの指頭圧痕が

残る。存員の表現は他のものと追い、エ具の刺突による。砂粒を多く含む。白色砂粒混入つ

8は頭部から左手と右足を欠損する。右手は短くひねり出す。白色砂粒混入。

9は右足部のみの連存である。足は霰も忠実に表現され、足宴面は平坦に仕上げる。白色砂粒混入。

人形土製品の類例は糸島市三雲屋敷遺跡4号住居、春日市下白水大塚古袋、糸島市志序町御床松原

遷跡表土採集姿料などがある。これらのすべて足は表現せず、平坦面に安定して据えられるように造ら

れている。糸島市三塁屋敷遷跡4号住居跡では男女一対の人形土製品で、性器が表現され髪形は男女

の達いがわかるように細かく作られている。ミニチュア土器4点、大型の想瑶製勾玉が供伴する。古

袋時代前期。春日市下白水大塚古浜は古浜時代後期の前方後円浜で 4体の人形土製品が出土している。

糸島市志序町御床松原遺跡採築品は5世紀代か。 10体の土製品は目、口、鼻の表現が明らかなもの、

小さいながら男性器が梢巧に摘みだされているもの、男性器に手足がつけられたようなもの、体の前後

さえ分からないものなどがある。

参考文献

糸島市三雲屋敷遺跡：前原市教育委負会2004「文化財ニュース」 VOLI 

：前原市教育委貝会 2006 「三雲•井原遺跡V」市文報 90 集

春日市下白水大塚古浜：小郡市埋蔵文化財センター図録 1998「古代人の顔」平成 10年度特別展

糸島市志序町御床松原遷跡：前原市立伊都歴史姿料舘図録『糸高の博物鎚』 1997年

③水晶原石

4点の水品原石が出土している。全長 3cmたらずである。すべて断面六角形で、小口は錐状に尖る。

lは片側小口面全面が研店される。2は片側小口面が部分的に研店される。3、4は片側小口面が欠捐する。

これ以外にも SHI1210住居跡からやや大型の水晶原石が出土している。

④馬具

図76は円環状の素環咎と模式図である。環状の鏡板に二連の街と引手をそれぞれ連結する。鏡板は

径7mmの断面円形の鉄樟を環状に曲げる。外径は 6.5cmである。街は鉄樟の両端を環状にまげて連

結する。一本の街の全長は 9.4cmである。引手は断面多角形で両端を蕨手状に曲げて鏡板に連結する。

全体的に鉄芯部が空洞化し遷存状態は悪い。
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(3} ST 1 1 1 4 1古墳出土造物

①土器

本古浜の簗造、追翠を示す遷物は図78の麿津市教育委貝会詞査の出土遷物がある。これらはすべて

周海出土で、一括して出土した遺物群もあり古裟出土遷物群としては良好な姿料である。本串業の朗査

出土土器で本袋の時期を示す姿料は図80-1~3がある。他の弥生時代終末期～古裟時代前期の土器群

は混入である。

図80-1は須恵器、肱である。偏球形の胴部中位に二条の沈線を回す。胴部と口頸部に櫛描波状文

を愧文する。櫛描波状文は部分的に乱れる。胴下半部はヘラ削りのちナデ仕上げ。 2、3は土師器、椀

である。 2は完形、体部～底部にかけて、ナデのち不定方向のヘラ削り。 3は約 1/3残存、外面、ナデ。

赤色顔料の痕跡が部分的に残る。 4~11は土師器、喪口緑部片である。布留型喪もしくはその彩婆を

うけた甕である。口緑部は内満 (4、7、8、9、10)するものと直線的 (5、6、11)があり、胴部外面

ョコハケ、内面ヨコ方向のヘラ削りを施す。 4は肩部外面に一条の波状線あり。 5は肩部外面に斜めの

櫛描列点文を連続境文する。 6は口唇部内面肥厚。 7は肩部外面に一条の直線沈線愧文。 11は口唇部

内面わずかに肥厚する。

図81-1~ 10は土師器、空である。 1、4は外反気味の口緑部で胴部上半部はハケ、下半部はヘラ削

りである。 1は胴部外面、叩きのちハケ、 4は胴部外面ハケ。 2は胴部外面斜めハケ、内面ヘラ削り。

3は肩部外面ヨコハケ、内面ヘラ削り。 5は口緑部内外面ハケ、肩部外面叩きのちナデ、内面ハケ?6、

7は肩部内面ハケ。 8は肩部内面ヘラ削り。 9は胴部外面タテ方向のカキ削りのちナデ、内面ナデ。器

商 17.3叩の小型の甕である。 IOはなで肩で内面は粗いヘラ削り。

図82-1~8は土師器、我である。 1は胴部中位に接合痕あり。上半部と下半部を別々につくり接合

したと思われる。扉訊面、右上がりの叩き、接合付近はヨコの叩き、胴部内面ナデ。 2はほぽ完形、

平底で、胴部下半に接合痕らしき痕跡あり。胴部上半内外面斜めハケ、胴部下半外面カキ削り。 3は

肩部内外面、斜めハケ。 4は体都内面、ヘラ削り、｛本部外面ハケ。布留型窯である。 5、6は小型の喪。

胴部内面ヘラ削りのちナデ。外面、ハケのちナデ。 6は胴部外面タテハケ、内面ヘラ削りのちナデ。 7

は胴部外面ハケ、内面雑なヘラ削り。器壁は厚く、粗製の空である。 8は口緑部が短く外反、胴部内面

ヘラ削り。 7、8は中、後期の土師器であろう。

図83-1~4は土師器、喪である。 1~5は我肩部の土器片である。 1、2、3は外面ヨコ方向叩き、

内面ヘラ削り。 4は外面ヨコ方向叩き、内面ナデ。口緑部近くの内面はナデを施す。 1も同様である。

5の色詞は橙色で 1~4と異なり、色i目は在地の土器に類似する。 6~11は土師器、壼である。 6は

完形、口頸部は直口し、口唇部は上方につまみあげる。胴部下半部に明瞭な接合痕がみられる。内外面

ハケ。 7は畿内系広口壺、届部外面店き、内面削りのちナデ。 8、9は小型の直口壺である。 8は口頸

部～胴部外面ハケ、胴部内面ハケ。 9は胴部外面ハケ、内面ヨコナデ。 10は直口壺、器壁が厚い。 11

は二重口緑壺、肩部内面ヘラ削り。

図84-1~ 20は土師器、鉢である。 1~3は精製の小型丸底鉾である。口緑部はわずかに内樗する。

l、2は外面ハケ、 3は内外面店き。 4、5、6は屈曲口緑の鉢である。器壁は厚く粗製である。 7はロ

緑部を口緑部を短く外反する。｛本部上半部内外面ハケ。 8、9、10、11、13は素口緑のを本である。 8は

内外面ナデ。 9はイ本部外面上半ハケ、下半カキ削り状。 10は内面ハケ。 12は平底気味で口緑部にかけ

てやや内傾する鉢である、古浜時代後期か。 14、15、16は祟口緑の浅鉢である。 17は手づくねの浅鉢、

18は手づくねの屈曲口緑のを本である。 19、20は須恵器杯芸模倣土師器である。底部（天井部）は平
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坦気味になる。

図85-1~3は土師器、台付鉢である。 1、2は素口緑である。 3はやや内悔する台（脚）部のみ邊存。

4 ~7は土師器裔杯である。 4、5は杯部が有段になる。 4は口緑部を上方に屈曲させる。 5は脚部中実、

内外面店き。 6、7は深い杯部片。 8、9は弥生土器、器台である。 10、11は須恵器杯蓋。 12、13は

須恵器杯身である。 14は須恵器、鉾。胴部中位に二条の沈線を回す。胴部下半から底部は回転ヘラ削り。

15は須恵器換倣の土師器鉢である。 14を模倣している。底部ヘラ削り。

②埴輪

埴輪片2点が出土した。これ以外は全く出土していない。周辺にも埴輪を埋匿した古浜はない。 1は

周海苔石の宴込め、 S-39区回から出土した。盾形埴輪である。上下は不明である。表面に三条の横方

向と垂直から斜め方向のヘラ描きを椀す。宴面は剥離している。硬愛で焼成良好。

2は垢丘T-39区回から出土した。盾形埴輪か？あるいは蓋形埴輪など器材埴輪であろう。表宴面に

それぞれ直線一条のヘラ描きを施す。実測図正面の上下は面取り、右側緑は部分的に面取りされている。

硬党で焼成良好。

③鉄製品

馬具
" -く?I> "'t 

周海内から 2点の藷咎が出土している。図87-1は無引手饂咎である。 2本の街は内環で連結する。

街は一条捩り技法でつくられる。街外環は内径2.5anX 2.8cmで、外環端部を街の身部に巻きつけて

環状にする。街内環は鉄棺を環状にまわす。街長は 10.5cm、11.2anである。立間用金具は一部欠捐

するがコの宇で先端部は尖る。

図89は起咎とその模式図である。 X写真では、中央に 1本の鉄樟が見えるため、 1本捩りか、 1本

の鉄樟を芯に、そこに別な鉄樟を捩ってからめたかいずれかで、時期的に前者の可能性が高い。街外環

に一条線蕨手状の引き手が速結する。二連の街は連結部で破捐し、連結状況は不明である。二連の街は

左右で鉄棒の太さが若干異なり右恨I/がやや細い。引手長は 15.0anである。街外環部に立間用金具が鹿

角の一部とともに銹喧している。

鉄鏃

図87-2は鉄鏃である。周濃内で馬具（図89)の近くから出土した。線身部は柳禁形で、茎部先端

は欠損する。

④玉類

図90-1~ 13はガラス小玉である。石室内の奥墜近くの床面から出土した。 80cmX 50cmの苑回

で約25anの高低差をもって出土した。直径は 8mm前後と規格をもち、長さは4.10mmから 8.75mm

とばらつきがみられる。従って形屯呈的には長円岡f多から扁平形と異なる。色詞はすべて群育色である。

すべてソーダ石灰ガラスで、笞色材はコバルトで製作技法は引き伸ばし技法である。図90-2、8は小

口が平坦に研店されている。

図90-14は滑石製勾玉である。両側穿孔。孔周辺は両面とも平坦気味に店く。
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(4) ST 11158古頃出土造物

①土器

周海などから須恵器、土師器、弥生土器、陶質土器が出土している。古坦の簗造時期を示さない弥生

土器が多望に出土しており、周辺の遷構からの流れ込みであろう。

法量、形屯足の特徴

図91-1~13は須恵器杯益である。1は口唇部内面に部分的に沈線を愧す。天井部約1/3回転ヘラ削り。

2~11は口唇部を丸くおさめる。 2は天井部を約2/3を入念に回転ヘラ削りする。 3は天井部約 1/2

回転ヘラ削り。 4は天井部約 1/2回転ヘラ削り。天井部外面にヘラ記号あり。 5は天井ほぽ全面に自然

釉がかかり詞整不明。内面にヘラ記号あり。 6、7は天井部約 1/2回転ヘラ削り。 8は天井部約 1/3回

転ヘラ削り。 8は天井部約 1/3回転ヘラ削り。 9は口緑部を短く外反する。 9、10は天井部約 1/2回

転ヘラ削り。 11は口緑部片。 12は天井部約 1/3静止ヘラ削り。 13は平坦な天井部片。

図91-14~図92-4は須恵器杯身である。 14、15は生焼け須恵器で焼成、胎土が類似する。たちあ

がり高は l.5an、l.4anと他の杯身に比べて高い。 16、17は底部約 1/2回転ヘラ削り。 18は底部が

平坦で、約 1/3回転ヘラ削りのちナデ。胎土、調整が他の杯身と異なる。 19、20、21、22は底部約

1/2回転ヘラ削り。 19は底部外面にヘラ記号あり。 23、24、25は底部約2/3回転ヘラ削り。 23は焼

成時に歪む。底部にヘラ記号あり。 26は底部約 1/2回転ヘラ削り。 27は底部雑な回転状のヘラ削り。

28、29は底部約 1/2回転ヘラ削り。図92-1、2は底部が平坦でヘラ記号あり。 1はヘラ切り未詞整、
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2は回転ヘラ削り。 3はヘラ切り後工具によるヨコナデ。

図92-5~7は須恵器のつまみ付き蓋である。 5、6は祟口緑で、 7はかえりがつく。 5のつまみ部は

より窪む。 5、6は天井部約 1/2回転ヘラ削り。

図92-8~11は須恵器商杯である。脚部のみの遷存である。 8は短即 l段透かしで長方形の透かし

をもつ。本古浜出土土器では型式的に綬も古い時期の土器になる。 9は古代の高杯か?10は形態不明

である。短即の外反する裾部、くびれ部中央に三角突帯を回す。その上方にはヘラによる縦方向の刻み

が不規則に施される。日は脚部中央に二条の沈線を施す。縦方向一本のヘラ描きあり。

図92-12、13は須恵器壺である。 12は直立気味の短頸壺、 13は頸部欠損するが長頸壺であろう。

肩部に退化した一条の沈線を回す。

図92-14は須恵器椀である。｛本部に二条の沈線を二段に挽す。カキ目詞整、底部不定方向ヘラ削り。

図92-15は須恵器捉瓶である。｛本部のみ遷存、カキ目詞整。

図92-16~図93-2は須恵器壺である。 16は内面同心円叩き。 17は焼成不良で、内面同心円叩き。 18

は口緑端部外面に一条の沈線を施す。内面ナデ。図93-1、2は頸部および肩部に櫛描列点文を愧す。

外面カキ目、内面ナデ詞整。

図94-1~図95-4は土師器襄である。図94-1は口緑部はく字形で底部は平坦気味、内面はタテ方向
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の粗いヘラ削り。 2の口緑部は短いく字形で底部は平坦気味、内面はタテ方向の粗いヘラ削り。 3は頸

部内面に稜線あり。 4は短く外反気味の口緑部である。 5の口緑部は大きく外反する。外面タテ方向の

細かなハケ。 6は直立気味の短い口緑部、内面は斜め方向のヘラ削り。 7、8、9は平底で、 7と9の外

面はタテ方向の粗いハケ。図95-1は届部内面ハケ、胴部内面ヘラ削り、体部外面タテ方向のハケ。 2

は頸部内面に稜線あり。肩部内面ヨコ方向ヘラ削り。 3は肩部内面ナデ、肩部に粘土輪栢み痕あり。弥

生土器の系詰であろう。 4は口緑部内湾する布留型我である。

図95-5は土師器二重口緑壺である。肩部内面ヘラ削り。

図95-6~9は土師器壺である。 6、7は長頸壺である。 6は外面赤掲色、7の肩部外面はタテハケ。 8、

9はイ本部のみ遷存。 9は底部に黒斑あり。

図95-10~ 12は土師器鉾である。 10は｛本部のみ遷存、底部平底気味。 IIは直立する短頸口緑。 12

は口緑部内面に稜をもつ。

図95-13は土師器小型器台である。口緑端部をわずかに上方につまみ上げる。

図95-14は土師器鼓形器台である。外面ナデ。

図96-1~6は土師器高杯である。 1は脚柱部が中実となる。外面店き状、 2は脚裾部で屈曲し、外

方に開く。 3はオ不下半部のみ遷存、 4、5、6は杯下半から脚部、脚部のみ遷存する。

図96-7~9は土師器甑である。 7は口緑部のみ遷存、外面粗いタテハケ、内面ヘラ削り。 8、9は底部。

8は桟渡しの円孔が開く。

図96-10~17は土師器把手である。 IO~12は断面円形で、 13~17は断面楕円形である。

掬党土器

図97-1~5は陶黄土器である。すべて周濃から出土した。 STl1158古浜の時期とは合わず混入と

思われる。 1、2は鉾形土器である。 1は硬質であるが色詞は内外橙褐色である。一見軟愛土器にみえる。

平底で口緑部は逆L字形に屈曲する。口緑端部は平坦に仕上げる。｛本部内外面ナデ。約2/3残存。

2は硬賀で色謳Iは内外灰色である。平底で口緑部は屈曲し外反する。口唇部は面とりされる。｛本部内面

および外面上半部はナデ、体部外面下半部はヘラケズリ。約2/3残存。 1、2は戟国全躍南道系で4世

紀前半か？

3は高杯である。胎土は徴密で色詞は灰色である。杯部外面に三条の沈線を回す。杯部内底面にエ具

による沈線状の刻みが残る。即基部は太く、四方二段の長方形透かしを焼す。即部外面の中位に幅約

5mmの凹線を回す。加耶地域に系詣が求められる。時期は定森秀夫氏から 4世紀後葉~5世紀初頭と

のご教示をえた。

4は商杯である。杯部片のみの残存である。色詞は内外面やや赤色味を帯びる褐色で、器墾断面は褐

色と橙褐色のサンドイッチ状である。杯｛本部は内満し、口緑部はくの宇形に屈曲するもののやや内悔気

味である。加耶地城に系譜が求められる。時期は4世紀末~5世紀前半か。

5は商杯である。杯底部片のみの残存である。内外面の色詞は灰褐色で、器壁断面は橙褐色である。

長方形の四方透かしを施す。
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(5) ST1 2002古垣出土逗物

①土器

図98-1~3は土師器、空である。 3点ともほぼ完形である。 1は球胴に若干外半気味の口緑部がつく。

頸部内面に明瞭な稜がつく。口唇部外面は面とりされる。｛本部外面は短い斜めハケ。内面ヨコ方向ヘラ

削り。 2は長胴喪である。平底気味、｛本部外面長いタテハケ。内面タテ方向ヘラ削り。 3は胴部霰大径

が中位より岩汗下にある。｛本部外面長いクテハケ、内面ヘラ削り。 4は直口壺、外半気味のやや長めの

口頸部である。口頸部外面、クテハケのちヨコ方向店き状。 ST!1067出土直口壺（図70-1)に類似する。

5は大型の祟口緑鉢である。胴部下半から底部にかけて粗いハケ。粗製。

図99-1は須恵器杯蓋である。口唇部は内傾して面取りされる。天井部から口緑部にかけて大きく屈

曲し、不明瞭な沈線を回す。 2は須恵器杯身である。立ちあがり商は 1.lanで受け部は水平にのびる。

3は須恵器壺蓋である。口唇部は内傾して面取りされ、 1と類似する。天井部回転ヘラ削り。4は須恵器壺、

口緑部は短く外反し、口唇部は面取りされる。内外面ナデ。 5は蘊、口唇部は水平に面取りされ、頸部

中位にやや鋭い断面三角突帯を回す。

②鉄製品

図 JOO」はU宇形鍬鋤先である。両側の耳部培部を欠損する。耳部から刃部にかけて U字形の緩や

かなカーブを描く。魚津知克氏分類のA3a類にあたる。（魚津知克 2003「曲刃鎌と U字形鍬鋤先」

帝京大学山梨文化財研究所研究報告第 11集）内緑の両側は傾き、耳幅と刃先長がほぽ同じである。刃

部幅は 3.2叩 1である。 V宇海の深さは珈こ覆われて正確には判らないが約0.5~ Janである。 2枚の

鉄板を搬接して作ったと思われる。

4, 古墳群の形成過程について

(1} 各古墳の時期決定

本古浜群は坦丘上部の削平が著しく、主体部がかろうじて遷存していた STll141古坦以外、周海の

みの検出であった。また、地山が砂丘であり、本古浜群と弥生時代～古浜時代の集落が重複しているた

め周海内出土土器は弥生時代中期～後期の土器が混入して出土した。このため古浜の時期を決定し、そ

の形成過程を考えるにあたり、時期を決定する遺物の抽出に苦宅した。図 101、102に各古娯の時期

決定土器を掲裁する。

とくに ST!I 002古浜は時期決定が困雑であった。図 101しこ須恵器広口壺を掲栽する。この他、古

裟時代中期の土師器喪（図64-1)が出土している。出土土器での時期決定は難しいが、菩石の記石

状態を時期決定の根批にした。本古浜群で菩石が記される 3甚の古浜のうち、 STl1002古袋に隊接

する ST!1141古裟にも菩石が記される。両古浜の芸石を比較すると粗み上げ、記し方は STl1002 

古浜が丁寧である。また、 STl1002古浜の菩石石材は本遺跡周辺で産出しない玄武岩を多用するな

ど、 ST!1141古袋芸石より明らかに丁寧であり、 STl1141古浜苔石は蘭略化が進んでいる。中期の

古袋 4甚のなかで、帆立貝形前方後円坦であり、古浜群の簗造の契機になったと推定できる。従って、

STl 1141古袋より古いと考えた。

STl 1141古浜は本詞査出土の須恵器躁と癒津市教委調査出土の土器群がある。蹟は大型と小型があ

る。ともに、肩部に櫛描波状文を椀文し、肩部がはり、胴部は偏球形である。また、大型臆の口頸部

甚部が細い点は類例をみないが、古式の特徴と考えてよいだろう。厖の形態的特徴は田辺編年TK208、

中村編年 I-3に位匿づけられる。
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有蓋高杯の裔杯はたちあがりが直立するもの 2点と内傾するもの 3点がある。脚部は短脚とやや長即

気味が 1点みられる。口径や口唇部形態なども加味して田辺編年TK208~TK23、中村編年 I-3~1 

.4にあたる。口頸部中位に二条の断面三角突帯がある壺は類例が少ないが偏球形の胴部形慈は醸に類

似する。この他に実測図はないが須恵器中型我、広口壺の計 4点も出土している。図 101に中型空の

写真を掲栽する。口緑部の下に断面三角形の突帯一条を回す。突帯の下には規則正しい櫛描波状文を挽

す。口緑下の三角突帯は古い要祟であるが、櫛描波状文から TK208か？

また、内部主体部が無袖型の堅穴系横口式石室であることと周海出土土器は矛盾しない。以上のこと

から、本浜の簗造は田辺編年TK208、中村編年 I-3併行と考える。

STl 1067古坦は周海肩部の地山直上から出土した完形の須恵器杯身と記匿されて出土した土師器直

口壺、椀がある。須恵器杯身は口径 9.55anと小さいことや口唇部内面に段を持つ特徴から田辺編年

TK47、中村編年 I-5に位匿づけられる。直口壺はやや長めの口頸部で外方に開く。胴部は偏球形であ

る。拙稿4B期の壺G3にあたる。直口壺の類例は佐賀市修理田遷跡SE.2010や本遺跡汀11067出土例

などがある。土師器椀のうち口緑部を短く外方に屈曲させる図70-2の類例は吉野ヶ里町三津永田遺跡

SHlO出土例がある。同遵構からは須恵器杯身も出土しており、修理田遺跡例とともに本古袋と同時期

の土器群といえる。

また、本古坦周渫からは環状鏡板付咎（円環咎）が出土している。周海出土の馬具という点から殉葬

馬と思われる。類例には福岡市吉武s群 9号坦例、行橋市稲童 8号浜例などがある。この円環咎は戟

国百渚漢城期の古坦からは出土せず、国内出現は戟国百済熊津透都 (475年）以降の可能性が高い（桃

崎祐輔2005)。従って、本古坦出土の土器や円環咎から TK47型式の実年代が 5世紀第四半期以降で

あることも想定できる。

汀12002古浜出土土器には須恵器識、短頸壺、杯身・蓋、土師器夜、直口壺がある。厖は口緑部と

胴下半部のみの遺存で全体の形態がわからないが、口頸部が短く、口頸甚部は太いという特徴をもつ。

頸部中位の断面三角突帯は比較的シャープである。以上のことから中村編年 I-5に位匿づけられる。

短頸壺は類例をみつけることができず位匿づけはできない。ただし、口唇部をシャープに面とりするな

どのつくりは鵡や杯蓋と共通する。杯蓋は復元口径 13.3叩、杯身は復元口径 12.2cmである。杯蓋の

口唇部内面は内傾して面取りされる。田辺編年MTl5型式・中村編年a.1か？

土師器直口壺は前述のとおり拙稿4B期の壺G3にあたる。これらのことから ST12002古裟出土土

器は田辺編年TK47型式、中村編年 I-5~田辺編年MTl5型式・中村編年a.1に位置づけられる。

汀11158古浜からは 6世紀後半の須恵器、土師器が多く出土している。その中で霰も古時期の須恵

器に短脚高杯の脚部（図92-8)がある。中村編年の 1型式に展するだろうが、出土位匿が周濃上眉で

あることや小破片であり、これ以外に 1型式の土器はないことから混入と考える。

多くの杯身、杯蓋のうち、綬も古い要素をもつものを掲栽した。杯益は復元口径 13.0cm、13.9cm、

杯身は復元口径 ll.8an、12.0cmである。杯益の口唇部内面や口緑部と天井部境に沈線を有するもの

はほとんどない。図91-1の口唇部のみわずかに沈線状である。田辺編年TK43型式、中村編年a.4に

併行する。

霰新時期では高杯脚部（図92-11)は透かしがなく、中村編年a-6に、鉢（図92-14)は中村編年

ill-Iに位匿づけられる。
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(2} 古墳群の形成過程

中原遷跡は弥生時代終末の浜丘茎（区回茎）や木棺茎•土~~茎群や古浜時代前期の前方後円浜と周濃

茎群が簗造される。その後、古浜時代中・後期に本書に括栽する古浜群が簗造される。弥生時代終末～

古浜時代前期の坦茎は未報告であり、ここでは、本舎に掲哉する中・後期の古浜の形成過程についてふ

れる。

前方後円坦 2基、円裟 3甚の古坦群は南北約 !!Om、東西約80mの比較的狭い望域に簗造される。

また、これらは弥生時代終末～古浜時代前期の浜茎群を避けるように、砂丘微商地の東側に簗造される。

汀11067、汀11002、汀11141、汀11158古浜は南北に連なり、 STI1002、汀11158前方後円浜の

主軸は東西方向である。

これらの古袋群の簗造瓶序は、汀11002古浜→汀11141古浜→汀11067古坦→汀12002古坦

→汀11158古浜である。そしてこれらの時期は汀11141古裟は TI<208~ TI<2 3、汀11067古浜

はTI<47、汀12002古浜はTI<47~MTI5、STl1158古垢はTI<43型式期である。以上のように古浜

時代中期から後期にかけて連統して簗造された古浜群であり、汀11158古浜は唐津地域の殻後の前

方後円浜になる。汀11002古袋は帆立貝形前方後円浜であり、ともに松浦川流域の首長茎にあたる。

釦 1141、11067、12002古浜は円浜であるが浜径 14.5m~ 18.2 mと比較的大型であり、中小首長

屈に相当しよう。

近年の窟津地域の調査で、本遷跡古浜群と同時期あるいは近接時期の古浜群が玉島JI[流域や徳須恵川

流域でも確飽されてきている。それらの成果と合わせて、胆津地域の古浜時代中、後期の社会像を再検

討する必要があろう。
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襄18古填出士士帷一覧襄 (1)
※口径の｛）は復元径

闘 出士地点 纏別 嚢着
直 a:il ... 

胎 土 県翌遺書物号,, ... ...... U 面 ... 而

64-1 STS.1136 002 土 聾 (19A) 残 23.8 に褐ぶい 芦 05砂~を6多.0mroく含む大の 07000920 

11-2 ST11002 土寧 憲 (15.0) 残 5.0 檀 檀色 0砂.5粒~を2含.0≪む皿：大の 07000933 R-38 

11.3 ST翌11002 
土暉 賽 (l3.4) 残 8.1 溢‘ 話 0.砂5~を5含.0tむ血 大の 07000922 

11.4 ST涅11002 
土 憲 (15.3) 残 7.1 赤にぶい 赤にぶ褐色ヽ 05砂~を3含.0mmむ 大の 07000924 

11.5 sr翌11002 
土訴器 彊 残 5.7 霊 明紐赤 0砂5粒~を2含,0mmむ 程の 07000958 

11-6 STS-11309 02 士 鸞 (20.8) 痴 9.0 貧にぶい 芦 0砂.5~を3含.0t皿3大の 07000926 

11.7 srQ1-138 002 土疇 宣 (17.8) 残 6.6 橙 橙 O.S砂~を3含.0mmむ 大の 07000921 

11-8 STS-1138 002 土蜀雛 賓 (18.0) 残 5.5 橙色 溢‘ 0砂.5粒~を5含.0,む皿5大の 07000925 

11-9 STS-1138 002 土 聾 (17.0) 細 5.0 橙 橙 0.5砂~を2含.0mmむ 大の 07000930 

11-10 STllO⑫ 
土寧 甍 (11.5) 残 5.0 に橙ぶ色い 溢‘ 0砂.5粒~を2含.0mroむ 大の 01000921 R-36 

N-11 STS-11307 02 土暉 賽 (18.0) 残 5.0 橙色 橙 O砂.S~を3含.Qmmむ 大の 07000931 

11.12 STR11-306 02 土 聾 (14.0) 残 8.4 橙 橙 O.S砂~を4含.0mmむ 大の 07000928 

11-13 ST縣11002 
土暉 賣 （お.4) 残 5.5 黄にぷい 話ぶ 0.砂5粒~を2含.0mmむ 大の 07000923 

65-1 STQ1-38 1002 弥 賽 隅｛鵡 残 6.2 揖 褐灰色 開繋話0mm.の 06003769 

,ヽ.2 Sl'S.l1309 02 弥 聾 謂瞬 残 6.9嘔 澁虞‘ 討1.0後~の3砂,0mro粒を含む 06003770 

11-3 釘:Q11-38002 弥 饗 隅僻:tl残 6.7 橙色 隈雲、蘭111後~の3砂.0mm粒を含む 0細 771

,,_, STS.1138 002 弥生土器 壼 譴悶 残 5.1 に褐ぶい 溢‘ 揺房袖行もの 0細 768
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覆19古墳出土土顕一覧覆 (2) 巖口径:0.)( )は復天潅！

悶 出士紐 纏別 醤櫨 1'l'ーaol ... 
胎 土 登尿遭物号

口径 .... ... 而 ヽ

65.5 sruooz 資生土器 賓 (24.2) 残存6.6明赤褐色 明赤褐色
微 ~l.5111111の

06003765 
砂を含む

紅llOOZ
橙 橙

1.0~4.0mmの11-6 
Q認

弥生土睾 聾 (17.8) 残 7.6 にぶい にぶい
砂を含む

06003766 
檀 橙

11-1 
ST11002 

弥生土蜃 賽 (22.8) 残 9.5 橙 橙色
0.5~2. 伽皿大の

07000929 
S-36 砂粒を含む

II -8 ST1100Z 
弥生土緩 賓 (15,0) 残 6.1 橙 橙色

O、5~4.0:tmn大の
07000932 

Q-38 砂を含む

sr11002 
雹 檀

1.0~2.0mm 
11-9 

Q-38 弥生土喜 聾 (35.0) 残 11.1 に紐ぶい に慎ぶい 前のを含む
06003774 

"・10 
ST11002 

弥生土器 憲
暉函.O}

残 12.7
にぶヽ にぶい 1.0~30mmの

06003775 R-36 外 (51,0) 黄 黄 硲を含む

66-1 
sruooz 

弥生土纏 聾 底 (7.3) 残 3.5灰黄褐色
にぶい 0.5~2.0mm程

07000949 
R-37 貧 砂を多く含む

紅11002
0.5~2.0mm程の

11-2 周溝 弥生土塁 賽 度鄭径(8.4) 残 5.6 橙 橙 07000947 
0-38 

砂を多く含む

11.3 
ST1100Z 

粥生土器 憲 底 (7.5) 残 9,1 灰黄褐色 橙色
0.5 ~ l.SDDn糧

07000945 Q-38 砂を多く含む

114 
紅 llOOZ

弥生土喜 聾 崖部径(7.8) 残 3.6
にぶい にぶい D.5~2.0mm程

07000950 
R-37 曇 橙 砂を多く含む

、t-5 sr11002 
弥生土器 賽 底 (6.0) 残 6.0

にぶい
褐

0.5~2.0mm. 程
07000948 

R-36 橙 硝粒を多く含む

II~ 
sruooz 

弥生土纏 賓 底 (8.0) 残 3,l
にぶい

浅色
0.5~2.0mm程

07000953 
R.-38 櫨 砂を多く含む

11-1 
sr11002 

弥生土醤 聾 崖都径(7.1) 残 3.3 檻
にぶい 1.0~2.0mm程

07000952 
S-39 褐 砂を含む

II~ 
ST11002 

弥 賓 底 ('7.5) 残存6.2
にぶヽ にぶい

砂と小石を含む 07000946 R-39 黄 黄

sruooz にぶい
l.O~Z.Omm. の

11.Q 
S.T..37 

弥生土● 聾 底 (5.1) 残 4.3 橙
檀

砂を含む 07000954 
“屯を含むl

n-10 
ST1100& 

弥生土羅 賽 崖鄭径(7.5) 残 4.6灰褐
にぶい 0.5~2.!imm程

07000951 Q-31 嘱色 硝粒を多く含む

sr11002 
0.5~2.5皿m糧

11.11 周溝 粥生土器 外径(11.7) 残 7,6 橙 橙色 07000970 
S.37 

砂を多く含

11-12 宵 弥生土喜
棗

(12.0) 残 S.6 櫨 橙
1,0~2.0mmの

06003772 口 砂を含む
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即 0 諜出ヰ暑一覧覆 (3)
※口径の（）は復元径

闘 出士地点 纏別 嚢着
直 a:i} ... 

胎 土 県登遺書物号,, ... ...... U 面 ... 而

66-13 ST11002 弥
袋

残 4.7 橙 橙
1.0mm蘭

06003773 Q-37 口 砂を含む

ST11002 内 (23.0) にぷい にぶい 1.0mm関後の
11.14 S-37 弥 広口頭 残 8.9 08003787 

S-38 外 (28.7) 赤 檀 砂粒を含む

67-1 
ST異11溝002 

弥
嚢

16.5 41.0 赤 赤褐色
1.Q~3.00U'oの

0400(刃59
R-36 口 砂を多く含む

11.2 ST属11潰002 土
二重 内 (14.'I)

残 5,1 灰白色 灰白色
載を

07000956 口 外 (15.1) わずかに含む

11-3 ST11002 土簡雛
二璽 内 (16.6)

残 43 灰白色 灰白色
細砂粒を

07000957 
口 外 (17.3) わずかに含む

11.4 ST11002 土
二重 暉 (14,5)

残 6.4 橙 橙
0.5~ t.SIXll'II程の

07000955 
S-37 口 外 (15.6) 砂粒をわずかに含t

68-1 ST11002 贅 嚢 残 12.6 橙
にぶい

07000966 R-37 橙

11.2 sr11002 土 直口憲 (10.3) 残 16.7灰
にぷい t.D~3.0mm程の

07000934 
R-36 橙 砂粒を多く含む

11.3 :n:11002 土訴雛 醤 残 102
にぶい

明褐色
0.5~2,0t血蓉の

070009廷
R-38 橙 砂をわずかに含t

"・' 
sr11002 土 鎗

内 11.7
残 9.6 檀

にぶい 邸 ~2.()1皿粗の
07000960 

S.38 外 11.9 橙 砂粒を含む

11.5 ST11002 
土暉 鉢 (11.8) 残 5.1 橙

にぷい
載をわずかに含そ 07000959 

S-37 赤篇色

11-6 
訂翌11002 

士 鉢 残 8.4
にぶい にぶい

07000976 
貸 橙

11.7 
ST雰11002 

雫 鉢 預 7.2灰色
にぶい

07000977 
黄

11-8 ST11002 土暉 鉢 内 (12.6) 7.7 明 明赤褐色 07000971 ~38 

11.9 
ST悶11002 

遍 鉢 底 1.5 8,5 橙色 橙 07000968 

Jl-10 
sr翌11002 

土紺器 鎗
内 (13.0)

残 5.1 橙 浅色
砂を

07000964 
外 (13.2) ほとんど含まない
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覆21 躙出ヰ曇—麟 (4) 巖口径:0.)( )は復天潅！

悶 出士紐 纏別 巽纏 1'l'ーaol ... 
胎 土 登尿遭物号

口径 .... ... 而 ヽ

総 11 ST謬11002 
土 鉢 外径(10.4) 残 6.7 明褐色 に欄ぶい 07000973 

11.1z 紅悶llOOZ 
土 鉢 暉 (11.2} 残存5.1 橙 明編色 07000967 

n-13 sr謬1100:i 土獅醤 鉢 悶｛翡：り 7.1 に鬱ぷい に橙ぶい 砂0.5~を含1.0mmむ 糧 07000963 

11.14, ST謬IIOOZ 
土鰤纏 緯 閥瞬 3.7 話 灰黄色 07000975 

11-15 STR11-3006 2 土鰤器 鉢 内 (12.7} 残 4-l 橙 溢‘ 071':1:J0072 

11-16 ST悶l1002 
土鰤醤 鉢 外径(15.3)喪 10.1 黄にふヽ 貧にぶい 07000969 

吟 I
紅謬11002. 

土 台 外内径lS.2
15,5 ほ温 濠 淡色 微を 07000961 

11-2 胃 弥生土器 高 残 11.6 蜃 橙 0700(冷43

11-3 紅諜11002 
土 高 残存8.3 に橙ぶい に檀ぶ色い 07000944 

11-4 STg11喜00Z 弥 器台 閲 残 14.8 橙 橙色 07000936 

11-5 釘R11-30082 弥生土器 蜘 需 残 10.4 貧にぶい 賃にぶい 07000938 

11,6 SJ:諜11002 弥生土纏 籍 残存13.0 雪にふヽ 雪にぶい 0700(匹

11.7 sr翌11002 
弥生土器 這 呼径 残 10.2 檀 橙色 07000937 

11-8 ST翌IIOOZ 
弥生土醤 支 底(12.5) tz.o 檀 橙 07000941 

II -9 sr周11溝00:i 粥生土磐 支 残 11,5 橙 檀色 07000942 

11-10 ST11002 須意器 広口冦 惣 残 6.0 灰 鶉灰オ灰白リー色ブ 07000978 Q-38 

11.11 srQ-u3oo7 z 須馨 匹 榊 残存3.2 灰 灰 07000990 
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即 2 諜出ヰ暑一覧覆 {6)
※口径の（）は復元径

闘 出士地点 纏別 嚢着
直 a:i} ... 

胎 土 県登遺書物号,, ... ...... U 面 ... 而

69-12 SI'S-11307 02 須器 匹 聾 3.9 灰 灰色 070009邸

11-13 STRll-3O6 叩 須恵器 杯 榊 3.0 黄灰色 黄色 07000987 

11-14 STllO⑫ 
須 杯身 榊 3.7 費 費灰色 07000988 S-38 

11.15 STS-ll38 OO'l 須爵 匹 融 4.4 黄灰色 黄色 07000989 

11-16 ST猛11002 
須 杯蓋 内 12.6 3.6 灰 灰色 07000980 

H-11 STS11疎002 須器 杯肇 暉 (13.6) 残 3.2 灰 灰色 070009認

ST11002 
須 杯 内 (13.6) 残 3.9 黄 暗灰色11-18 巽； 070009匹

Jl-19 ST翌110i02 須 匹 内 (13.1) 残 3.0 灰 灰色 07000981 

70.1 ST翌11067 
土 壼 10.4 15.8 檀 暇檀色 Z.0白白.51色色raro.~砂砂3.6,r,m駆志をを虞少のl重傷種自心 03001770 

11-2 
ST翌11067 

土寧 棟 13.1 6.6 赤 悶魯 03000118 

11.3 ST周l1溝067 土暉 椀 (12.7} 5.8 瓢にぶ麿い 褐明色亦橙色蒻1.0mmg窪~5的,0mm. 03000120 

11.4 S'f翌l1067 
土 椀 14.0 6,1 赤 赤 程如1.5度rmu：II) を多~く3含.0mmむ 03000117 

11.5 ST翌11067 
土暉 節 12.75 紐 5 明色明赤潟色砂粒を少量含む 03000119 

11-6 Sl'翌11067 
土暉 鉢 廿 '-9 灰 芦 白色砂紐壱少量含む 03000121 

1ヽ.7 STP11嘉067 須 匹 9.55 4,1 暗灰色 暗灰色
砂1.0~を含Uimmむ 粗度の

03000107 
1.0~3.0mm含む 租

11-8 ST閉11087 
須 匹 (12.0) 残 3.1 禍 褐灰色 07001796 

,,_g Sf翌11067 
須稟器 四 (13.3) 残 4.3 暗灰色 暗灰色 07001795 
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覆23 躙出ヰ曇—麟 (6) 巖口径:0.)( )は復天潅！

悶 出士紐 纏別 巽纏 1'l'ーaol ... 
胎 土 登尿遭物号

口径 .... ... 而 ヽ

70.10 
sr謬uoor 

須慮馨 四 (13,7) 4.2 貧 黄 0700179• 

11.11 ST11067 須 広口壺 残存5.0 灰色 灰黄色 07001793 P-39 

n-12 SJ:0-1138 067 須恵醤 鵡
14芳75 

14.3 灰 灰 闘？寄の 06003788 

11.13 st翌11067 
土鰤纏 璽 (19.0) 31.6 澁‘ に褐ぶ色い 瓢 甜 戸 06003789 

11.14 ST諜11067 
土鰤器 霜 (12.8) 残 3.0 橙 黒 07001792 

11-15 ST0-1139 067 土鰤醤 諮 {12.1) 残 3.4 灰貧褐色灰 07001797 

71-1 
ST雰11061 

土 宣 (14.4) 浅 浅黄橙色 綱穀を含む 07001770 

11-2 
sr悶11001 

土鼠澤 聾 (17.0) 残 4.0 濠 淡賃色 砂O、5~を2.含0!む皿大の 07001772 

11-3 sr翌11001 
土 聾 (17.2) 残存4.0 澁‘ に撼ぶ色い 網を含む 07001771 

11-4 ST周11溝067 弥 賓 (148) 残 10,0 溢‘ 澁‘ 秒D.5~を3含,0mmむ 大の 07001775 

11-5 
紅謡11067 

土卿器 賓 (12.8) 残存6.3 に檀ぶい に檀ぶい 砂0.5~如3.0mm. 大の 07001776 

11,6 S!~11I 067 土 直口壼 (10,4) 13.5 橙 檀色 07001768 

11.7 ST君11喜067 土鰤器 二麟璽口 (16.6) 残 5.6 灰白色 灰白色 絹粒を含む 07001773 

11-8 紅讃11喜067 弥生土醤 壼 (8.9) 残 8.9 貧にふヽ 赤にぶい 07001790 

II -9 ST縣11067 
粥生土磐 鉢 (10,0) 残 7,2 黄にぶい 溢 07001789 

11-10 
ST1諜1067 

土 高 (22.0) 12.5 07001800 

11.11 5r翌ll067 
土 認 {10.1) 残存2.5 檀 檀色 07001798 
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即 4 諜出ヰ暑一覧覆 (7)
※口径の（）は復元径

闘 出士地点 纏別 嚢着
直 a:i}

n坤 O 調"'"" 胎 土 県登遺書物号,, ... ...... 
71-12 

Sf~ 11087 
弥 鉢 {8.l) 残 1.9 褐 橙

O.S~l.Omm大の
07001791 

砂を含む
P-38 

72-1 
訂閉11087 

弥 聾 (26.9) 残 8.5 橙
にぶい 0.5~ 1.0mm大の

0100l781 
檀 砂粒を含む

11-2 ST悶11067 
弥 賽 悶悶 残 11.6 橙 橙

O.S~3.0四0大の
07001765 

砂を含む

STl1067 弼 宣 講閑 残 6.5
にぶい にぶい 0.5~ 1.0i皿：大の

07001786 11.3 
P-:37 檀 櫨 砂粒を含む

ST閉11067 
弥 賣 間醤 にぶい にぶい 0.5~2.0mm大の

07001767 11.4 
黄 黄 砂を含む

11.5 ST翌l1067 
粥 鎗 (Z0.2) 残 l&.O

にぶい にぶい 顧 ~5.()J皿大の
07001774 

檀 櫨 砂粒を含む

ST忠11067 
贅 憲 底 (J.2) 残 4.5 橙 雲

1.0~Z.Ommの
07001781 11-6 

砂を多く含む

ST員I1溝06'l 
弼 宣 底 6.8 残 3.4 橙 橙

t.D~2.5mm程の
07001788 11.1 

砂粒を多く含むP-31 

ST翌11067 
弥 憲 底径(8.3) 残 1.3

にぶい
雲

0.5~2,0t血蓉の
07001785 11-8 

橙 砂を含

ST11087 
残 8.6

にぶい にぶい 邸 ~2.()1皿粗の
07001784 11-9 蹟溝 弥生土器 聾 底 6.7

橙 橙 砂粒を含むP-31 

ST閉11067 
弥 賣 底 8.9 残 5.8灰賀褐色 浅

0.5~2.0mm程の
0700l779 11-10 

砂を含む

Jl-11 
Sl'眉l1潰067 

弥 聾 底 (8.2) 残 65
にぶい 却ににふぷいヽ o.s~ 1.0匹 D霧の

07001783 
P-38 貸 砂粒を多く含む

73-1 
SJ:閉11067 

弥生土器 甍 底径(6.4) 残 15.1 橙
にぶい 0.5~3.0, 皿程の

07001717 
鐙 砂を含む

S'l'類ll067 
弥生土器 聾 残 8.1

にぶい にぶい
細砂粒を含 07001782 11-2 

貸 橙
P-38 

ST琵11067 
弥 鸞 底 4.4 残 3.1

にぶい
櫨

1.0~2.0mmの
0700L787 11.3 

黄 砂を多く含む

ST翌l1067 
弥 賽 残 8.1

にぷい にぶい 1.0~2.0! 皿霧の
07001778 

,,_, 
橙 橙 砂を多く含む
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表26 古墳出土土Iii一覧喪 {8}
棗口径の（）は榎元径

闘 出士地点 糧界l 器穏
ぶー Cl!) .... - 胎 土

尿遺物

''"暑 晒 ● U 向 "'"" 登録壽号

73.5 ST閉11007 
弥生土繕 広口壼 (29.2) 残存17.5 に檀ぷい に檀ぶヽ 0砂.5~を3.含0rmnむ 大 07001764 

11-8 
ST閉11067 

弥生土爵 広口壼 閥闘 残 10.8 溢‘ 溢‘ o砂.5~を4含.0Iむ血 -XII) IY1001763 

11-1 SI'翡11喜067 弥擁 広口冠 (29.2) 残存11.0 橙 轡 0砂.5~を4含.0romむ 大の 07001762 

11-8 S'f醗l1007 
弥生土誦 嘔 残存3.2 檀色 櫨 0砂5粒~を2.含0mmむ 大 07001769 

11.9 SI'閉11067 
這器 支 底 5.7 残 11.7 橙 橙 Cf1001801 

記 1 Sf翌ll141 
須巽 醜 体112.7、21 17.5 灰色 灰 澁宅紺の 一

11.2 5r翌l1141 
這器 杯 15、2 6.0 橙 檀

紺E1,..,..,... .0mm 蒻-~  ~ Z3吋,<JDUD .o.n.a,, !l.> の 0畑 236

11-3 
ST謬11141 

這器 杯 隠 5.6 橙 橙色 需名かに如 IY1001554 

11-4 SI'悶l1141 
這爵 壼 阻 残存19.6 貧にぶい 貧にぷい

澁虚 070015妬

11.5 官 這勝 賓 (16.9) 残 11.6 橙 橙 O硲.S~を含l.OIむ皿に大の 07001560 

11-6 
$1'閉11141 

士羅 賽 帽 残 7.0直； 溢‘ 砂20mmを含以む下の 06003779 

11.1 5!'翌11141 
土羅 聾 (17.4) 残 7.7 檀 櫨 0砂.5~を含1.0mmむ 大 fJ'/001658 

11-8 
5r粍11141 

這器 聾 (16.8) 残 7.5 話 芦 0砂,5~を2.含むむ四と大の 07001557 

11-9 ST閉111！41 士 甕 (15. 匂 残 7.5浅色浅黄橙色 0砂5~を1含.0ramむ 大の 07001556 

lf-10 ST『11嘉141 這籍 聾 蟹 預 7.3 話 貧にぷい 微を含む 06003780 

11-11 STTIJ属111-溝441 1 這謁 甕 (15.4) 残 4.7 溢‘ 溢‘ o砂.s~をa含0ramむ 大の rrt001559 

81-1 SI:尊11梵141 土 聾 18.7 残存幻.5 黒色 員0砂.5~を3.含0rmnむ 大 (17001555 
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喪26 古墳出士士藝一覧襄 (9)
棗口径の（）は復元径

闘 出 纏町 嚢蘊 "" 皿） 匹

胎 土
県遺物,, ... .. _. 山 m ぷ甲 登縁薔号

ST閉11141 
(品12.&5) 

明 にぶい
2.0%皿以下の

81-2 士 賽 残存9.15 褐 贄 砂を含む
函 03783

覆 櫂

釘:翌11141 にぶい にぶヽ
2.0mm以下の

11.3 士 璽 (13.4) 残 14.5 黄 黄 砂を含む
06003784 

灰色灰贄褐色

,,_, 
董ST1114時1 士 饗 外内径17.3 残 16.4 檀

にぶい
07001511 

T-40 
17.6 贄

11.5 S'l'l1141 土鱚羅 饗 霜瞬 呻 8,3
にぷい にぶい 砂を

07001523 
T-40 樋 褐色 ほとんど含まない

'ST?!11ft 141 榊
灰

11-6 土 饗 残 5.2 にぶい 灰色 鑽を含む 06003778 

褐

1ヽ.7
$1'墳11141 

土 賓 苔 残 8-3 橙
にぶい

徴を含む 06003777 
U-40 赤褐色

11-8 
ST閉11141 

土 饗 榊 4.55 
にぶい にぶい 2.omm以下の

06003776 
覆 檀 砂を含む

霜湿｝
明赤 細を

11.9 S1'11141 士 璽 17.3 明 褐色 07001522 
T-40 

墨
わずかに含む

ST翌11141 
(儡11.55) 

にぷい
にぶヽ 2.0t血以下の

11-10 士 甍 残 6.0 橙
褐色 砂を含む

06003781 

馬

82-1 
ST壇lt丘t4t 

士 賽 (15.0) 残 21.9明 明永色
I.O~t.5mm粗の

07001521 
T-40 

砂を多く含む

11.i ST11141-7 士 饗 霜詞 20.9 明 明褐色
0.5~1.Smm程の

{Y'{0015Z4 
T・40 砂を多く含む

11-3 ST 11141 士 聾 (15.8) (9..2) にぶい にぶい 0.5-2.0r皿雹の
07001525 

T事U-39,幻 襴 褐色 砂を含む

ST11141 
土 賓 (18,7) にぶい にぶい11.4 遭T・40 黄 黄褐色

(f(001514 

にぶい にぶ"' 2,0, 皿以下の
11-5 ST揖11141 土鱒證 賓 (9.25) (U.1〉

褐
橙

砂を含む
06003787 

灰賃褐色

mST」り11．血謁1411-7 榊
橙色襴色 にぶい 2.0mm以下の

11-6 土 賓 残 14.55にぶい 橙 砂粒を含む
060037邸

槽 灰褐色

11-1 
ST員111濤41 

土 賽 榊 残 12.6明
にぶい 4.0mm以下の

函 03785
U-38 贄 砂を含む
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表27 古墳出土土鰻一覧喪(10}
棗口径:a.>C H以皇元径

悶 出土地点 麓別 器穏
土一 ml ... 

胎 ± 昂登鋼遺書物号nR- ... ..- "'"" “而

STT-3周l117溝4? 1 密
にぶヽ にぶい

82-8 這器 甕 残 7.5 褐色灰 檀 薇を含む 06003782 
賀褐色 褐灰色

83-1 Sl'l 1141 這羅 聾 残 10,6
にぶい にぶい 0.5~1ふ口糎の

f170015公9
-r-40 橙色 檀色 砂をわずかに含む

,,_z 5r問11141 
這塁 聾 残 5.2

にぶい にぶい 網を
ft1001532 

賛 賃 わずかに含む

11-3 ST検1114時1 這磐 聾 残存6.6
にぶい にぶい 0.5~1.Smm. 種の

C110015叩
檀 檀色 砂 を 含 む

11.4 ST:11: 141 這畠 饗 残 4.3 澱 灰 徽を含む r:110015蕊

11.5 sr問111溝41 
土甑曇 璽 残存6.0

にぶい
橙

0.5~1.oimn程の
f11001526 

橙 砂をわずかに含む
S-40 

lt-6 Sl'lll41 這器 壺 lZ.8 26.4 櫨 橙
1.0~2.0mmの

03000213 
T・勾 白色砂粒を含む

11.7 遭Sfll14時1 這曇 壺 外内径径17.8 残存9.8
上橙色

橙色 rnoo1s12 
T-40 18.2 下

11-8 STT-4填.. 1011~ 441 1 土鰤器 冠 (lZ,O) 残 13.2
にぶい にぶい 螂 ~3.0i皿大の

07001561 
賀 鬱 砂を含む

11-9 Sf翌1t14t 
這羞 壼 外内径径11.4 

11、8 残存12.5 橙 橙色 砂をわずかに含む 07001548 

a.¥ にぶい にぶい
0.5~2.0mm 

"・10 ST11141-5 這器 外内饂13.1 残 7.3 （小石4四 d fYf001547 T-40 14.4 褐色 褐 を多く含む

11-11 Sl'T周1-U11濡441 1 士 壼 閥盟 残 6.6 橙 檀
0,5~3.0r血程の

ft1001550 
砂を含む

糾 1 Sl'l 1141 這器 鉢 {15,7) 残存8、2 橙 轡 117001587 T-39 

11-2 5r墳T1・11394溝1 土 鉢 闊闊 7.7 橙 檀
0.5-z.omm程の

rt1001552 
砂を含む

11.3 ST翌11141 
這器 鉢 (12,0) 残存8,8 橙 雹 rrT001586 

11.4 ST琵11141 
這醤 鉢 閥閲 残 10.5 檀 檀

0.5~1.0mm程の
07001551 

砂を含む
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喪28 古墳出土土蝸一覧襄{11)
棗口径の（ ）は檀元径

闘 出 薗別 匹
.., .. m.) ... 

― 
胎 土

県遺物,, ... ... .. 田 面 ,,..,.. 登番号

84-5 ST翼11濃141 土 鋒 嘘岡 紐 t1.3 蘊 Ii 0砂.5mmを含程む 070015位

11-6 
ST閉11141 

士節器 鉢 牒證 預 7、8 明 ai.:~, 0韓.5~をt,l,OI-rt,>匹 nに程含のむ 07001553 

11-1 Sl'翌ll 141 
士靡器 鉢 (14.8} 9.1 橙色 檀色 07001575 

11-8 
Sl'謡11141 

士暉 鋒 (12,7) 7.Z 明赤褐色 明赤褐色 07001510 

11.9 ST守11141 
土訴器 鉢 (12.4) 6.8 溢‘ 明赤褐色 070015晒

lf-10 Sf翌l1141 
土鮮器 鉢 (13.1} 6.8 明色 檀 07001519 

11.11 ST翌l1141 
士節羅 鋒 (9.7' 7.0 橙 橙色 fYTOOlST4 

lf-12 sr眉11溝141 匹 鉢 (10.2) 7.1 橙色 櫃 07001568 

11-13 ST1T11-440 1-6 土 鋒 内 9.9 5.5 明 話 07001515 

11-14 ST翌11141 
土節器 鉢 内 (14.7) 4.1 檀 檀 07001518 

11-15 ST翌L1141 
士扉器 鉢 (8.8) 3.2 橙 檀色 07001571 

11-16 Sf遭Tl1-4104出1 土節籍 鋒 内 7,6 2.7 に羹ぶい 話 f1'/0D1S四

11-11 
ST閉11141 

土訴器 鉢 7.0 3.0 黄 贄色 07001572 

11-18 STT11-4140 1 土岬 鉢 (5.4) 3.3 話 誡 07001573 

11.19 遭ST111出4時1 土節籍 鉢 内 112 3.6 橙 溢‘ 07001517 

11-20 遭STT11-410出4時1 士呻 鉢 内 (12.0) 3.6 橙 に檀ぷヽ 07001516 

邸 -1 ST魏11141 
土餌綿 台 榊 13.6 橙色 橙 07001562 
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覆29 古墳出土土曇一覧表(12) 巖口径:0.)( )は復天潅！

悶 出士紐 纏別 巽纏 1'l'ーaol ... 
胎 土 登尿遭物号

口径 .... ... 而 ヽ

85-2 sr11141 土員遷 台 呻 (6.7) 6.9 明赤褐色 明 07001564 

11-3 
ST周111溝41 

土 台 底 (13.4) 残 5.9 橙 橙色 07001邸 3
T頌

11-4 
ST閉11141 

土膨馨 高 (20.3) 残 7.3 話ぶ 話ぶ 硲0-5粒~を2.含0mmむ 程の 07001541 

11-5 
ST墳11141 

土 高 杯 (19.2)残存14、0 費にぶい 檀色 砂0.5Jlllllを含雹むの 07001543 
T-40 

11-6 TTST•・検U4110-311出壇1時4,丘41 0 土獅器 高 筐 残 7.2 曇 橙 覆0.5穀~を1わ.0mmずかに程含 07001542 

11.7 遺T-40t11時 土 高
Sfl1141 

外 (17.6) 残 7.6 橙 檀色 07001513 

ST遭1114出1時内 国霞 砂0.5粒~を2.多0mmく含む程11-8 弥生土匿 蜘 11.7 橙 橙 07001539 
T-40 

11-9 ST界11141 
弥生土● 細翡翻孔 15.9 に褐ぶい に禍ぷ色い 芦0.5~4.l)mm哀如 070015め

"・10 
Sf11141 須憲器 四 罵 3.6 灰 灰 呼<-<をわずかに含 07001536 V•39 

11.11 SI翌11141 須謡 杯茎 {閤118) 3.8 灰 灰色 砂0、5~細2.0mm種の 07001535 

11.1z ST11141 須 杯 榊 3.7 灰 灰 砂わずをかに含 07001534 
T-39 

11-13 sr11141 須鵞喜 匹 品13.1 3.7 灰オブ色リー 暗灰貧色 砂ほ粒とをんど含まない 07001533 
T-39 

11.14 SI11141 須 鉢
(悶13.0) 

8.8 暗灰黄色 暗灰黄色 砂0.5~を2..0mm.含む 程 07001538 
T-39 

11-15 ST周111溝41 土 鉢 (11.3) 残 7.0 芦 温‘ 環M粒泊皿を多程くの含む 07001537 

ST11158 
91-1 X-40 須嘉器 杯

X-41 
(13.0) 3,8 灰 褐灰 砂0.5~をUlt含む匹 1大の 07001655 

X•W-42 
硲0,5粒~を3.含0mmむ 大の11-2 STl1158 須器 匹 13.9 4.5 貧 負 07001661 

W-4Z 
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喪30 古墳出士士藝一覧襄{13}
棗口径の（）は復元径

闘 出 纏町 嚢蘊 "" 皿） 匹

胎 土
県遺物,, ... .. _. 山 m ぷ甲 登縁薔号

91-3 w$1'点1111鵡層 須 四 13.6 4.S 吟＆ き~, 霙該炉大の 07001654 

11.4 S'l'l1158 須慮器 杯蓋 13,9 心 浅 浅 0砂.5~を2.含1池むm大の (f{001867 

ST11158 
11-5 

W-4X-41下1層
須 杯 (12.5) 3.6 黄灰色 灰白色 0砂.5~を含3.0xむ皿大の 07001658 

11-8 ST四111458 須 杯 (lU) 4.0 貸灰色 黄 0砂5~を3含.0mmむ 大の fY/0016邸

11.7 STぬ1l11358 須恵器 杯蓋 12.6 3.5 灰 灰色 o砂.s~をz.o含むo皿大の (1'{001653 

11-8 vSI'-41111158 眉 須稟拇 杯 (13.4) 残 3.6 黄灰色 黄 0砂.5-を2含.0iむ皿大の 07001659 

11.9 Sl'上11層158 須鶉 杯 (13.4.) 残 4,2 贄灰色 賛 0砂.5-を5含.0mmむ 大の fJ7001860 

11-10 ST11158 須 杯蓋 (11.1) 預 2.a 灰 灰色 0砂.5~を3含,0lむ皿大の 07001663 
X-41 

ST11158 
11.11 x心 須稟器 杯望 (12.0) 残 3.0 費灰色 黄 0砂5~を2.含0mraむ 大の 070016訟

~ 
11-12 STltt58 須慮器 杯羞 預 2.0 灰 灰色 0砂.5~を2.含1池むm大の 070016邸

ぬ37

lf-13 STぬ1111558 須 暉 残 1.5 灰 灰 細を含む 070016紐

11-14 ST411項り158 
（謹ff)匹 榊 4.4 に祖ぷい 灰 0砂5~を1.含0mmむ 程の {Y/001616 

lf-15 STW上1-1143 58 須恵器 杯 温(14.2) 残 4.お に名ぶい 灰贄色 砂霜を含罪む涵（金雲叫母 09001275 

11-16 ST這11158 須稟證 杯 榊 “ 灰色 灰色 09001281 

11.17 
STXl-4ll1 邸

須恵器 杯 ~ 心 灰 灰色 0砂.5mmを含程むの fYT0018ll 
玲は

11-18 STW下1-11層42 58 須恵器 杯 榊 4.1 樋灰色 黄にぶい色 a諄.ommb白以色下•石の？） 09001280 

11.19 ST下l11層58 須稟器 杯棗 ~ 3.8 褐灰色 灰色 隣~4.0lnm唸鵡以下如） 
09001277 
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喪31 古墳出士士藝一覧襄{14}
棗口径の（）は復元径

闘 出 纏町 嚢蘊 "" 皿） 匹

胎 土
県遺物,, ... .. _. 山 m ぷ甲 登縁薔号

STll 158 

榊 砂（4'長5.llrmn石を、少石し英以含、下む金）雲母91-20 
肩W溝騒-這上42層 須恵器 杯 残存4.05 灰 灰色 函 01276

11.21 
STW翡11-411 58 

須籍 匹 (叫14. 祠 残 u 黒 灰色 砂（~長粒4.1石を泊、少血石し英以含、下む金）雲母 09001278 

11-22 ST上11層158 須 杯 晶14.2 3..3 灰 灰白色 o砂.s粒~をa含.ommむ 程の 07001610 

11.23 ST這U! 鵡 須羅 匹 品 4.1 灰 疇灰色 編わずかをに含む 07001808 
12.9 

STllt58 
11-24 V•上W・位 須恵器 杯 姑14.0 3.3 灰 灰色 砂l.0・~小3石.0:tを四多く程含のむ 07001615 

11.25 STlll鵠 須恵鶉 匹 品13.2 3.4 灰 灰色 砂ごくをわずかに含む {Y/001609 
ぬ11

四 0

榊lt-26 ST11158 須恵器 杯 3.9 灰 灰色 0.砂5~を2含.oiむ皿程の 07001612 
V•卜W謳-42 

ST11158 

品12.8 11.27 W• 心 須 杯費 3.5 灰 灰色 砂をわずかに含む 07001807 
ゃ＆

ST11158 

品13.4 11.23 x如
須恵器 杯 3.7 灰 灰色 2.0n（雲母皿、石大英の零砂粒）含む 09001279 

x .. "1l 

11.21) sr111sa 須 匹 舟 3.4 
暗オリー 睛オリー

0砂.5~を2わぶず皿か3に程含のむ 07001617 
ぬ11 ブ灰色 ブ灰色

ST11158 

’ 阻12,9 
92・1 N-4Z 須恵器 匹 預 3.5 灰 灰色 o.s砂粒~を含1.5mmむ 粗の {Y'/001606 

捻
ST11158 

品12.8 11-2 W-4.2 須 杯 3..2 贄灰色 贄 編わずかをに含む 07001605 
沿

11.3 S'l'翼溝l@ 11上58層 須恵器 杯 品 3.3 灰 灰色 繊砂粒を含む (f(001614 
14.0 

,,_, ST11158 須稟證 杯 榊 残 3.1 贄灰色 贄 編わずかをに含 07001613 
ぬ12

11.5 XWST-i0-41,11411上上58層眉 須 四 (12.8) 心 灰 灰色 邸砂~を4含.0.. 皿大の '11001599 

11-6 ~下li層t随 須 暉 12.5 “ 
昭 1)-曙オリー o砂.s-を2含.0i皿3大の 07001598 
ブ灰色 ブ灰色
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表32 古墳出土土Iii一覧喪(16}
棗口径の（）は榎元径

闘 出士地点 糧界l 器穏
ぶー Cl!) .... - 胎 土

尿遺物

''"暑 晒 ● U 向 "'"" 登録壽号

92-7 srX-140.114s1 e 須糖 匹 12.2 残存4.6 灰色 灰 0砂.5~を2.含0mmむ 大 07001600 

11-8 Sf這11158 須昴 高杯 残 3.7 暗灰色 灰 細を含む IYTOOl如

11-9 YSI:-4上2111~層548 3 須巽 高 残 u 褐灰色 褐灰色 0砂.5~を3.含むむ皿：大の 07001602 

11.10 ST設111758 須 高 残存4.0 灰色 灰 蔚を含む 07001匹

11-11 Sfv翌1llt682 須器 高 纂 lO,S残 11.0 贔色 属色 0勘,5~を3含.0mmむ 大 Cf1001601 

lf-12 Sfぬl111'58 須巽 壼 8.4 6.3 灰贄褐色 灰 闘註0mm大の (11001596 

ST11158 
11.13 

'1:11 
須 壺 残 10.1 灰色 灰 0砂.5~を2.含0mmむ 大の (Y{001597 

11-14 
SJ:甜11158 

須器 鉢 1Z.O 1.6 灰色 灰 0砂、S~をZ.含Ommむ 大 IY1001595 

11.15 Sf'1:11 11158 
須爵 擬 残存10.5 灰色 灰 07001715 

11-16 STW這111-42 58 須昴 賓 (23,7) 預 1、5 灰黄色 灰黄色 07001711 

11-17 ST四111458 眉欝） 歪 残 8.4 橙 橙 0砂.5~を2.含0mmむ 大の 07001678 

11-18 
51'V11-412 58 

須窓籍 壺 外径(lS.0) 残 u 黄色 黄 fJ'/001714 
Wト-4・2 

93・1 血Sl'Wl、11--4四258 3 須器 壺 残 18.3 灰色 贔褐色 07001713 

11-2 51'~ 11158 
須巽 壼 残存lS.4 灰色 灰 07001712 

94-1 $!'X.上14011層.451 8 這籍 壼 (19.4) 28,8 橙色 橙色 o砂.s~をa含Ommむ 大の 07001682 

11-2 
Sf克ll屯l58 

這謁 甕 晶恰.0) 27.1 話 に橙ぶい 砂1.0~を3含.0mmむ 程II) rrt001618 

11-3 
SfXll--4l0 58 

土 聾 (tU) 残 u 灰黄褐色 澁‘ 0砂.5~を2.多0mmく含程の (17001625 

11' 
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表33 古墳出土土Iii一覧喪(16}
棗口径の（）は榎元径

闘 出士地点 糧界l 器穏
ぶー Cl!) .... - 胎 土

尿遺物

''"暑 晒 ● U 向 "'"" 登録壽号
sr111sa 

阻 0砂.5~をZ.多Oramく含む蓉II)舛 4 X-40 這器 甕 残 6.1 黒褐色 溢‘ rtl0016碑xiii 
51'11158 

阻11.5 X-40 這瀾 甕 残 16.6 贄にぶい に檀ぶい 0砂.5~を3.多0mmく含む程の rrt0016お
沼；

11-6 釘:下11層158 這羅 甕 外 (14.1) 残 11.7 溢‘ 明 rfl001588 

11.7 Sf上111層58 士鰤羅 甕 残 8.7 に橙ぶい に褐ぶ色ヽ 砂をわずかに含crl/001821 

11-8 Sf上l11層58 這巽 聾 需 残 5.5 明赤褐色 贄 07001589 

11.9 SI'這lll58 土羅 聾 底 (7.2) 残 9,5 橙 赤にぶい fJ'/001590 

11S-1 ST胄W1-411?5I B 這器 甕 (18.0) 残 31.5 話 橙 0砂.5粒~を5含.0mmむ 大l1) IY/001652 

11.2 ST北念111含5層8 士 聾 閥閏 残 5.5 橙 に橙ぷい 07001577 

11.3 Sf北包l1含15層8 弥生土弱 !Ill 薗 残 10.6 話 芦 砂1.0~を3.含0mmむ 程l1) rrt001644 

11-4 ST北気1ll含5層8 土 葺 内径(16.8) 残 4.9 益 賃にぶい 07001576 

11.5 Sf北包l11含5層8 士謁 壼 内径(10.6) 残 5.3明賀褐色 芦 Cf1001578 

11-6 ST上11層158 士 壼 且 残 8.5 櫨 檜 砂をわずかに含trt1001627 

11.7 SI'11158 
弥生土罷 壺 11.4 15.0 橙 橙色 細粒を含む 111001685 面30

11-8 51'11158 
這巽 壼 輝 3.2 残 5.4 灰贄褐色 明褐色 0砂.5-を3含,0,む皿大 01001679 No.ts 

11.9 51'11158 這器 広デ 残 9.2 褐灰色 橙 07001698 

11-10 
sr潟111sa 

這羅 鉢 底 7.1 残 4.5 溢＇ 溢‘ 0砂.5~を4含,0nmtむ 大の 07001680 
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襄34 古墳出土土圏一覧覆{1刀
※口径の（）は復元径

闘 出士地点 纏別 嚢着
直 a:i} ... 

胎 土 県登遺書物号,, ... ...... U 面 ... 而

Sl'l1158 (外11.1) 
砂1JJ粒~を3多.0く匹含0む襲の95-11 W•\l2 土顕器 逼 11.0 櫻色 橙 07001626 

下層 111"' 
STl1168 

11-12 XX上--44゚1 士 鯵 (8.8) 残 .2..2 檀 檀 07001701 

1ヽ-13 ST11158 土 曇 7.8 残 4.8 檀色 橙
0.5~3.0mm大の 07001681 

貨lS 砂粒を含む

11.14 Sf11158 土 壼 頸部径(8.8) 残 3.9浅色浅色 07001579 
北包含層

STlll58 2.0~3,0t皿大の96-1 上層 土訴器 紐 輝 (la8) 残 9.3 橙 橙
石較を含む

0100l700 
W-42 

ST11158 
II・2 V,Wト璽-41 土訴器 紐 底 (11,6) 残 5.1 明 明赤褐色 07001699 

11-3 STlll58 土訴雛 寅 残 6.9 橙 雲
O.S~3.0c皿大の 07001667 
砂粒を含む

,,_, ST11158 土訴蕃 賓 残 55 橙 橙
1.0~2.0mm大の

07001691 
薫 砂粒を多く含む

11.5 Sflll58 土 畜 残 3.3
にぶい

赤褐色 07001694 
泣,26 橙

11-8 ST11!58 土 畜 残 8.2
にぶい にぶい 0.5~4.0mm大の 07001675 

西側 黄 黄 砂粒を含む

11.7 STI1158 土 甑 四．” 細 8.6 橙色 橙 07001696 
上層

11-8 ST11158 土蜀器 甑 底 (9.8) 残 6,1 橙色 黄 砂1.0~を2わ,0tず血かに蓉含のそ 07001638 
這

11.9 Sf11158 土暉 甑 底 (10.6) 残 5.0 橙 摺 07001593 
上層

11-10 ST11158 土簡雛 甑 残 5.5 明 橙 070015G1 
項

Jl-11 ST11158 土暉 甑 残 5.4 橙
にぶい 1JJ~2.0mm霧の

07001630 
下層 黄橙色 砂粒を多く含む

Jl-12 
STVl1・ヽ1258 

土 甑 細 6.4 にぶい にぶい 0.5~2.0mm程の
07001633 

WL・-4.2 黄 黄 砂を含む

STlll58 にぶい にぶい 0.5~3.0mm程の11.13 這 土 甑 残 6,0
橙 橙 砂粒を多く含む

07001631 
W-'3 

11.u Sl'11158 匹 鑽 細 5.4 橙 橙
1.0~Z.Omm程の 07001634 

頃 砂を多く含む

11.15 ST1l158 土暉 甑 残 5.5 橙色 橙 07001592 
上層
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覆 36 古墳出土土撼一覧襄(18) 巖口径:0.)( )は復天潅！

悶 出士紐 纏別 巽纏 1'l'ーaol ... 
胎 土 登尿遭物号

口径 .... ... 而 ヽ

sr111ss 
96-16 坪-.:• 土 甑 残 5.6 貧にぶヽ 槽 砂0.5粒~を3.0mm多く含程 07001632 

11-11 srV•項11W1--4ss 2 土 甑 残存3.8 橙 橙 砂1.0~を2.含0mmむ の 07001635 

'J'l-1 STwW.-l1,412,1,445s 2 8 陶賃土羅 問 {12.8) 5.0 櫻 橙 胃撃品の 09004424 

11.2 VSTW4-Z114 11會上4528 層 陶賃土● 閉 11.6 3,6 灰 灰 魯品忌如 09004423 

11.3 
ST11158 
W-V4-41・242 陶賣土蜃 高 (16.7) 残 12.5 灰 灰 緻密 09004426 

,,_. sr~ 111ss 
陶贄土器 高 (15.4) 残 4.0 褐 褐 魯澁尉霰 08004425 

11-5 ST下11層158 陶質土纏 高 灰褐色 灰色 比輸鉗緻密 09004.427 

鵠 1 sr上ベP,1匹1,-42下001-2層s 2 土鼠澤 賽 温18.1 30.2 に褐ぶい 橙 砂0、5~奄3.多0mmく含む程 07003ftf5 

11.2 STQ-4: 12頭00S2 土 聾 (19.0) 残 31.6 黄にぶヽ に橙ぶ色い 07003197 

11.3 ペ<>Pルll-4.:ヽ珈ト... w上1,; 層 土 賓 温18.2 32.8 橙 品 秒1.0~を4.多0mmく含むの 07003076 

11-4 ST0-12<(003 Z 
土卿器 醤

ぬ7
外 (8.3) 残 8.7明費褐色 明 e 07003191} 

ST12002 
II.,$ 上P-446 土 緯 外 (14.z) 8.4 橙色 黄にぶい 07003188 

吟 1誼賞； 須 杯 (13.3) 残 3.6灰貿褐色灰 濶細 07003154 

11-2 STQ-124003 2 須稟醤 匹 (12.2) 残 3.3 貧 貧 網を含む 07003153 

II -3 
srw  1zooz 

須 壺 1.1 2.2 貧 灰 霙~gmn知 07003155 

11-4 srQ-4312001h4-2 須意器 醤 閥in残 as 貧 賃灰色 謡註血m大の 07003152 

11-5 ST! 蹂?2..1:須馨 磁 (10.4) 残存4.0 貧 黄 綱を含む 07003156 

202 



表36 水順石一覧
（）は残存長

挿園薔号 糧別 出土遣欄 全長{cm} 最大幅(cm)最（叫累号

75-1 水贔 Sfl1067周溝 p.39 Z.65 0.85 0.9 0600389Z 

11-2 水墨 Sf11067周溝 P-39 2.9 1JJ 1.0 06003889 

11-3 水贔 SJ:11お7周溝 P-39 (2.65) (1.2) 1.25 06003890 

11.4 水晶 S'fll067周溝 p.39 (2.3) 1.1 0.9 ⑱ 003飯n

表37 古墳出土鉄襲畠一覧攣

挿図番号 種別 遭織薔号 法 量 一号

67-5 鱗形鉄罪、石突 ST11匹屑濤 全 24.3an.関幅3.7cm..刃睾長14.0an 10000661 

7! 素 l籟板付轡 Sf11067蹟潤 残 1ぷm、最大残存幅 1.15an 10000762 

87•1 鑢轡 S'l'l11'1翼満 残 9.2<:m、最大残存籠1.5cm. 10000761 

"・2 鉄鐵 ST11141員溝 全 17亀6匹、最大幅7ふコ最大厚1.3al¥ l000066Z 

製 無~,手 ST11141周溝 全長6.2<m.!Iii 1. 7cm、忌大厚0.2au 10000760 

100-1 U字形鑽鱈先 sr1珈 2眉濤 全 42.7an.最大幅3.2an., 10000759 

表38古墳出士埴輪一覧喪
＊霰元鬱は（ ） 

障誓 出土應点 穫 .!JIJ
法曇 r<ttl ... -胎土 偏 県遺物登録壽号Iliff鼻a.. Wrin 汎布

SJ:11141周溝
にぶい

Zmra以下

(lS,1) (8.4) (3.2) 
にぶい

M•l 綸贔込め 層形埴輪 の砂粒を 09001282 
貿色 黄褐色

含むS⑲ 

にぶい
1mm以下

STl11"1 にぷい
11.2 盾形濾輪 (8.7) (5.0) (1.3) の砂粒を 090012四

墳 T-39 黄 黄
含む
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表39 古填出土玉鑽一覧衰

沖／“

挿園＄弓 遺構番号 材 種 j 色
全長

ぽ径 孔径 懺 県遭翰登鱚誓号
贔 棗小 転 I塁小

67-8 sr11002蹟壽 滑石 勾 灰色 匹 最大幅9.0.最大厚7.0 06003903 
S.36 

的 ・1
STl1141石室

ガラス 小玉 群 8.35 8.45 1.95 2.40 2,35 1000674 
N0.9 

11.2 ST11141石
ガラス 小玉 孵 1.45 7.80 6.75 2.00 1.85 1000675 

N0.10 

lf-3 Sf11141石室
ガラス 小玉 群 6.45 7.90 7.20 2.50 uo 1000函

N0.2 

11.4 ST1114-I石室
ガラス 小玉 群 7.30 8.35 &30 2.45 2.40 1000碑

N0.1 

11.5 "S'l'l 1141石室
ガラス 小玉 群 6.70 8.00 8.00 1.65 1,50 1000672 N0.6 

11-6 釘 11141石室
ガラス 小玉 群 5.90 8.35 8.15 1.95 1.60 1000671 

NM  

lf-1 ST11141石室
ガラス 小玉 群 6.10 7.95 7.40 2.00 1.60 1000676 

N0.11 

lf-8 ST111-il石室
ガラス 小玉 酔 5.00 8.00 1.00 1.15 1.15 1000&77 

N0.12 

11.9 訂111.f.1石
ガラス 小玉 群 5.90 8.60 8.55 2.40 2.00 1000閃7

N02 

11-10 ST111-i1石室
ガラス 小玉 群 5.35 8.20 7.00 1.80 1.75 1000673 

N0.7 

,ヽ.11 sr11u1石室
ガラス 小玉 群 5.35 8.50 8.00 2.00 2.00 輩姐 1000670 

N0.4 

11-12 ST1114.l石
ガラス 小玉 群 4.45 7.55 T.40 2.00 2.00 1000669 

N0.3 

11-13 Sl'lll.f.1石室横
ガラス 小玉 欝 4.10 7.70 &20 235 2.10 1000邸 5

T-40 

lf-14 ST11141 滑石 勾 灰色 25.00 最 9.00、最大厚7.00 06003904 
T-39 

100-2 STl1158翼濃
ガラス 四 青 20.00 10.00 4.00 3.00 10000884 

V-42、W-42

表心 古墳出土土襲人形一賣讚
（）は残存長

挿図醤号 着別 出土遭蠣 全（叫 最大幅(cm)最（叫 累遺物登縁壽号

74-1 土 sr11001問溝 0-38 5.1 (2.9) 2,0 06003896 

II・2 土 ST11067周溝 N-38 4.8 (1.8) 2.0 06003899 

II -3 土 STl1067員濃 {4.7) (1.7) 1.7 00003四

,, -4 土 sr11oor屑講 0-38 {U) （邸） 1.8 00003邸5

II -5 土観人形 ST11067周濤 0-38 (4.'1' 臼 2.3 0細函

II -6-1 土 (2.佃 (1.9) 1.8 
ST11067眉溝 N-38.0・38 06003901 

II•6•2 土 (1.9) (1.3) 1.1 

II•1 土 Sfl1067周溝 N-38 (6.8) (2.9) 2.4 00003897 

II -8 土 SI'll067.II溝 0-38 {3-3) (2.4) 1.8 06003900 

,, .9 土 ST11087周溝 0-38 (3.1) (1.5) 1.8 08003898 
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VI. 総括
1' 弥生時代土壊墓• 土坑の形成過程
(1}はじめに

II区 ~13区の弥生時代の浜茎には喪棺茎、土壊茎がある。これらは砂丘微高地上に立地し、その

坦茎群の茎域の全範回を調査したことになる。裟茎群の内訳は空棺茎 281甚、土憶茎 14甚であり、そ

の時期は I-I期（前期前半）に始まり、 ill-I期（後期前半）で終わる。このうち裟茎形成が活発化す

るのはII-2期~II-4期である。また、細形網矛、円環型銅鎌硬玉製玉類、碧玉製管玉などを副葬す

る喪棺茎群が群菜する固所が3群みられ、 A群、 B群、 C群とした。

土坑は28基を掲栽する。襄棺茎群の中に立地することや、多くの副葬品を出土した預棺茎群である

A群、 B群、 C群を囲むように位匿すること、さらに土坑出土土器の多くは赤色顔料塗彩の広口壺であ

ることなどからその大半は祭祀土坑と考えられる。

喪棺茎の形成過程については『中原遷跡w』で触れたため、ここでは本舎掲載の土懐茎、土坑の形成

過程について記す。その時期については『中原遺跡w』の「癌津地城摂棺の器種•型式分類と編年試案」

による。この中では壺D(広口壺）は姿料が乏しく型式分類ができなかったが、本書掲栽土器で没料が

増えたため、各遷構の時期決定のためにも壺Dの型式分類を行い、土i喪茎・土坑の分布と時期につい

てのまとめとしたい。

(2)壺D (広口壺）の型式分類

『中原遺跡N』の「唐津地域襄棺の器種・型式分類と編年試案」で壺Dを口緑形屯足で 2つに分類した。

D Iは祟口緑の広口壺であり、 DIlは鋤先口緑の広口壺である。各遷構の時期決定のためと今後の胆津

地域の弥生土器揖年の基礎姿料にするためにも型式分類を行う。姿料は唐津地域出土の土器を対象にし

たが完形品が少なく、特に大形預や他の器種との一括姿料がなく検証にあたっては他地域姿料に頼らさ‘’

るを得なかった。没料数が少ないが癌津地城の壺Dのうち完形品を対象に分類した。図 103、104に

壼Dの型式分類図を掲裁する。

壺Dは口頸部が短く外反する→

長く大きく外反するへの型式変化が

みられる。壺DIは素口緑の広口

壺である。壺DI1は口頸部の長さ

が比較的短く、口径と胴部霰大径が

ほぼ同じである。口頸部には暗文を

挽すものがある。無突帯と胴部霰大

径の位匿に断面三角形あるいはM字

形の突帯を回すものがある。

壺 DI 2は口頸部の長さがやや長

くなり、胴部綬大径より口径が大き

くなる。無突帯と胴部中位に断面三

角形の突帯を一条回すものがある。

喪41 壺D翌式分躙喪

日信土暑纏年 中原

須 I n-2 

II-3 

n-4 

E・5

諏 n

n.a 

DI 

DI 1 

DI I、DIz 

Diz..Dis 

Dia..DH 

D 14、pI 

壼D

Dn 

Olli、DU:'1

Dlll、Dll'l、nnz

Dn2、Dirs

on:s 

Pn 

205 



DI, DI, 
. ・., ,. イ

＼雨/.
: ・-i ,::• .、',

: l :< .＂

4
 

_•

宮

．．
 
忍‘‘.

，
 

.”4
..~..

/ 

J
 

•• 
-•3 

•• 

・ぃ・
＼
 

5

囁
ヨ
i?

•• 
｀`
 ．． 一

}．9:＇．．．．．． 

Db 
¥. -・ .... 
／ 
」、

; ‘ 
・. 

!';, 
'. ・：；
', . > 

―--・, 

,．
 

0
 

.

.

.

 

5

.

 

．．．
 

.,

0

 

.
,
9
 

ど‘‘、.“’'．ヽ
‘

．＇ ..、

l

-

―
 

DI菟社
泣

ぅ，
•• 

：

養

‘

、

•••• 

、‘

．．

．．．．
．
 

＞

ン

，

．．
 

;9”、...‘
.
、
3
‘
”
.
9

ク

.,＇・ 
ふ
・

／
 

”

．

疇

‘

‘

・

、•••. 

•
一

．． 
1
 

9

.
―
 

ー

DI惑
99

釣
翌
●

、急滋

な

ヽ

．

．

、

ヽ

‘

•• 
1
 .. 

DI, 
＼褐/.
. . . 

:£!i!;J :: 
, .・ ."l'¥ .. 
←―...,,, ・, . _, ;, 

・コ f 
• < ., 

.-... --: ン 8

品一、_ヽ:g,4._.··~, .'i氾・‘‘ 
免,_. ..,_,; 

・' ・. .,.,, !! 

、., ・ヽ
、 ベ

ヽ・ヽ ... ・ク
、-・・7

Db 
ぞ—"-~.· ·... ~•J 
・ •1lt ,,.!.;, ぇ_・,:. 

... ,-<ヽ‘‘
'.-;!'• 窒—·,. . ., --・心竺 ぶ.、

:'.; .;・ 
・・ ・・

‘、：ぶ＇’’答に.・8

2
 

／
 

9
 .
 

•••• 

1
 

＞

．

久

9

9

.

．＂ぶ．＂；ヽ

．．
 

＂，‘ 

-

．．．
 

畜―
t

一ヽ

．．
 

．

．

．

．

 .‘‘、

1

””
 

••••• 

• 
t

1

>

/

1

 

-
/
．
 

.
，
＇
 

、
グ

...-

：
姿
忍
．

A
-

D

杓
心
0

一．索ら‘

ヽ

.
4
 

.、

．．
 

-
．
、
．
9•• 

，
 ．
． 

．．
 

.＂・ 
ヽ
＇
ヽ
＇
，
ゞ

•

3

／
 -‘"＇ヤt'f‘,11,1

9
,
 "‘ ‘'’

 

ーぎ旦"‘

.-1百―
f"-

DÌ
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Dl1 

DX. 
冤呵注・グ..., 

鴨ゑJ
ニー一 .ゞ,. 

、½,、<.• , 
ヽ‘

.. —: 14 

l'I 

壺 D型式分類 1

•5 
．． 

6 
t. 

5. •••• •9, ク
・タ・、、．．．． 1 .t",.，． ＇ 

｀ •• 9 ••• 塙}ヽヽ

番 遭•遭嘱名 父軍爾日
I 中畢遺鱒SKIS1訊 ＊ 
2 中累潰鯖"113:匁5上 I 
3 中駄遣鵬S.1112紐上 1 

｀ 
中順遺鱒Sl".131町 本書

5 中駄遭鯵SK11292

” 6 中駄遣鱒Sll331& ＊ 
1 中畢遺鱒SK1129Z ＊ 
8 申贔年II匹 本書

8 中駄遣薦直13314 本書

10 中累13314 ＊ 
11 .t..ai■ 輩<;JI!茨 76 本書

12 中厭遣籐S:Ua:139 ＊ 
13 中は遺鱒誼：11292 ＊ 
H 申駄漕鱗、11131蒻 ” 15 中凰遣艤SXl:3328 本書

16 中累遺鱒雰UIOO ＊ 
17 申 112ZI 1 

(1/12} 
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壺 DI 3は口頸部が長くなり、大きく開く。胴部霰大径より口径が壺 DI 2よりさらに大きくなる。

胴部中位に断面M字形突帯を一条回す。

壺 DI 4は口頸部と胴部の型式変化がさらに進行したものである。

壺FIは壺DIの系語で考えてよいだろう。頸部は直立し、口緑部で垂直気味に大きく屈曲する。

壺 DII 1は口頸部の長さが比較的短く、胴部霰大径より口径が小さい。突帯は胴部中位に 1条回す

ものと、胴部中位と肩部にそれぞれ回すものがある。壺DII 1のうち、口頸部の長さが短く、口径が

小さいものを壺DII'Iとした。

壺DII 2は口頸部の長さがやや長くなる。胴部突帯には断面三角形と台形がみられる。

壺 DII 3は口頸部がさらに長くなる。図 104-9は鋤先口緑内面をナデてシャープに仕上げる。胴部

突帯には断面M字形が多くなる。大型預Eと祖み合う大型壺がみられる。

壺 FIIはなで肩の胴部に外反した鋤先口緑がつく胴部と肩部に三条のM字形突帯をまわす。

壺 D□4に相当する型式が唐津地域では見当たらなかった。烏栖市柚比本村遺跡SKI206出土例（佐

賀県教育委貝会 2003『filr比遺跡群 3 柚比本村遷跡 I・2区』県文報第 155集）が該当する。

表39に壺Dの型式分類をもとにした編年試案を掲裁する。対象の広口壺は日常生活土器編年で適用

されるべきものであろうが、大形喪との組み合わせあるいは祭祀土器として用いられており、本轡掲栽

の土塘茎、土坑の時期決定と膨津地域の弥生土器編年の基礎姿料にするため提示する。

(3}土漉葵の分布と時期

表42に土速茎・土坑の時期、出土遷物一覧表を、図 105にその位匿図を掲載する。

土懐茎 14基のうち土器が出土したのは3基であり、他に硬玉製玉類、碧玉製管玉、店製石線、育網製、

石剣切先などが出土した。出土遷物から時期決定できる土懐茎は限られるが喪棺茎分布などを考宅し、

土i喪茎の時期などについてふれる。

土壊茎のうち、 SKl3155はやや歪な平面形慇であり、 B群に隊接した北側に位匿することなどから、

祭祀土坑の可能性もある。

店製石鏃 3点を出土した SK13362とSK13363は主軸を同じにして近接して並ぶ。有茎店製石線

の類例が吉武高木遷跡KI25甕棺茎（『吉武遷跡群vm』1996福岡市教育委貝会）にあり II-I (古段

階）期と考えた。 SKl3285は土壊の両小口に板石を記するやや特異な形屯知である。類例に福岡市吉

武遷跡群 1次詞査4区SK03土懐茎がある（福岡市教育委貝会 1998『吉武遷跡群X』)。 SK13362、

SKI3363、SK13285は主軸を同じにして近接して分布することや周辺には 1期~II-I期の摂棺茎群が

分布することなどからその時期は□-1 (古段階）期とした。 SK13385も1期~II-I期の喪棺茎群の分

布範囲に位匿する。坦茎の分布から考えれば□-1期にあたる。育網製切先と店製石剣切先が出土して

おりその出土状況から考えても被葬者は戟いの牲牲者であろう。 SKI3307も1期~II-I期の甕棺茎群

の分布範回に位匿する。片側小口に板石を記する特異な形慇である。

II -2 ~ II -4期は預棺茎の盛期である。土懐茎も散在して分布する。 SK13371とSK13372は主軸を

揃えて、同一茎懐に並ぶ。両者の新旧関係は不明である。 SK13371から硬玉製の大形の櫛形勾玉と小

形の勾玉が、 SKI3372から碧玉製管玉2点が出土しており、土壊茎の中では注目される。この他、広

口壺が出土した SKI3328、SK13339も同時期である。

SKI3170、SKI3353、SKl3359は3甚が近接して分布する。 3甚の主軸は、まちまちである。その

位匿は U-42区回で、 II-6~ID期の襄棺茎群の分布域である。但し、この範囲に II-2~II -4期の甕棺
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表42 土t農要、土坑時期出土遵物一箆表

遵構番号 程別 区匝i 時期
土器

顎 出 土 遵 悶物
その他

1禰 考

SK13155 土塚衰 W-44 Il-2~Il-4 広口壺
祭祀土坑の
可臨1生あり

SK13170 土塚衰 U-42 Il-2~ill 

SK13285 土租寒 V-46 Il-1 
SK13307 土租寒 V-46 D 
SK13328 土壌寒 W-45 Il-4 広口壺
SK13339 土壌寒 X-45 Il-3 広口壺
SK13346 土壌寒 X-45,46 II-6~ill I 30 
SK13353 土壌蕊 U-42 II-2~ill I I 

SK13359 土拒衰 U-4142 Il-2~m 鉄刀 l
SK13362 土拒衰 U-45 Il-1 (古） 3 

SK13363 土短衰 U-45 Il-1 (古） I 
SK13371 土桓衰 V-42 Il-2~Il-3 2 
SK13372 土短衰 V-42 Il-2~Il-3 2 

SK13385 土壊吝 V-47 Il-1 ~Il-4 官石約剣裂切切先先ll 

SKI 1232 土坑 P-33 ？ I 

甕、皿、 土器多量に出土。
SKI 1292 土坑 W-42 Il-2~Il-5 広口壺、高杯、 SJI 1294 (D-6) 

器、鉢、盃、 から切られる。

SK13042 土坑 X-4243 D-3.4 甕、広口壺
SK13043 土坑 W-4243 Il-2~Il-4 甕、広口壺
SK13045 土坑 U-42 Il-3 甕
SK13063 土坑 V-42 Il-2~Il-4 甕、広口壺
SK13076 土坑 W-43 Il-3 甕、広口壺
SK13100 土坑 W-43 Il-5 r口壺

SK13189 土坑 V-45 Il-3,Il-4 広口壺
SJ13319(Il-5) 

から切られる。
SK13191 土坑 V-45,46 Il-2~Il-4 広口壺、寮
SK13194 土坑 W-45,46 Il-2~Il-3 広口壺
SK13197 土坑 W-46 Il-2~Il-3 広口壺
SKl3203 土坑 V-4445 Il-3~Il-4 広口壺
SKl3237 土坑 W-44 Il-2~Il-3 広口壺
SKl3244 土坑 W-46 Il-2~Il-3 広口壺、高杯、甕
SKl3245 土坑 W-46 Il-3 広口壺
SKl3308 土坑 V-45 ？ 
SKl3314 土坑 W-45 Il-2 r口壺 I 4 

SK13318 土坑 W-45 Il-l~Il-2 r口壺 石兌

SK13322 土坑 T-42 Il-4,5以前 3 
SJ! 3167(Il -4,5) 

から切られる。
SK13326 土坑 T-42 ウ 鯰積1、踪1、鉗ti

SK13327 土坑 T-42 Il-3以前 3 
SJ13049(D-3) 

から切られる。

SK13331 土坑 T-42 ？ 

SK13351 土坑 U-42 Il-6以前 I 輿 [;:I
SJ! 3082(0-6) 

から切られる。
SK13358 土，；；； V-45 l-3~0-l 広口壺
SK13378 土坑 T-41 ？ I 
SK13387 土坑 V-45 ？ 4 

SK13399 土坑 U-50 I 
Sfl3398の
主体都か？
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茎も分布するため、位匿から時期を特定はできない。 SK13353から硬玉製の小形の垂鯨りと磐玉製管

玉 1点が出土しているが時期決定に欠ける。

SK13346から硬玉製の栖小勾玉と碧玉製管玉 30点が出土している。翌棺茎の密菜部分布域から大

きく蔑れる。 II-6 ~ID期の空棺分布域にあるため当該期と考えた。

(4}土坑の分布と時期

土坑28甚の大半は甕棺茎域内に位匿することや、埋土中から赤色顔料塗彩の広口壺が出土している

ことから裟茎に伴う祭祀土坑であろう。これらと分布を異にする土坑に P-33区回のSKI1232とU-50

区回の SKI3399がある。 SKI1232は平面円形の土坑で埋土中から硬玉製勾玉 l点が出土している。

SK13399は弥生時代の STl3398浜丘茎内に位匿する。詞査時において STl3398の主体部という詔餓

はなかった。遷構の形状など調査時の掘り下げに問題があるが、その主体部である可能性が高い。

祭祀土坑はおおきく I~II -1期と II-2 ~II -5期の 2つの時期に分けられる。これは浜茎群の形成

の回期と同じである。 I~II-1期の土坑に SK13318、SK13358がある。同時期の喪棺茎や土壊茎の

分布域内にある。 SK13318の埋土霰上屈から石女が出土した。

II -2 ~II -5期の土坑は多くの副葬品を出土した摂棺茎群である A群、 B群、 C群を回むかあるいは隊

接するように分布する。 A群、 B群、 C群の甕棺茎群はこれら土坑から振り出した土を盛った坦丘をもっ

ていたのかもしれない。土坑埋土中出土土器の大半が時期幅をもっており、土器の出土状況や完形土器

が多いことから、浜茎が継続して埋葬されている期間、土坑内に祭祀土器が廃棄されたと思われる。

A群を囲むように SKI1292、SK13042、SK13043が分布する。とくに SKI1292は平面隅丸方形の

大形土坑であり多量の土器が出土した。その出土状況は東方から廃棄されたようであり、出土土器に煮

沸具である我が多いことは注目される。

B群に隊接して北側に SK13076、SK13100、SK13237がある。また、 C群を囲むように SK13203、

SK13189、SK13308、SK13194、SK13314が分布する。大形の土坑であり、 SK13203、SK13189、

SK13308は切りあう。埋土中出土土器も同時期であり、近接した時期に振削されたことが翔える。

SKl3314の霰上屈から硬玉製勾玉 lが出土している。 SK13318の石文も綬上眉であり、これらは祭祀

土坑の最終段階の供献の可能性がある。

これらと維れた土坑に SK13326、SK13327、SK13331、SK13322、SK13045、SK13351がある。

これらのうち、SK13045以外は時期決定できる遺物が出土しいない。ただし、SKl3322はSJ13167 (II 

-4,5期）から切られ、 SK13327はSJ13049 (II -3期）から、 SK13351はSJ13082(II -6, 月）から切

られる。このことにより、それぞれの時期が推定できる。

(5}土器の器種構成

SK11292から出土している土器の比率は喪が全体の50%を占めており、次いで壺が22%と約7割

が喪と壺で、器台・支脚が 12%となっている。また、丹捻りが施されている土器は全体では 4点で、

割合は高杯が 1点、素口緑広口壺が 3点である。我には煤が付屯して日用に使用されたと思われるも

のが 7点出土している。

SKI 1292以外の土坑は全体で壺が約60%を占め、預は約30%になっており、どちらも哀と壺で出

土土器の大半を占めるがSKI1292とは出土している割合が逆転している。丹塗りされている土器は、

SKI 1292では 85点中 29点、内訳は、甕が 17点、壺が 11点、高杯が 1点、鉢が 3点、蓋が 1点、
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SKI 1292以外では 62点中 38点となっている。土器の多くに磨耗が進んでいるものがあるため、実際

はもっと多くの土器が丹捻りされている可能性がある。また、蓋・器台・支脚は SKI1292以外からは

出土していない。 SKl3043の図48-2の壺、 SK13063の図48-8、9の喪に煤が付著している。

土坑から出土している土器はロ -1期からII-5期までの弥生時代中期の前半から後半にかけての須玖

式を中心に出土している。器台や高杯といった祭祀専用に使われていたと思われる土器の出土数は少な

く、 SKI1292からの出土土器は、素口緑広口壺は完形で出土しているが、鋤先口緑広口壺の完形は出

土しておらず、口緑部のみ出土している。 SKI1292以外の土坑でも、素口緑広口壺の残存状況はよく、

完形 15点中、素口緑壺が 9点、鋤先口緑壺が 6点。 11292以外での全体での口緑部の割合は、判別

できる口緑部のみの土器片を入れて、鋤先壺が21点、素口緑壺が 12点であるから、鋤先は21点中 6

点、残存率は 3割以下になり、祟口緑は 12点中 9点であり、 7割以上の残存率と、大きな差が出てお

り、また裔杯や器台も完形で出土していないことから、祭祀土器を打ち砕いて棄てる習慣が中原遺跡に

もあったといえる。

11・13区の祭祀土坑の出土土器比率から、祟口緑と鋤先の両方の土器を用いて祭祀を執り行ってい

たと思われる。そして、SKl1292では喪がもっとも多く出土していることから、祭祀時に鋤先口緑で作っ

た土器に供物をいれて祭った後、飲食物の入った衣や素口緑の壺で、大規模な食祭を行ったと考えられ

るのではないだろうか。そして、 A群の摂棺茎群に埋葬されていた出土遷物の多さと併せて、 A群に埋

葬されているグループの被葬者は、この地域でかなりの有力者であるということと従来どおり考えられ、

A群を囲むSKl192は、亡くなった有力者本人の時に、SK13042・13043は有力者の親族関係の祭祀時に、

出土している土器の差から、そのときに作られたものと考えられるのではないだろうか。その他の土坑

では、壺の比率が多くなっており、安の比率が少なくなっていることから、食祭の規模が小さくなって

いると考えられ、権力は A群に次ぐ＇集団であるということの裏付けになると思われる。

土坑に棄てられていた土器の特徴を、佐賀県にある祭祀土坑を出している他の遷跡と比べてみると、

神埼市にある弥生時代中期後半から後期にかけての、二塚山遺跡群から出土している土器は、丹塗りさ

れた高杯が多く出土している。同じく中期後半から後期にかけてのみやき町にある金の原遷跡では、商

杯が出土していること、また喪の口緑部が鋤先口緑ではなく跳ね上げ口緑のものが多く出土している。

烏栖市にある柚比遷跡群では、鋤先口緑を持つ壺を中心に出土している。柚比遺跡群の範囲確認詞査で

調査したフケ遺跡では、高杯を多く出土し、摂は跳ね上げ口緑と鋤先口緑の両方が見られる。

(6}まとめ

本浜茎群は茎域を完掘した詞査串例として夷重な姿料を提供した。土i喪望は少数ではあるものの空棺

茎に混在するように茎地を構成していた。浜茎の形成過程も甕棺茎、土i喪茎は同様の変透をたどった。

ただし、副葬品を所有した集団茎である A群、 B群、 C群の中には土懐茎は造られなかった。

土坑の大半は浜茎に伴う祭祀土坑である。 SK11292は多数の土器が廃棄されていたが、その器種構

成が注目される。煮沸具である甕が約4割を占めた。それに対して、その他の祭祀土坑では広口壺が

約 6割を占めていた。他地域の祭祀土坑の詞査串例をみると大型器台や糸島地域の双口広口壺や袋状

口緑壺など地域独特な祭祀土器のほか、このような器種構成の追いも明らかになるかもしれない。今後

の研究に期待したい。

＊本文は (4)を吉野進ーがそれ以外を小松譲が担当した。
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2, 弥生時代土堀墓•土坑・甕棺墓出土の鉄製品（補追）
図 108に弥生時代の土壊茎、土坑、甕棺茎出土の鉄製品を掲栽する。本来なら第W章で取り上げる

項目であるが報告轡作成の霰終段階で、これらの鉄製品の存在に気づいたため編集の都合上、楠連の形

で掲裁することにした。また図 108-7の鉄製筵はSJ11286襄棺茎出土である。『中原遺跡w』で掲裁

すべきものであったがこれももれていた為、ここで掲栽することにした。

1は鉄刀である。SK13359土i喪茎出土。遷存状径は栖めて悪い。背幅は 1.0cm、刀身幅は2.3cmである。

時期決定できる土器が出土していないが、遷構立地から弥生時代と考えた。図 108-6のャリカ":;,j-を出土

したSK13360と接する。

2、3、4は SK13326土坑出土。 2は鉄鎌である。甚部霰大幅は 2.8cm、刃部はわずかに内湾する。

3は鉄鏃である。厚さ 3mmの鉄板を裁断したかのようなつくりである。 4は錢である。身断面は長方

形である。刃部の錨も不明瞭である。

5は総である。 SK1335I土坑出土。刃部に緩やかな錨がはいる。身部に若干、宴すきがみられる。

6は統である。 SK13360土塘茎出土。刃部で大きく悔曲する。刃部に不明瞭ながら錨がはいる。身

部は表すきである。身部の表面に布目痕？と木質部が選存する。 SKl3360土懐茎は本文では触れてい

ない。埋土下屈から錢が出土した。

7は筵である。 SJ!1286預棺茎出土。上預、下喪とも口緑部を欠失する。下喪は大型喪 Fで、 II-6 

期にあたる。刃部宴面は鋒ぶ＇くれで、銘の有無は不明瞭である。身部は宴すきである。

表43弥生時代土凛葵、土坑出土鉄製品一巽表

挿図番号 程別 遺構番号 連構程別 法量(c叫 産録番号
108-1 鉄刀 SKl3359 土短寒 残存長202、最大幅2.3、原さ 1.0 10000772 
//. 2 鉄 SKI 332 6No.2 土坑 残長9.1、最大幅2.8、限さ 0.3 10000769 
//. 3 饂 SKI 332 6No. l 土坑 全長3.9、霰大幅2.4、限さ 0.2 10000768 
11. 4 呻；； SKI 332 6No.3 土坑 全表4.1、霰大幅1.4、序さ 0.3 10000770 
//. 5 呻匂 SKI 335 INo.2 土坑 全長3.8、敷大幅12、限さ 0.3 10000771 
"-6 呻匂 SKI 3360No. l 土塘寒 残存長9.6、最大幅1.9、限さ 0.25 10000767 
ff_ 7 鉄 E SJ 11286 寮 残存畏9.3、最大幅1.9、限さ 0.25 10000663 
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